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「揺り戻しの揺り戻し」へ











　オルタナ 83 号をお届けします。今号の第一特集

は、「サステナメガトレンド 2026: ESG 攻防 『揺

り戻しの揺り戻し』」です。

　「揺り戻し」とは、ESG や DEI（ダイバーシティ・

エクイティ・インクルージョン）などリベラルな取

り組みの否定であり、「揺り戻しの揺り戻し」とは、

その再肯定の意味を込めました。

　DEI は多様性（ダイバーシティ）ある人材を組織

に取り込み（インクルージョン）、その組織におい

ては公正性（エクイティ）を発揮するという意味で

す。具体的にはジェンダーマイノリティ（性的少数

者）や障がい者、外国人などの採用や活躍支援を指

します。

　ところが 2025 年 1 月に就任したトランプ大統

領は、「DEI は逆差別である」と非難し、就任した

その日のうちに「連邦政府は男性と女性の２つの性

別だけを認め、変更はできない」とする大統領令を

出しました。

　同大統領の「アメリカ・ファースト」に代表され

る「自国第一主義」は、イタリアで政権与党「イタ

リアの同胞（FDI）」、ドイツの第 2 党になった「ド

イツのための選択肢（AfD）」、フランスの「国民連

合（ＲＮ）」（マリーヌ・ルペン党首）など、枚挙に

暇
いとま

がありません（オルタナ 82 号参照）。日本でも

2025 年の参院選で、参政党が「日本人ファースト」

を掲げて躍進しました。

　ところが、そのトランプ大統領の支持率が明らか

に下がってきました。CNN の最新世論調査（2025

年 11 月 4 日発表）によると、同大統領の支持率は

37％と 2 期目就任後最低になったのに対し、不支

持は 63％と最高になりました。

　その背景として、CNN は下記のように報じました。

　「調査で『国の状況が悪くなっている』と回答し

たのは 68％、『経済が悪くなった』と回答したの

は 72%、『経済と生活費の高騰を米国が直面する

最大の課題』と回答したのが 47％だった。そして

61% が『トランプ氏の政策が国内の経済状況を悪

化させた』と回答した」

　「アメリカ・ファースト」は、過半の米国人を失

望させたのです。2026 年 11 月の中間選挙でも、

共和党の劣勢が早くも指摘されています。ジョン・

F・ケネディ元大統領の孫で、2026 年下院選挙に

出馬するジャック・シュロスバーグ氏を期待の星と

する向きもあります。

　しかし、振り子はこれからも左右に振れ続きそう

です。自国第一主義や「多様性の否定」は、国民の

宗教観や、伝統的な考え方を背景にしていることが

多いからです。トランプ大統領を後押ししたのはキ

リスト教福音派（エヴァンジェリカル）であり、日

本における排外主義は、神道との結びつきを指摘す

る意見もあります。

　こうした伝統的な考え方に加えて、その国におけ

る時代性や経済状況、貧富格差の拡大などの要素が

相まって、振り子を押し続けます。それは他の国も

同様です。

　企業はどう取り組むべきでしょうか。私は、企業

の規模や業種に関わらず、そのビジネスがサプライ

チェーンを含めてグローバルなものである以上は、

常に ESG や DEI を意識し続ける必要があると考

えます。

　多様性を否定してしまうと、必ず敵を作ります。

どんな業種であれ、敵を想定したビジネスなど存在

できないのです。多様性の否定は、企業にとって明

らかなリスク要因です。

　振り子の振れ幅は、政治の局面によっても変わり

ます。イタリア政権与党を率いるジョルジャ・メロー

ニ首相は就任後、排外主義的な主張から一転し、移

民増加を容認する政策に変えました。政治が変わる

からこそ、企業の一貫性が求められるのです。
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２
０
２
５
年
２
月
、

航
空
機
利
用
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環
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荷
を
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視
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フ

ラ
イ
ト
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
ベ
ル（
Ｆ
Ｅ
Ｌ
）

制
度
を
導
入
し
た
。
現
状
で
は
各
航
空
会
社

が
任
意
で
参
加
す
る
仕
組
み
だ
。
７
月
に
は

エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
と
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ
ン
ダ
航
空

が
同
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｌ
は
、
各
フ
ラ
イ
ト
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
算
定
し
て
、
ラ
ベ
ル
で
表
示
す
る

仕
組
み
。
算
定
に
は
燃
料
消
費
量
、
座
席
配

置
、
貨
物
搭
載
量
、
持
続
可
能
な
航
空
燃
料

（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）の
実
績
値
が
考
慮
さ
れ
る
。
７
段

階
の
ラ
ベ
ル
は
予
約
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認
で

き
る
。

制
度
導
入
の
背
景
に
は
、
航
空
業
界
に
お

け
る
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
へ
の
懸
念
が
あ

る
。
従
来
、
航
空
会
社
や
旅
行
代
理
店
は
各
々

独
自
の
算
定
方
法
で
環
境
配
慮
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
が
、
基
準
が
異
な
る
た
め
公
平
な

比
較
検
討
が
困
難
だ
っ
た 

。
Ｆ
Ｅ
Ｌ
で
は
、

Ｅ
Ｕ
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
排
出
量
算
定

枠
組
み
に
基
づ
き
制
度
を
設
計
し
た
。

な
お
こ
の
枠
組
み
で
は
鉄
道
・
バ
ス
・
船

舶
と
の
比
較
も
原
理
的
に
は
可
能
な
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

83

2025年11月の米NY市長選
で当選したゾーラン・マムダ
ニ氏。民主社会主義者を自称
し、富の再分配を公約します。

6art 高橋さとみの切り絵ワールド
バトン

サステナブルセレクション2025
アシックスなど、三つ星に6件輝く

sustainable
selection

38

今号、「フェアトレードシフト」は休載とな
ります。「CSRトピックス」はオンラインへ
移行いたしました。
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国
際
社
会
の
中
に
は
、
公
的
Ｉ
Ｄ（
身
分

証
）を
持
て
な
い
た
め
社
会
か
ら
見
え
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
る
人
「々
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル

ビ
リ
オ
ン（
見
え
な
い
10
億
人
）」が
い
る
。
彼

ら
は
銀
行
口
座
の
開
設
、
教
育
・
医
療
な
ど

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
就
労
な
ど
が
難
し
い
。

こ
の
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）で
も「
す
べ
て
の
人
が
、
法
的
な
身

分
証
明
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
」と
の
目
標

（
16
・
9
）を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

世
界
銀
行
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
Ｉ
Ｄ
４
Ｄ

（
開
発
の
た
め
の
身
分
証
明
） 

に
よ
る
と
、
公
的

Ｉ
Ｄ
を
持
た
な
い
人
は
世
界
で
約
8.5
億
人
に
の

ぼ
る
。
低
所
得
国（
ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
以
南
・

南
ア
ジ
ア
）に
多
く
、
社
会
的
弱
者（
子
ど
も
・

女
性
・
低
所
得
者
・
難
民
な
ど
）に
も
多
い
。

背
景
に
は
出
生
未
登
録
や
、
手
続
き
の
煩

雑
さ（
距
離
や
費
用
）と
い
っ
た
問
題
が
横
た

わ
る
。
国
・
地
域
自
体
が
、
Ｉ
Ｄ
管
理
用
の
十

分
な
リ
ソ
ー
ス
を
持
た
な
い
場
合
も
あ
る
。

近
年
で
は
各
国
・
地
域
で
デ
ジ
タ
ル
Ｉ
Ｄ

の
整
備
が
進
み
、
同
様
の
制
度
の
当
該
地
域

へ
の
展
開
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
一
方

で
Ｉ
Ｄ
を
悪
用
し
た
監
視
・
差
別
な
ど
へ
の

懸
念
も
強
く
残
る
。
包
摂
と
権
利
保
護
を
同

時
に
満
た
す
制
度
設
計
が
課
題
だ
。

alternative eyes　森 摂

振り子は左右に振れ続ける
［米国］米アグリテック、旱

か ん ば つ

魃と洪水に対応
［パレスチナ］社会起業家育て、ガザ復興導く
［台湾]シジミの貝殻が衣類・食器洗剤に

第１特集　サステナメガトレンド2026

ESG攻防
「揺り戻しの揺り戻し」へ

❶ガバナンス改革、支配より監督力を
松田 千恵子・東京都立大学大学院経営学研究科教授

❷ＧＨＧ排出量取引 5つのポイント
❸企業の人権リスク、説明責任問われる
佐藤暁子・オルタナ客員編集委員／弁護士

❹水リスク対応を成長戦略の中核に
❺AIガバナンス／❻インパクト測定
第2特集／野心欠くＣＯＰ30、韓国は脱石炭も
第3特集／再エネが石炭抜く 歴史的転換点に
第4特集／欧州で進む「Gウォッシュ」排除
第5特集／パリ進出の中国ブランドに物議
第6特集／牛乳の賞味期限は延ばせる

とは…

私たちは、地球環境や資源・エネルギーから、社会と企業のあり方、食と暮らしのあり方まで、
人と地球環境に配慮したオルタナティブな選択肢を発信し続けています。
al･ter･na･tive［ɔ:ltə’:rnətiv］─■形 慣習（伝統）的方法をとらない、代わりとなる、新しい　─■名 選択肢、代案
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目
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中
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代
表
的
な
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載
に「
現
代
用
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の

基
礎
知
識
」の
流
行
観
測
欄（
２
０
１
０
年
版
〜
）な
ど
。

イ
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ビ
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年
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航
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視
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す
る
フ

ラ
イ
ト
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
ベ
ル（
Ｆ
Ｅ
Ｌ
）

制
度
を
導
入
し
た
。
現
状
で
は
各
航
空
会
社

が
任
意
で
参
加
す
る
仕
組
み
だ
。
７
月
に
は

エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
と
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ
ン
ダ
航
空

が
同
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｌ
は
、
各
フ
ラ
イ
ト
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
算
定
し
て
、
ラ
ベ
ル
で
表
示
す
る

仕
組
み
。
算
定
に
は
燃
料
消
費
量
、
座
席
配

置
、
貨
物
搭
載
量
、
持
続
可
能
な
航
空
燃
料

（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）の
実
績
値
が
考
慮
さ
れ
る
。
７
段

階
の
ラ
ベ
ル
は
予
約
サ
イ
ト
な
ど
で
確
認
で

き
る
。

制
度
導
入
の
背
景
に
は
、
航
空
業
界
に
お

け
る
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
へ
の
懸
念
が
あ

る
。
従
来
、
航
空
会
社
や
旅
行
代
理
店
は
各
々

独
自
の
算
定
方
法
で
環
境
配
慮
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
が
、
基
準
が
異
な
る
た
め
公
平
な

比
較
検
討
が
困
難
だ
っ
た 

。
Ｆ
Ｅ
Ｌ
で
は
、

Ｅ
Ｕ
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
排
出
量
算
定

枠
組
み
に
基
づ
き
制
度
を
設
計
し
た
。

な
お
こ
の
枠
組
み
で
は
鉄
道
・
バ
ス
・
船

舶
と
の
比
較
も
原
理
的
に
は
可
能
な
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

social business
around the world

快適なトイレで健康にも貢献する
田村 信也・TOTO代表取締役 社長執行役員
自然との距離を縮めるのが使命 
渡辺 貴生・ゴールドウイン代表取締役社長 CEO
反ＥＳＧは一時的、サステナ回帰へ
藤川 宏・キリンホールディングス常務執行役員

「関係・つながり」で地域活性化したい
越智健一郎・日本航空常務執行役員・ソリューション営業本部長
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高橋さとみの切り絵ワールド たかはし・さとみ：高橋三十三　大阪府出身、仙台市在住。銅版画、切り絵、
ジャグリング、アコーディオンを教え「歩くカルチャーセンター」と呼ばれる。

バトン
楽しいことは 伝えていこな〜
嬉しいことは 繋げていくよ〜

56
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世界のソーシャル・ビジネス
　

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
都
市
内
で
完
結
す
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
目
指
す
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
、

ビ
ル
の
屋
上
や
都
市
部
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
屋
内
で
野

菜
を
育
て
る
。
こ
れ
ま
で
の
農
法
と
比
べ
て
水
や
土
地
の
使
用
量
を

９
割
減
ら
し
た
。�
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
古
市
裕
子
）

米
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

旱か

ん

ば

つ魃
と
洪
水
に
対
応

［米国］

都市部で生産することで、長距離輸
送が不要になり、GHG排出量を大幅
に減らした

ゴッサム・グリーンズの経営陣。ニューヨーク市
場では「新鮮」「ローカルズ」は強いブランド力を
持つ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
屋
内
で

農
作
物
を
育
て
る「
都
市
型
農
業
」

へ
の
期
待
が
高
ま
る
。
背
景
に
は
、

気
候
変
動
に
よ
る
干
ば
つ
や
洪
水

だ
け
で
な
く
、
長
距
離
輸
送
コ
ス

ト
の
高
騰
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
不
安
定
化
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
が
山
積
す
る

中
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
都
市

内
で
い
か
に
持
続
可
能
な
形
で
食

料
を
作
り
続
け
ら
れ
る
か
が
論
点

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題
の
解

決
を
目
指
す
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
が

２
０
０
９
年
に
創
業
し
た
、
ゴ
ッ

サ
ム
・
グ
リ
ー
ン
ズ
だ
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
本
社
を
置

く
同
社
は
、
ビ
ル
の
屋
上
や
都
市

部
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
、

レ
タ
ス
や
ハ
ー
ブ
を
ハ
イ
ド
ロ
ポ

ニ
ッ
ク（
養
液
栽
培
）方
式
で
育
て

る
。
屋
内
で
制
御
し
た
環
境
下
で

栽
培
す
る
た
め
、
従
来
の
農
法
と

比
べ
て
水
の
使
用
量
を
90
％
削
減

し
、
土
地
の
使
用
も
97
％
削
減
で

き
る
と
い
う
。

　

気
候
変
動
へ
の
対
応
が
待
っ
た

な
し
の
状
況
に
お
い
て
、
環
境
負

荷
を
最
小
化
し
た
フ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
す
。

　

同
社
の
最
大
の
価
値
は
、「
都
市

に
生
産
地
を
取
り
戻
す
」点
に
あ

る
。
都
市
近
郊
で
の
栽
培
に
よ
っ

て
、
長
距
離
輸
送
が
不
要
に
な
り
、

フ
ー
ド
マ
イ
ル
と
輸
送
時
の
温
室

効
果
ガ
ス（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）排
出
量
を
大

幅
に
減
ら
し
た
。

　

農
薬
の
使
用
量
も
最
小
限
で
済

ま
し
、
気
候
変
動
に
よ
る
天
候
不

順
の
影
響
を
受
け
に
く
い
。
そ
の

た
め
、
安
定
し
た
野
菜
供
給
が
可

能
に
な
る
と
い
う
の
だ
。

「
近
距
離
消
費
」を
掲
げ
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
人
口

密
集
地
で
は
、
農
地
確
保
が
難
し

い
。
一
方
で
、
野
菜
需
要
は
高
ま

り
続
け
る
。
屋
上
や
倉
庫
、
駐
車

場
の
跡
地
な
ど
を
活
用
す
る
同
社

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
都
市
環

境
の
中
に
、
食
料
供
給
に
関
す
る

新
し
い
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

同
社
は
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
大
手
小
売
に
も
商
品

を
供
給
す
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

と
し
て
、「
ロ
ー
カ
ル
生
産
・
近
距

離
消
費
」を
掲
げ
る
。
都
市
で
暮

ら
す
消
費
者
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
示
し
た

こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
高
い

支
持
を
得
た
。

　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
見
学
ツ

ア
ー
も
実
施
し
て
お
り
、
都
市
住

民
が「
食
と
環
境
」を
学
ぶ
場
と
し

て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

気
候
変
動
で
栽
培
条
件
が
厳
し

く
な
る
中
で
も
、
同
社
は
、「
よ
り

少
な
い
資
源
で
、
よ
り
多
く
の
量

を
育
て
る
」こ
と
に
挑
戦
中
だ
。

　

最
新
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
で
は
、

高
度
な
自
動
化
、
冷
却
・
除
湿
ス

テ
ム
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
駆

使
し
、
完
全
に
制
御
し
た
環
境
下

で
野
菜
を
育
て
る
。
気
温
が
高
く
、

湿
気
の
多
い
地
域
で
も
安
定
生
産

を
可
能
に
し
て
い
る
。
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ガ
ザ
の
死
者
数
が
７
万
人
を
超

え
た
。
多
く
の
人
が
住
む
家
を
失

い
、
仮
設
シ
ェ
ル
タ
ー
や
テ
ン
ト

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
冬
の
寒
さ
も
加
わ
り
、
避
難

民
の
生
活
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
。

　

食
料
、
医
療
、
衛
生
物
資
の
不

足
も
深
刻
だ
。
医
療
施
設
の
多
く

は
破
壊
さ
れ
、
医
療
体
制
は
崩
壊

し
て
い
る
。
５
歳
未
満
の
子
ど
も

が
、
数
万
人
規
模
で
急
性
栄
養
失

調
に
陥
っ
て
い
る
。

　

ガ
ザ
を
含
む
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、

過
去
最
悪
の
経
済
崩
壊
に
直
面
し

て
い
る
。
国
連
貿
易
開
発
会
議

は
「
22
年
分
の
発
展
が
帳
消
し
に

な
っ
た
」と
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

　

一
方
で
、
地
道
な
再
建
に
向
け

た
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。
そ

の
代
表
例
が
、
非
営
利
団
体
ビ
ル

ド
・
パ
レ
ス
チ
ナ
だ
。
２
０
１
６

年
の
設
立
以
来
、
中
間
支
援
組
織

と
し
て
、
社
会
起
業
家
を
支
援
。

資
金
面
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
も
行
っ

て
い
る
。

　

共
同
創
業
者
の
ラ
マ
・
ア
ム

ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
南

部
の
町
ド
ゥ
ラ
で
育
ち
、
大
学
で

は
経
営
学
を
学
ん
だ
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

て
、
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

援
し
て
き
た
。

紛
争
下
で
も
学
び
続
け
る

　

例
え
ば
、
ガ
ザ
で
は
、
紛
争
中

で
も
子
ど
も
た
ち
が
学
び
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
遠
隔
授
業
や
学
習
支

援
を
提
供
す
る
拠
点
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
電
力
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
不
安
定
な
状
況
で

も
学
習
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
で
は
、
女
性

主
導
の
職
人
協
同
組
合
が
、
伝
統

工
芸
や
手
仕
事
を
通
じ
て
女
性
た

ち
が
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
る
。
販
売
や
経
営
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
自
立
を

目
指
す
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

N
G
O
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ス
マ

イ
ル
は
、
ガ
ザ
の
劇
場
芸
術
家
が

子
ど
も
た
ち
に
表
現
の
場
を
提
供

し
て
い
る
。
避
難
生
活
の
困
難
の

中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
ド
ラ
マ

や
演
劇
を
通
じ
て
自
己
表
現
し
、

ト
ラ
ウ
マ
を
癒
し
、
喜
び
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
戦
時
下
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
自
己
表

現
が
回
復
力
の
象
徴
と
な
る
こ
と

を
示
す
重
要
な
取
り
組
み
だ
。

　

ビ
ル
ド
・
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
活

動
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
て
事

業
強
化
を
進
め
て
い
る
。

　

同
団
体
は
「
国
際
的
な
資
金
援

助
は
減
少
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に

今
こ
そ
立
ち
上
が
る
時
だ
。
パ
レ

ス
チ
ナ
各
地
で
は
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
す
で
に
変
化
を
生

み
、
よ
り
良
い
明
日
の
基
盤
を
築

い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
」と
訴
え
る
。

　

現
在
は
１
２
０
万
ド
ル
（
約

２
億
円
）
の
資
金
調
達
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
組
織
体
制
の

強
化
と
支
援
先
企
業
数
の
３
倍
増

を
目
標
に
掲
げ
る
。
28
年
ま
で
に

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
現
在
の
25
社

か
ら
65
社
に
拡
大
し
、
政
治
・
経

済
の
不
安
定
さ
に
負
け
な
い
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
な
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

　

２
０
２
５
年
10
月
に
停
戦
が
発
効
し
た
も
の
の
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

区
ガ
ザ
地
区
の
犠
牲
者
は
後
を
絶
た
な
い
。
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区

で
も
緊
張
状
態
は
続
く
。
そ
う
し
た
な
か
、
中
間
支
援
組
織
ビ
ル
ド
・

パ
レ
ス
チ
ナ
（
本
部
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ラ
マ
ッ
ラ
ー
）
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

発
の
社
会
起
業
家
を
育
て
よ
う
と
、
支
援
を
続
け
て
い
る
。

�
（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
吉
田
広
子
）

世界のソーシャル・ビジネス

社
会
起
業
家
の
力
で

ガ
ザ
の
復
興
導
く

［パレスチナ］

パレスチナの子どもたち（ビルド・
パレスチナのサイトから）
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世界のソーシャル・ビジネス

　

台
湾
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る

「picupi

挑
品（
ピ
ク
ピ
）」は
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
の
仲
潔

生
物
科
技
と
連
携
し
、
シ
ジ
ミ
な

ど
の
貝
殻
を
高
温
で
焼
成
し
た
抗

菌
・
消
臭
パ
ウ
ダ
ー
を
開
発
し
た
。

　

牡
蠣
や
ア
サ
リ
、
シ
ジ
ミ
な
ど

の
貝
殻
は
、
漁
業
や
養
殖
場
で
発

生
す
る
一
次
的
な
漁
業
廃
棄
物
だ
。

貝
殻
を
有
効
的
に
再
利
用
す
る
方

法
は
ま
だ
多
く
な
く
、
長
期
に
わ

た
っ
て
放
置
・
堆
積
さ
せ
る
と
土

壌
汚
染
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
も

あ
る
。

　

台
湾
東
部
・
花
蓮（
ホ
ワ
リ
エ

ン
）
の
立
川
漁
場
で
は
、
日
本
で

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
黄
金
色
に

輝
く「
黄
金
シ
ジ
ミ
」を
食
用
や
エ

キ
ス
抽
出
用
に
養
殖
す
る
。
し
か

し
そ
こ
で
発
生
す
る
貝
殻
の
廃
棄

量
は
、
自
然
の
風
化
だ
け
で
は
処

理
し
き
れ
な
い
水
準
に
達
す
る
。

　

そ
こ
で
ピ
ク
ピ
は
仲
潔
生
物
科

技
、
台
湾
海
洋
大
学
と
の
産
学
連

携
で
、
廃
棄
さ
れ
る
黄
金
シ
ジ
ミ

の
殻
を
有
用
な
原
料
へ
と
転
換
す

る
技
術
開
発
を
進
め
た
。
そ
う
し

て
開
発
し
た
の
が
、
貝
殻
か
ら
作

ら
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
洗
剤
だ
。

　

漂
白
剤
や
防
腐
剤
は
含
ま
ず
、

界
面
活
性
剤
を
含
む
全
て
の
成
分

を
植
物
由
来
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、

除
菌
率
99
％
と
、
洗
剤
と
し
て
の

性
能
も
損
な
わ
な
い
。
使
用
後
の

廃
水
も
、
水
中
の
微
生
物
や
土
壌

微
生
物
に
よ
り
分
解
さ
れ
る
。

台
湾
発
循
環
を
世
界
へ

　

ピ
ク
ピ
の
創
業
者
・
張
倞

菱
氏
は
、
一
人
娘
が
発
し
た「
前

の
世
代
の
過
ち
の
責
任
を
、
な
ぜ

次
世
代
が
背
負
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
」と
い
う
言
葉
で
行
動

を
起
こ
し
た
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
も
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の

編
集
長
で
も
あ
っ
た
キ
ャ
リ
ア
か

ら
一
転
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
変

革
を
起
こ
す
こ
と
を
目
指
し
て
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド「picupi

」を
創
業
し
た
。

　

在
庫
ゼ
ロ
・
廃
棄
物
ゼ
ロ
の
受

注
生
産
方
式
の
下
着
な
ど
を
開

発
・
販
売
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

一
歩
と
し
て
進
め
た
の
が
、
環
境

に
永
続
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

こ
と
の
な
い
洗
剤
の
開
発
だ
っ
た
。

　

製
品
は「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り

か
ご
へ
」の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
を
前
提
に
、
原
料
調
達
・

製
造
・
包
装
・
輸
送
・
消
費
者
使

用
・
廃
棄
ま
で
の
全
工
程
で
、
ゼ

ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
徹
底
す
る
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
輸
送
時
の
積
載

効
率
と
緩
衝
材
の
削
減
か
ら
ス
ク

エ
ア
型
と
し
、
容
器
は
再
利
用
時

の
素
材
純
度
を
高
め
る
た
め
、
印

刷
を
行
わ
ず
プ
ラ
製
フ
ィ
ル
ム
や

プ
ラ
製
シ
ー
ル
は
使
わ
な
い
。

　

オ
ル
タ
ナ
の
取
材
に
対
し
、
張

氏
は「
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
環

境
へ
の
負
荷
を『
減
ら
す
』こ
と
で

は
な
く
、
最
初
か
ら
廃
棄
物
を
生

ま
な
い
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

衣
類
も
洗
剤
も
、
使
い
終
わ
っ
た

後
に
次
の
価
値
へ
と
つ
な
が
る
設

計
な
ら
、
日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も

の
が
循
環
に
な
る
」と
語
る
。

　

そ
し
て「
台
湾
で
生
ま
れ
た
こ

の
小
さ
な
循
環
を
、
ア
ジ
ア
、
そ

し
て
世
界
へ
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
う
」と
意
気
込
ん
だ
。

　

台
湾
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
が
、
衣
類
・
食

器
用
洗
剤
を
生
み
出
し
た
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
と
連
携
し
、

台
湾
東
部
の
漁
場
で
採
れ
た
食
用
シ
ジ
ミ
の
貝
殻
を
再
利
用
し
て
抗

菌
・
消
臭
パ
ウ
ダ
ー
を
開
発
し
た
。
包
装
の
素
材
や
形
に
も
、
徹
底

し
た
ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
（
廃
棄
物
ゼ
ロ
）
の
設
計
に
こ
だ
わ
る
。

�

（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
北
村
佳
代
子
）

シ
ジ
ミ
の
貝
殻
が

衣
類
・
食
器
洗
剤
に

［台湾］

抗菌・消臭パウダー「EcoCal   貝殻カルシウム」。
国際有機認証機関ECOCERT（エコサート）から

「100％天然」認証を取得
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ESG攻防
「揺り戻しの
 揺り戻し」へ

ト
ラ
ン
プ
政
権
は 

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

　

２
０
２
５
年
11
月
18
日
、ア
ル
・

ゴ
ア
元
米
国
副
大
統
領
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

30
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

30
回
締
約
国
会
議
）
開
催
中
の
ブ

ラ
ジ
ル
・
ベ
レ
ン
に
姿
を
現
し
、

「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ピ
ー
ク
は
過

ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
発
言
し

た
。

　

ア
ル
・
ゴ
ア
氏
は
、
２
０
０
６

年
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
不

都
合
な
真
実
」
を
通
じ
て
地
球
温

暖
化
の
問
題
を
広
く
世
界
に
知
ら

し
め
、
翌
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

ゴ
ア
氏
は
、
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を

裏
付
け
る
出
来
事
が
11
月
ご
ろ
か

ら
目
に
見
え
始
め
た
と
語
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選
挙
で

は
、
弱
冠
34
歳
の
イ
ン
ド
系
ア
メ

リ
カ
人
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
民
主

党
候
補
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏

（
今
号
の
表
紙
に
掲
載
）
が
大
勝

し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

の
選
挙
で
も
民
主
党
が
勝
利
し

た
。

　

矢
継
ぎ
早
に
発
動
し
て
き
た

「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
に
つ
い
て
も
、

米
最
高
裁
が
そ
の
合
法
性
に
疑
問

を
呈
し
始
め
た
。
最
高
裁
判
事
９

人
の
う
ち
6
人
を
、
政
権
に
は
有

利
な
保
守
派
が
構
成
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
再
エ
ネ
へ

の
攻
撃
は
、
電
気
料
金
の
上
昇

（
9
月
ま
で
に
11
%
増
、
米
政
府

調
べ
）
と
し
て
表
れ
た
。
米
国
民

は
そ
れ
を
認
識
し
て
お
り
、
ゴ
ア

氏
は
「
ク
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
未
来
だ
。
ト
ラ
ン
プ
は
米
国
の

両
足
を
撃
ち
、
21
世
紀
の
主
要
な

経
済
分
野
で
の
米
国
の
競
争
力
を

損
ね
て
い
る
」
と
非
難
し
た
。

米
国
発
の
強
い 

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

　

25
年
は
、
世
界
が
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
に
振
り
回
さ
れ
続
け
た
１
年

だ
っ
た
。
１
月
20
日
の
政
権
発
足

か
ら
11
月
末
ま
で
に
署
名
し
た

「
大
統
領
令
」
の
数
は
２
１
７
件

に
上
る
。
バ
イ
デ
ン
前
政
権
で
は

24
年
通
年
で
19
件
、
第
１
次
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
17
年
で
も
77
件
だ
か

ら
、
桁
違
い
の
多
さ
が
際
立
つ
。

　

パ
リ
協
定
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
か
ら
の
脱
退
、
性
別
は

「
男
性
と
女
性
の
み
」
と
し
た
多

様
性
政
策
の
撤
廃
、
移
民
に
対
す

る
規
制
の
強
化
、
そ
し
て
「
ト
ラ

ン
プ
関
税
」
は
、
日
本
を
始
め
多

く
の
国
・
企
業
が
戦
々
恐
々
と
構

え
、
翻
弄
さ
れ
た
。

　

25
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
採
択
か
ら
10

年
、
パ
リ
協
定
の
採
択
か
ら
10
年

の
節
目
だ
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
、
世
界
の
気
候
科
学
を
支

え
る
米
海
洋
大
気
庁（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
）

気
象
・
気
候
研
究
所
や
、
対
外
援

助
事
業
を
担
っ
て
き
た
米
国
際
開

発
局
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
を
閉
鎖
し
、

国
連
演
説
で
「
地
球
温
暖
化
は
う

そ
」
だ
と
嘯う

そ
ぶい
た
。

　

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
へ
の
対
応
を
め

ぐ
っ
て
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
は

じ
め
と
す
る
学
術
機
関
と
対
立

し
、
意
に
沿
わ
な
い
報
道
を
し
た

メ
デ
ィ
ア
に
は
容
赦
な
く
矛
先
を

向
け
、
大
統
領
の
意
向
に
反
対
す

る
人
物
に
は
圧
力
を
か
け
て
追
放

し
た
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
2
0
2
5
年
、

米
国
で
の
第
2
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発
足
に
よ
っ
て
、

強
烈
な
揺
り
戻
し
に
遭
っ
た
。
大
き
な
反
動
を
受
け

て
縮
こ
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
体
経
済
を
動

か
す
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
で
は
、
粛
々
と
前
へ
と
推

し
進
め
て
い
る
。
２
０
２
６
年
は
揺
り
戻
し
の
揺
り

戻
し
が
起
き
る
の
か
。

（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
北
村
佳
代
子
、
吉
田
広
子
、
池
田
真
隆
、

オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
・
長
濱
慎
、
オ
ル
タ
ナ
編
集
部
・
萩
原
哲
郎
）
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ESG攻防「揺り戻しの揺り戻し」へ

2026年のサステナ重要キーワード
気候変動が進むなかで、ゲリラ豪雨や最大風速が毎秒 67ｍ以
上のスーパー台風、熱波などの極端気象が世界各地で頻発す
る。COP30 では災害・異常気象・生態系変化などへの備え・
回復力強化などの「適応」の分野における進捗を図る「ベレン適
応指標」を決定した。都市計画や自治体・企業の戦略でも、適応
やレジリエンスの重要度が高まるきっかけとなりそうだ。

極端気象

パリ協定では、世界の平均気温の上昇幅を、産業革命前と比べ
て1.5℃以内に抑えることを目指す。気候オーバーシュートとは、
一時的に 1.5℃を超えるものの、長期的には 1.5℃以内に抑え
る対策シナリオのこと。この想定では CCS（二酸化炭素回収・
貯留）など革新的技術を用いて気温を下げる必要がある。しか
し、一度気温が上がると海面上昇や生態系破壊が進行し、地球
環境が元に戻らないリスクも指摘される。

気候オーバーシュート

SSBJ
（サステナビリティ基準委員会）

環境負荷の低い行動や製品に対して報酬（ボーナス）を与え、負荷の高い行動には負担（マルス＝罰）を課す
環境政策。実践例として、炭素税や排出量取引制度をはじめ、EV推進策としても注目されている。フランスは
2008 年に同制度を導入し、自動車のCO₂排出量に応じて補助金や課税を行う。企業や消費者の行動変容
を促し、持続可能な選択を後押しする制度として、欧州を中心に議論や導入が広がる。

ボーナス・マルス制度

TISFD（不平等・社会関連財務情報開示タスクフォース）は2024 年に発足した国際的なイニシアティブ。
環境（E）の開示を促すTCFDやTNFDに続き、企業に社会（S）の透明性向上を要請するものだ。「人」に焦
点を当て、「所得・資産」「健康状態」「労働環境の衛生課題」「スキル」などの視点で企業に情報開示を求め
る。自社の社員だけでなく、取引先や地域コミュニティなど幅広いステークホルダーを含める点が特徴だ。

TISFD

EU が進める包装材の削減とリサイクル強化に関する新規則。2030 年までにすべての包装をリサイクルで
きる設計にするよう義務付ける。食品包装材については、一定基準値以上のPFAS（有機フッ素化合物）な
ど、有害物質の使用を厳しく制限する。企業は設計段階からサーキュラーエコノミーを前提としたパッケー
ジ戦略へ移行する必要があり、欧州市場で事業を行う企業に大きな影響を与えている。

PPWR
（EU包装・包装廃棄物規則）

事業成長と環境の保護・回復を両立する考え方。2025 年１月に CDP がリブランドした際に提唱した。
CDPのシェリー・マデーラCEOは「アースポジティブであることは、企業リーダーシップにとっての進化だ」
と指摘し、透明性のある環境データの開示が「最初のステップだ」と指摘する。こうした取り組みが「資本への
アクセスの拡大」や「ビジネス効率の向上」などをもたらすとする。

アースポジティブ

「社内水価格」と訳され、水使用量を社内独自の価格で設定すること。削減量を金額換算し投資効果額とし
て、投資判断基準に組み込む。CDP の質問リストでは 2018 年に新設された。日本企業ではエーザイなど
が取り組む。しかしCDPによれば 2024 年調査で、導入していると回答した企業は全体の５％にとどまった
という。

インターナルウォーター
プライシング

国際自然保護連合が世界自然保護会議で、高い信頼性で自然回復を加速する新しい枠組みとして発表し
た。計算式やデータ構造、入力形式が標準化されているため世界共通の「ネイチャーポジティブの物差し」を
提供する。さらに種の絶滅リスクを定量的に評価する「STARメトリクス」や実測データを組み合わせること
で、モデルの現実適合性を高めている。

RHINO

社会的インパクトを整理するための枠組み。インプット（Ｉ）、アウトプット（Ｏ）、アウトカム（Ｏ）、インパクト
（Ｉ）までの連鎖を可視化することで、目標設定に役立てられる。ＷＷＦジャパンとＧＣＮＪ（グローバル・コン
パクト・ネットワーク・ジャパン）が２０２５年 10月に発表した「サーキュラーエコノミー戦略ガイド」にお
いて、目標設定の手法として紹介している。

ＩＯＯＩモデル

EUが定めた、企業に対してサステナビリティ情報の開示を義務付ける指令。対象企業は、開示項目を定めた「欧州持
続可能性報告基準（ESRS)」に基づいて報告し、報告内容については第三者機関による保証を受ける必要がある。EU
タクソノミーに基づく報告と、サステナブルファイナンス開示規則（SFDR）によって投資報告を実施する投資家の投資
対象としての企業にも同様の報告規制を課すことで、欧州グリーンディールが効果的に進められることを目指す。

CSRD
（企業持続可能性報告指令）

SSBJ は、日本企業が財務情報とともに開示するサステナビリティ情報基準を開発・整備するために金融庁の
主導で設立された委員会。サステナビリティ情報開示を義務化する国際的な動きに対応し、SSBJは 2025 年
3月、ISSB基準との整合性も考慮に入れた日本独自の開示基準（SSBJ基準）を策定した。第1段階として、
2027年3月期に時価総額3兆円以上のプライム上場企業から適用し、順次、義務化対象企業を拡大していく。
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言
論
弾
圧
・
専
制
国
家
と
も
見

紛
う
強
引
な
や
り
口
を
前
に
、
米

国
企
業
は
萎
縮
し
、
E
S
G
や

Ｄ
Ｅ
Ｉ
の
用
語
を
使
わ
な
い
企
業

も
出
て
き
た
。
以
前
か
ら
の
反
Ｅ

Ｓ
Ｇ
の
動
き
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
力
に
な
っ

た
。

　

こ
の
反
動
の
波
は
米
国
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
欧
州
も
Ｃ
Ｓ
Ｒ

Ｄ
（
企
業
持
続
可
能
性
報
告
指

令
）、
Ｃ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
（
企
業
持
続

可
能
性
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
指

令
）、Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
（
炭

素
国
境
調
整
メ
カ
ニ

ズ
ム
）
な
ど
の
簡
素

化
を
図
る
オ
ム
ニ
バ

ス
法
案
を
打
ち
出
し

た
。

　

金
融
業
界
で
の
脱

炭
素
の
枠
組
み
は
、

「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
保

険
連
盟
（
Ｎ
Ｚ
Ｉ

Ａ
）」
が
ま
ず
24
年

に
解
散
し
た
。

　

25
年
１
月
に
は

「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
ズ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
Ｎ

Ｚ
Ａ
Ｍ
）」
が
、
同
年
10
月
に
は

「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
バ
ン
キ
ン
グ
・

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
Ｎ
Ｚ
Ｂ
Ａ
）」

が
活
動
を
停
止
し
た
。

脱
炭
素
の
動
き 

実
体
経
済
で
進
む

　

し
か
し
、
表
向
き
の
反
Ｅ
Ｓ
Ｇ

の
陰
で
、
実
体
経
済
を
動
か
す
企

業
の
動
き
は
異
な
る
。

　

気
候
変
動
に
関
す
る
報
告
を
行

う
企
業
の
数
は
、
こ
の
10
年
で
劇

的
に
増
加
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
に
よ
る

と
、
14
年
の
４
９
６
８
社
が
、
19

年
に
は
８
３
６
１
社
、
24
年
に
は

２
万
２
４
０
０
社
以
上
に
達
し

た
。

　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
環
境

目
標
を
設
定
し
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
i （
サ

イ
エ
ン
ス・ベ
ー
ス
ド・タ
ー
ゲ
ッ
ト・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）
認
定
を
取
得
し

た
企
業
数
も
、
23
年
以
降
、
３
倍

以
上
に
増
え
、
25
年
6
月
末
時
点

で
約
1
万
１
千
社
と
な
っ
た
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｔ
i 

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら

企
業
の
合
計
収
益
は
世
界
全
体
の

25
％
を
占
め
、
時
価
総
額
は
同

40
％
以
上
に
な
る
と
い
う
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｔ
i 
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ケ

ネ
デ
ィ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、「
野
心
的
な

気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
地
球
環
境

に
良
い
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
競

争
力
や
投
資
家
か
ら
の
信
頼
を
高

め
、
結
果
的
に
長
期
的
成
長
に
つ

な
が
る
」
と
話
す
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｔ
i
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

企
業
の
73
％
が
「
環
境
目
標
の

設
定
は
企
業
戦
略
全
体
に
プ
ラ

ス
」
と
答
え
た
ほ
か
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
や
顧
客
か
ら
の
要
件
と

の
整
合
性
（
74
％
）、
規
制
変
更

へ
の
耐
性
（
71
％
）、
業
界
で
の

競
争
力
（
67
％
）
の
点
で
も
好
影

響
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
76
％
の
企
業
が
「
投
資
家

か
ら
信
頼
を
得
た
」
と
資
金
調
達

面
で
の
効
果
を
認
識
し
た
。

　

資
産
運
用
会
社
の
投
資
手
法
を

見
て
も
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
組

み
込
む
企
業
を
評
価
す
る
際
に
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
・
気
候

デ
ー
タ
は
、
世
界
の
資
産
運
用
会

社
ト
ッ
プ
50
の
う
ち
の
48
社
に
組

み
込
ま
れ
、Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
・

気
候
デ
ー
タ
の
売
上
高
も
24
年
か

ら
25
年
に
拡
大
基
調
だ
。
売
上
高

の
約
3
分
の
1
は
米
国
市
場
が
占

め
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
手
法
の
世

界
的
な
普
及
動
向
を
追
跡
し
て
き

た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

投
資
ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）

は
、「
こ
の
2
年
で
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
投
資
手
法
の
採
用
が
世
界
で
約

50
％
拡
大
し
、
投
資
プ
ロ
セ
ス
で

の
環
境
・
社
会
面
の
考
慮
は
主
流

に
な
っ
て
い
る
」
と
の
見
方
を
示

す
。

　

背
景
に
あ
る
の
が
企
業
の
サ
ス

テ
ナ
開
示
を
義
務
化
す
る
流
れ

だ
。

　

国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準

審
議
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
基
準
は
、

豪
州
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
香
港
、
ケ
ニ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
37
の
管
轄

区
域
が
採
用
を
決
め
、
日
本
で
も

27
年
3
月
期
か
ら
順
次
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員
会
（
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｊ
）に
則
っ
た
開
示
が
始
ま
る
。

　

企
業
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ
開
示
の

広
が
り
や
、
資
産
運
用
会
社
が
Ｅ

Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
流
れ

は
、
26
年
以
降
も
容
易
に
は
逆
転

し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
取

り
組
み
は
、
企
業
の
長
期
リ
ス
ク

の
軽
減
に
直
結
す
る
か
ら
だ
。

サ
ス
テ
ナ
軽
視
は 

長
期
リ
ス
ク
に

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ

Ｆ
）
は
24
年
12
月
、
気
候
リ
ス

ク
へ
の
対
処
が
遅
れ
た
企
業
は

「
2
0
3
5
年
ま
で
に
年
間
収
益
の

最
大
7
％
が
消
失
す
る
と
い
う
、

COP30に向け25年8月のイベントに登壇したアル・ゴア氏　（右）
©Rafael Medelima/COP30
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深
刻
な
財
務
的
損
失
に
直
面
す
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
レ
ベ
ル
の
混
乱
が
1

年
お
き
に
発
生
し
た
場
合
と
同
様

の
イ
ン
パ
ク
ト
」
だ
と
い
う
。

　

人
権
リ
ス
ク
へ
の
対
処
も
、
単

な
る
倫
理
的
責
任
に
と
ど
ま
ら

ず
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク

や
訴
訟
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
有

効
な
手
段
と
な
る
。
ま
た
人
権
尊

重
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
従
業
員

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
向
上
し
、
企
業
の
競
争

力
を
高
め
る
要
素
に
な
る
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｉ
に
つ
い
て
も
、「
少
子

高
齢
化
、
労
働
力
不
足
、
Z
世
代

の
価
値
観
の
変
化
な
ど
を
考
え
れ

ば
、
中
長
期
的
な
企
業
成
長
に
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
は
マ
ス

ト
。
日
本
は
米
国
に
追
随
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
前
田
京

子
氏
は
言
い
切
る
。

　

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク

ト
の
25
年
の
調
査
で
は
、
世
界
の

経
営
者
の
88
％
が
、
経
済
的
不
確

実
性
や
地
政
学
的
課
題
を
前
に
し

な
が
ら
も
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
取
り
組
む
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス

（
根
拠
や
便
益
）
は
５
年
前
よ
り

強
ま
っ
た
」
と
答
え
、99
％
が
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を

維
持
・
強
化
す
る
計
画
」
だ
。

　

し
か
し
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
公
言
に
「
非
常
に
安
心
感

が
あ
る
」
と
の
回
答
は
半
数
に
と

ど
ま
っ
た
。
企
業
は
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
推
進
し
な
が
ら
も
、
そ

れ
を
公
言
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る

こ
と
が
窺
え
る
。

　

別
の
調
査
（
ゲ
ッ
テ
ィ
イ
メ
ー

ジ
ズ
社
、
25
年
6
月
）
で
は
、
世

界
の
消
費
者
の
86
％
が
「
企
業
は

環
境
と
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
経
営
資
源
を
使
う
べ
き
」
と

回
答
し
て
い
る
。
サ
ス
テ
ナ
経
営

の
推
進
は
、
長
期
リ
ス
ク
を
軽
減

し
な
が
ら
、
同
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
機

会
に
も
つ
な
が
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
け
ん
引 

人
権
と
と
も
に

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
25
年
に
大
き
な
揺
り
戻
し
に

遭
っ
た
が
、
26
年
以
降
は
そ
れ
を

大
き
く
押
し
返
し
て
い
く
だ
ろ

う
。
い
わ
ば
「
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
（
揺
り
戻
し

の
揺
り
戻
し
）」
だ
。

　

そ
の
片
鱗
は
す
で
に
地
殻
変
動

の
よ
う
に
、
政
府
で
も
な
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
起
き

始
め
て
い
る
。

　

象
徴
的
な
出
来
事
が
、
25
年
7

月
の
国
際
司
法
裁
判
所（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）

に
よ
る
、「
国
家
に
は
気
候
変
動

対
策
を
と
る
義
務
が
あ
る
」
と
の

勧
告
的
意
見
だ
。
法
的
拘
束
力
は

な
い
が
、
国
際
法
の
下
、
極
め
て

重
要
な
法
的
見
解
を
示
し
、
今
後

の
気
候
変
動
訴
訟
や
国
際
交
渉
等

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必
至

だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
勧
告
的
意
見
を
求
め

た
の
は
、
バ
ヌ
ア
ツ
な
ど
、
水
没

の
危
機
に
瀕
す
る
島
し
ょ
国
だ
。

海
面
上
昇
が
深
刻
化
す
る
中
、
豪

政
府
は
25
年
6
月
、
ツ
バ
ル
国
民

に
移
住
を
支
援
す
る
世
界
初
の

「
気
候
ビ
ザ
」
を
用
意
し
た
。
9

割
近
い
ツ
バ
ル
国
民
が
ビ
ザ
の
抽

選
に
登
録
し
た
も
の
の
、
豪
州
で

は
反
移
民
デ
モ
も
起
き
た
。

　

パ
リ
協
定
は
、
採
択
か
ら
10

年
が
経
ち
、「
世
界
経
済
が
実
質

28
％
近
く
成
長
す
る
中
で
、
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
を
３
％
強
の
増
加
に
と
ど

め
た
」（
英
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
）

と
一
定
の
成
果
は
見
ら
れ
る
。

　

気
候
変
動
を
後
退
さ
せ
る
米
国

を
尻
目
に
、
中
国
は
再
エ
ネ
や
Ｅ

Ｖ
の
輸
出
拡
大
を
進
め
、
そ
の
安

価
な
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
途
上
国
の
電
化
を
推
し
進
め
て

い
る
。

　

国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長

が
「
再
エ
ネ
革
命
が
進
行
中
」
と

言
う
よ
う
に
、
世
界
の
電
力
構
成

は
今
、
化
石
燃
料
時
代
の
終
焉
に

向
け
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
つ

つ
あ
る
（
P
30
―
31
参
照
）。

　

世
論
調
査
会
社
イ
プ
ソ
ス
が
25

年
４
月
、「
世
界
の
89
％
が
気
候

対
策
の
強
化
を
求
め
て
い
る
」
と

示
し
た
よ
う
に
、
気
候
変
動
は
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
「
意
識
高
い
系

（
ウ
ォ
ー
ク
）」
と
揶
揄
す
る
よ
う

な
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
サ
イ
レ
ン

ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
関
心
を
示
す

重
要
テ
ー
マ
だ
。

　

し
か
し
、
独
立
機
関
・
国
際
情

報
環
境
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）
が

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
気
候
変

動
を
め
ぐ
る
科
学
的
事
実
を
否

定
・
歪
曲
し
、「
偽
情
報
」
を
広

め
る
組
織
的
な
情
報
操
作
は
今
も

蔓
延
す
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
不
可
欠
な
重
要
鉱

物
の
採
掘
現
場
の
最
前
線
で
は
人

権
侵
害
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

人
権
に
関
し
て
は
、
国
連
の
独

立
調
査
委
員
会
は
25
年
９
月
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
で
の
行
為
を

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
と
認
定
し
た
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
加
え
て
「
エ
コ

サ
イ
ド
（
大
量
の
環
境
破
壊
行

為
）」
に
も
適
用
す
べ
き
と
の
声

も
上
が
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
強
烈
な
反
動
の
中
で
縮
み
な

が
ら
も
力
を
た
く
わ
え
た
。
26
年

以
降
は
25
年
に
縮
ん
だ
分
、
よ
り

力
強
く
揺
り
戻
し
、
前
進
し
て
い

く
だ
ろ
う
。
企
業
も
そ
の
規
模
や

業
種
を
問
わ
ず
、
環
境
や
人
権
へ

の
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
。

ESG攻防「揺り戻しの揺り戻し」へ
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Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
第
３
次
改
訂
が
始

ま
っ
た
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
の
実
質
化
が
論
点
の
一

つ
だ
が
、
ま
ず
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
と

は
何
か
、
そ
の
本
質
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、「
船
の
舵
を

取
る
」
と
い
う
意
味
だ
。
ガ
バ
メ

ン
ト
（
政
府
）
と
似
た
言
葉
だ
が
、

ガ
バ
メ
ン
ト
は
「
上
か
ら
下
へ
支

配
す
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

強
い
。
一
方
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
当

事
者
と
関
係
者
の
間
の
関
係
性
の

な
か
で
方
向
性
を
決
め
、
協
力
し

な
が
ら
物
事
を
収
め
て
い
く
と
い

う
概
念
だ
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
「
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
」
が
付
く
と
当
事
者
が
企
業
に

限
定
さ
れ
る
。
誤
解
さ
れ
や
す
い

の
は
「
企
業
の
内
部
で
企
業
を
統

❶ガバナンス改革
支配より監督力を
　金融庁は「コーポレートガバナンス・コード（ＣＧＣ）」
の第３次改訂に着手し、2026 年半ばの公表を目指す。コー
ポレートガバナンスの実効性がより問われ出す中、松田千
恵子・東京都立大学大学院経営学研究科教授は、「経営の方
向性を間違えないための仕組みづくり」を強調した。
� （聞き手＝オルタナ輪番編集長・池田真隆）

治
す
る
」
と
理
解
さ
れ
が
ち
な
点

だ
。
実
際
に
は
企
業
は
ガ
バ
ナ
ン

ス
さ
れ
る
側
に
あ
る
。

　

内
部
で
の
統
治
は「
内
部
統
制
」

と
呼
ぶ
べ
き
で
、
本
来
は
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
概
念

だ
が
、
日
本
で
は
言
葉
の
広
が
り

に
よ
っ
て
混
同
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
で
は
「
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
「
企
業

統
治
」と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

そ
の
た
め
、
支
配
・
統
治
と
い
う

印
象
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
と
は
、
内
部
の
統
制

力
や
支
配
力
を
高
め
る
こ
と
で
は

な
く
、
経
営
の
方
向
性
を
間
違
え

な
い
た
め
の
仕
組
み
を
強
化
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

そ
の
仕
組
み
を
つ
く
る
主
体
は

外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
、
と

り
わ
け
株
主
に
な
る
。

　

株
主
は
会
社
の
所
有
者
で
あ

り
、
経
営
は
プ
ロ
に
任
せ
る
。
例

え
る
と
、
株
主
は
船
主
で
あ
り
、

船
長
（
経
営
者
）
に
運
航
を
任
せ

る
が
、
船
長
が
ど
こ
を
目
指
し
て

運
航
し
て
い
る
か
は
気
に
な
る
。

株
主
総
会
は
年
に
一
回
程
度
し
か

な
い
。
日
常
的
に
監
視
す
る
役
割

と
し
て
、
同
じ
船
に
お
目
付
け
役

を
乗
せ
る
。こ
れ
が
取
締
役
会
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
文
脈
で
は
、
経
営

者
と
取
締
役
会
と
株
主
の
関
係
が

第
一
義
的
な
関
係
者
と
な
る
。

　

銀
行
や
従
業
員
、
取
引
先
、
地

域
社
会
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
も
利
害
関
係
者
で
は
あ
る

が
、
彼
ら
の
利
害
は
企
業
と
の
契

約
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

経
営
者
が
誰
か
は
二
次
的
な
関
心

事
項
に
な
る
。
所
有
と
契
約
、
こ

の
違
い
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る

株
主
と
そ
の
他
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
根
本
的
な
差
に
あ
る
。

経
営
の
監
督
は 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の　
　

本
質
は
、「
経
営
者
を
規
律
づ
け

る
」
と
い
う
一
点
に
尽
き
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

経
営
が
正
し
い
方
向
に
進
ん
で
い

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

経
営
者
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
理

解
も
深
め
な
い
と
い
け
な
い
。
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
理
解
す
る
経
営
者

は
、
社
外
取
締
役
は
株
主
を
は
じ

め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

代
表
で
あ
り
、
そ
の
立
場
か
ら
取

締
役
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
投
資

家
と
社
外
取
締
役
と
の
対
話
の
重

要
性
も
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
あ
ま
り
先
進
的
で
は
な

い
企
業
に
お
い
て
は
、
社
外
取
締

役
が
変
な
発
言
を
す
る
の
で
は
な

ど
と
い
う
漠
然
と
し
た
不
安
か
ら

対
話
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。

　

し
っ
か
り
し
た
社
外
取
締
役
を

適
切
に
選
ん
で
い
る
な
ら
ば
、
そ

う
し
た
不
安
は
杞
憂
に
過
ぎ
な

い
。「
内
と
外
」
と
い
う
古
い
二

分
法
に
基
づ
く
反
応
は
強
い
が
、

そ
も
そ
も
社
外
取
締
役
と
い
う
言

い
方
自
体
が
適
切
で
は
な
く
、
執

行
と
利
害
関
係
の
な
い
「
独
立
取

締
役
」
で
あ
る
こ
と
に
こ
そ
意
義

が
あ
る
。

松田千恵子
東京都立大学大学院経営学研究科教授。東京外国語大学外
国語学部卒業。仏国立ポンゼ・ショセ国際経営大学院経営学
修士。筑波大学大学院企業科学専攻博士課程修了。博士（経
営学）。ムーディーズジャパン格付けアナリスト、国内外戦略コ
ンサルティングファームパートナーなどを経て現職。金融庁「コー
ポレートガバナンス・コードの改訂に関する有識者会議」メン
バー、三越伊勢丹ホールディングス株式会社社外取締役、旭
化成株式会社社外取締役など。
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▼
全
文
は
オ
ル
タ
ナ
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ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く
だ
さ
い

ＣＧＣではプライム市場上場企業に、取締役会において独立社外取締役の３分の１以上（必要な場合は過半数）の選任を定めた。グラフは25年７月時点。　
出典：東京証券取引所
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独立社外取締役を３分の１以上選任するプライム市場上場企業は98.8％に

ESG攻防「揺り戻しの揺り戻し」へ

経
営
資
源
の
配
分 

方
針
を
明
確
に

　

コ
ー
ド
全
体
の
「
ス
リ
ム
化
・

プ
リ
ン
シ
プ
ル
化
」
も
重
要
だ
。

こ
の
10
年
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
は
進
展
し
た
が
、
企
業
間

の
成
熟
度
に
は
大
き
な
ば
ら
つ
き

が
生
じ
て
い
る
。

　

先
進
企
業
と
ま
だ
道
半
ば
の
企

業
と
を
、
同
じ
よ
う
な
細
則
に
縛

り
付
け
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
ス
リ
ム

化
・
プ
リ
ン
シ
プ
ル
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

個
別
論
点
に
関
し
て
は
、「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
セ
ク
レ
タ
リ
ー
」
の
機

能
強
化
も
論
点
の
一
つ
だ
。
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
セ
ク
レ
タ
リ
ー
は
取
締

役
会
の
議
題
設
定
や
優
先
順
位
付

け
、
執
行
と
監
督
、
さ
ら
に
は
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
担
う
参
謀
役

だ
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取
締
役
会
議
長
を
つ

な
ぐ
独
自
の
役
割
が
期
待
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
、
適
切
な
機
能

へ
の
理
解
と
体
制
構
築
が
欠
か
せ

な
い
。
管
掌
役
員
も
不
在
の
よ
う

で
は
、
機
能
強
化
も
覚
束
な
い
。

　

現
預
金
保
有
に
関
し
て
「
現
預

金
に
メ
ス
を
入
れ
る
」
な
ど
の
報

道
が
目
立
つ
が
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
は
現
金

保
有
の
水
準
を
決
め
る
も
の
で
は

な
い
。

　

成
長
投
資
や
株
主
還
元
な
ど
に

対
し
て
資
金
を
ど
う
使
う
か
、
な

ぜ
そ
の
水
準
を
保
つ
の
か
、
経
営

資
源
の
配
分
や
キ
ャ
ピ
タ
ル
ア
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
こ
と
は
経

営
者
の
責
務
で
あ
り
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
適
切
に
説
明
す
る
こ

と
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。　
　

形
式
で
は
な
く 

戦
略
を
語
る
べ
き

　

優
れ
た
投
資
家
は
必
ず
仮
説
を

持
っ
て
企
業
と
の
対
話
に
臨
む
。

企
業
の
事
業
や
戦
略
を
理
解
し
た

上
で
対
話
し
、
長
期
の
視
点
か
ら

企
業
価
値
を
見
定
め
る
。

　

そ
の
よ
う
な
質
の
高
い
投
資
家

と
対
峙
す
る
に
は
、
経
営
者
自
身

が
明
確
な
戦
略
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
、
そ
れ
を
説
明
で
き
る
こ
と
が

不
可
欠
だ
。
自
社
の
成
長
ス
ト
ー

リ
ー
を
語
れ
な
い
企
業
は
、
質
の

高
い
投
資
家
か
ら
評
価
さ
れ
な
い
。

　

投
資
家
が
企
業
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
領
域

の
取
り
組
み
を
要
請
す
る
動
き
は

止
ま
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
欧

州
の
過
度
な
規
制
は
見
直
さ
れ
、

現
実
的
な
方
向
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
将
来
の

話
で
あ
り
、
財
務
会
計
の
よ
う
に

厳
密
に
数
値
化
す
る
の
は
難
し
い
。

形
式
で
は
な
く
、
取
り
組
み
の
理

由
と
戦
略
的
な
意
味
を
語
る
こ
と

が
何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

欧
米
で
は
３
０
０
―
５
０
０
社

の
「
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
イ
ム
」
企

業
が
中
心
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
日
本
の
プ
ラ
イ
ム
市
場
は
約

１
６
０
０
社
あ
る
が
、
経
営
戦
略

と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
統
合
し

て
語
る
こ
と
が
で
き
る
、
真
の
プ

ラ
イ
ム
と
呼
べ
る
企
業
は
２
０
０

―
３
０
０
社
だ
と
い
う
見
方
も
あ

る
。
数
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で

は
な
く
、
質
の
高
い
企
業
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
だ
。（
談
）
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不
足
す
る
企
業
は
数
値
の
割
合
通

り
に
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

　

3
つ
目
の
要
点
は
、
政
府
が
上

下
限
価
格
を
毎
年
定
め
る
こ
と

だ
。
排
出
量
取
引
で
は
、
売
り
手

と
買
い
手
が
異
な
り
、
約
定
価
格

は
市
場
の
需
給
に
よ
っ
て
変
わ

る
。
そ
の
た
め
、
価
格
安
定
措
置

と
し
て
、
政
府
は
排
出
枠
の
上
下

限
価
格
を
設
定
す
る
。

　

経
産
省
は
、
25
年
内
に
も
上
下

限
価
格
を
決
め
る
方
針
だ
。
上
下

限
価
格
に
つ
い
て
は
、
取
引
状
況

に
応
じ
て
、
毎
年
変
え
て
い
く
。

　

４
つ
目
の
要
点
は
対
象
企
業
数

が
増
え
る
か
ど
う
か
だ
。
26
年
度

に
参
加
義
務
を
課
し
た
対
象
企
業

３
０
０
―
４
０
０
社
で
、
30
年
度

ま
で
は
企
業
を
増
や
す
こ
と
な
く

取
引
を
行
う
。

　

最
後
の
要
点
は
取
引
範
囲
に
ス

コ
ー
プ
２
（
自
社
で
使
用
す
る
電

力
な
ど
）
も
入
る
の
か
だ
が
、
取

引
範
囲
は
ス
コ
ー
プ
１
に
限
定
す

る
予
定
だ
。

❷
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
取
引

　

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
政
府
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
取
引
を
「
キ
ャ
ッ
プ
&
ト
レ
ー
ド

方
式
」
で
２
０
２
６
年
4
月
か
ら
行
う
。
初
年
度
は
参
加
事
業
者
に
排

出
枠
の
割
り
当
て
を
行
わ
な
い
の
で
、
市
場
で
の
取
引
が
始
ま
る
の
は

27
年
度
か
ら
だ
。
新
制
度
に
つ
い
て
５
つ
の
要
点
を
ま
と
め
た
。�

�
（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
池
田
真
隆
）

G
H
G
プ
ロ
ト
コ
ル
が
定
義
す

る
「
ス
コ
ー
プ
１
」
に
当
た
る
。

　

26
年
度
か
ら
始
ま
る
排
出
量
取

引
は
、
排
出
削
減
が
で
き
な
い
企

業
に
「
罰
金
」
を
科
す
。
こ
の
新

し
い
制
度
の
要
点
を
５
つ
ま
と
め

た
。初

年
度
は
排
出
枠
設
け
ず

　
一
つ
目
は
、
排
出
枠
の
割
り
当

て
時
期
だ
。
政
府
は
参
加
企
業
に

排
出
枠
を
割
り
当
て
る
が
、
排
出

枠
の
設
け
方
は
次
の
通
り
だ
。

　

ま
ず
、
参
加
を
義
務
付
け
る
企

業
３
０
０
―
４
０
０
社
を
業
界
ご

と
に
分
け
る
。
各
社
の
排
出
原
単

位
（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
生
産
量
で

割
っ
た
数
値
）
を
調
べ
、「
上
位

50
％
」
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
排
出

原
単
位
と
す
る
。

　

各
業
界
に
振
り
分
け
ら
れ
た
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
の
排
出
原
単
位
を
、

各
企
業
は
自
社
の
生
産
量
と
掛
け

合
わ
せ
る
。
こ
う
し
て
算
出
さ
れ

た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
「
排
出
枠
」

と
な
る
。

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
水
準
は
徐
々

に
高
め
て
い
き
、
30
年
に
は
上
位

32

・
5
％
、
10
年
後
の
35
年
ご
ろ

に
は
上
位
15
％
に
す
る
方
針
だ
。

　

政
府
が
排
出
枠
を
設
け
る
時
期

は
、
27
年
10
月
ご
ろ
の
予
定
だ
。

初
年
度
は
排
出
枠
を
設
け
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
26
年
4
月
か
ら

キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
方
式
の
排

出
量
取
引
が
始
ま
る
が
、
実
際
の

排
出
枠
の
取
引
が
市
場
で
始
ま
る

の
は
、
排
出
枠
の
割
り
当
て
が
完

了
す
る
27
年
度
の
10
月
以
降
と
な

る
。
27
年
度
の
取
引
期
間
は
28
年

1
月
ご
ろ
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

　

2
つ
目
の
要
点
は
、
初
年
度
に

は
2
年
分
の
排
出
枠
が
割
り
当
て

ら
れ
る
こ
と
だ
。
初
回
の
排
出
枠

は
、
26
年
度
と
27
年
度
の
2
年
分

を
割
り
当
て
る
。
各
企
業
は
1
年

分
（
26
年
度
）
の
枠
が
上
乗
せ
さ

れ
た
形
で
取
引
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
排
出
枠
の
消
化
期
限
は

な
く
、
余
れ
ば
翌
年
に
繰
り
越
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
水
準
が
上
位

50
％
か
ら
始
ま
る
が
、
1
年
分
の

上
乗
せ
が
あ
る
の
で
、
初
年
度
に

　

経
産
省
で
は
、
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
に

参
画
す
る
企
業
を
対
象
に
、
23
年

度
か
ら
排
出
量
取
引
を
行
っ
て
い

た
。
だ
が
、
参
加
義
務
は
な
く
、

政
府
が
排
出
枠
を
設
け
る
形
も

取
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

経
産
省
は
こ
の
制
度
を
強
化
す

る
た
め
、
26
年
4
月
か
ら
は
一
部

の
企
業
に
参
加
を
義
務
付
け
、
排

出
枠
を
超
過
し
た
企
業
に
は
負
担

金
の
支
払
い
を
求
め
る
制
度
に
変

え
る
。
E
U
な
ど
が
先
行
す
る

「
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
」
方
式

を
導
入
す
る
。

　

自
社
で
直
接
排
出
す
る
C
O
2

の
年
間
排
出
量
が
10
万
ト
ン
以

上
の
企
業
（
３
０
０
―
４
０
０

社
）
に
排
出
量
取
引
へ
の
参
加
を

義
務
付
け
る
。
直
接
排
出
と
は
、　　

▼
全
文
は
オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く
だ
さ
い

日本政府の成長志向型カーボンプライシングの導入タイムライン

年度

2033

2028

2026

2023-2025

導入する政策

発電事業者向け有償オークション 

化石燃料賦課金

排出量取引 ( 第 2 フェーズ )

排出量取引 ( 第 1 フェーズ )

火力発電事業者などに排出枠を有償で
買い取らせる仕組み

化石燃料の輸入事業者などに化石燃料の
輸入量に応じて支払いを義務付け

参加するかは企業の自主性に任せ、削減目標の
未達ペナルティはなし

特徴

300 ～ 400 社に参加を義務付け、
排出枠を超過した企業に負担金の支払いを求める

日本政府は段階的にカーボンプライシングを強化していき、脱炭素と成長の同時実現を目指す
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25
年
は
世
界
的
に
人
権
デ
ュ
ー

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
Ｄ
Ｄ
）
法
制

化
が
大
き
く
動
い
た
年
だ
っ
た
。

　

義
務
化
を
主
導
し
て
き
た
Ｅ
Ｕ

で
は
、
24
年
に
採
択
し
た
「
企
業

持
続
可
能
性
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
指
令
（
Ｃ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
）」
に

対
し
、
簡
素
化
を
求
め
る
オ
ム
ニ

バ
ス
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
み
な
ら
ず
企
業
か
ら
も
「
人

権
Ｄ
Ｄ
の
実
効
性
が
損
な
わ
れ

る
」
と
批
判
を
招
い
た
。

　

そ
の
後
、
欧
州
議
会
は
25
年　
　

11
月
、
対
象
企
業
の
見
直
し
や
気

候
変
動
に
関
す
る
移
行
計
画
の
策

定
義
務
の
除
外
と
い
っ
た
修
正
案

を
採
択
し
た
。

　

だ
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
含
む
人
権
・

環
境
Ｄ
Ｄ
の
義
務
化
や
国
内
に
お

❸企業の人権リスク
　説明責任問われる
　日本では２０２６年４月から、改定版の国別行動計画（ＮＡＰ）
が施行される予定だ。さらに国連「ビジネスと人権に関する指
導原則」承認から 15 年という節目の年でもある。この間、企
業の取り組みが大きく進展した分野がある一方で、依然として
多くの課題が残されている。�
� （オルタナ客員編集委員／弁護士・佐藤暁子）

け
る
民
事
責
任
と
い
う
基
盤
は
維

持
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
法
制
化
の
動
き
は
欧

州
に
限
ら
ず
、
韓
国
や
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
各
国
に

も
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
米
国
も
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
や
韓
国
と
の
間

で
、
強
制
労
働
へ
の
対
策
強
化
を

相
次
い
で
合
意
し
た
。
企
業
を
取

り
巻
く
説
明
責
任
の
強
化
と
い
う

潮
流
は
、
今
後
も
後
退
す
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。

脱
炭
素
化
に
潜
む
リ
ス
ク

　

脱
炭
素
化
社
会
へ
の
移
行
に
向

け
て
、
企
業
は
緩
和
・
適
応
の
両

面
で
の
取
り
組
み
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。
同
時
に
、
移
行
プ
ロ
セ
ス

が
「
公
平
」
で
あ
る
こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
性
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
が
多
い
石
油
・

ガ
ス
産
業
の
転
換
に
伴
う
労
働

者
・
地
域
社
会
へ
の
影
響
、
Ｅ
Ｖ

バ
ッ
テ
リ
ー
の
原
材
料
で
あ
る

ニ
ッ
ケ
ル
・
コ
バ
ル
ト
と
い
っ
た

鉱
物
採
掘
に
お
け
る
労
働
環
境
の

問
題
、
先
住
民
族
の
「
自
由
意
思

に
よ
る
事
前
の
十
分
な
情
報
に
基

づ
く
同
意
（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）」
侵
害
、

環
境
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
、
人

権
擁
護
者
へ
の
攻
撃
な
ど
、
す
で

に
多
く
の
人
権
課
題
が
顕
在
化
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で

も
、
強
制
労
働
や
土
地
の
権
利
侵

害
な
ど
、
表
面
的
に
は
「
グ
リ
ー

ン
」
に
見
え
る
事
業
の
背
後
に
も

深
刻
な
人
権
侵
害
リ
ス
ク
が
潜

む
。

　

Ａ
Ｉ
と
人
権
も
重
要
な
テ
ー
マ

だ
。
あ
っ
と
い
う
間
に
Ａ
Ｉ
は
事

業
活
動
に
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と

な
っ
た
が
、
そ
の
可
能
性
に
注
目

が
集
ま
る
一
方
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
や
差
別
の
助
長
と
い
っ
た
人

権
リ
ス
ク
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

　

25
年
7
月
に
は
、
Ａ
Ｉ
新
法
に

基
づ
き
、
内
閣
府
が
Ａ
Ｉ
に
よ
る

人
権
侵
害
リ
ス
ク
の
実
態
調
査
を

実
施
す
る
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

企
業
に
は
、
技
術
部
門
と
連
携

し
、
開
発
段
階
か
ら
潜
在
的
な
人

権
侵
害
リ
ス
ク
の
特
定
、
そ
の
予

防
・
軽
減
を
組
み
込
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

特
に
A
I
は
既
存
デ
ー
タ
を

学
習
源
と
す
る
た
め
、
社
会
に
存

在
す
る
差
別
や
偏
見
を
そ
の
ま
ま

取
り
込
む
危
険
性
が
高
い
。
ど
こ

に
人
権
リ
ス
ク
が
潜
む
の
か
を
把

握
す
る
に
は
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
紛
争
影
響
地

域
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
結
果

と
し
て
企
業
に
よ
る
戦
争
犯
罪
な

ど
国
際
人
道
法
に
抵
触
す
る
行
為

へ
の
加
担
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
人
権
D
D
の
強
化
も

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
26
年
4
月
か
ら
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え

た
Ｎ
Ａ
Ｐ
改
定
版
が
実
施
さ
れ
る

予
定
だ
。
企
業
も
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
人
権
Ｄ
Ｄ
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
、
自
社
の
取

り
組
み
を
見
直
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

佐藤暁子
弁護士。人権方針や人権リスクアセスメントなど、国連ビジネ
スと人権に関する指導原則に即した人権デュー・ディリジェン
スの実施に向けた社内体制構築とその実践強化に注力。認
定 NPO 法人ヒューマンライツ・ナウ事務局次長、国際人権
NGOビジネスと人権リソースセンター日本リサーチャー・代表を
経て、2022 年 4 月から国連開発計画ビジネスと人権プロジェク
トリエゾンオフィサーとして人権デュー・ディリジェンス研修など
を担当。「サプライチェーンにおける人権尊重のためのガイドラ
イン検討会」委員など政策提言にも取り組む。

ESG攻防「揺り戻しの揺り戻し」へ
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に
進
ん
だ
ケ
ー
ス
は
多
く
な
い
。

こ
の
領
域
に
い
ち
早
く
踏
み
込
む

こ
と
が
、
新
た
な
成
長
の
機
会
と

な
る
。

　

一
例
と
し
て
、
サ
ン
ト
リ
ー
は

企
業
や
団
体
に
よ
る
水
資
源
の
保

全
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
同
社

は
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
水
源
涵

養
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
国

内
工
場
で
は
取
水
し
た
２
倍
以

上
の
水
を
水
系
に
育
む
「
ウ
ォ
ー

タ
ー
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」を
実
現
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
に
と
っ
て
地
下
水

は
生
命
線
で
あ
り
、
水
が
な
け
れ

ば
事
業
が
成
り
立
た
な
い
。
そ
の

保
全
活
動
で
得
た
経
験
や
科
学
的

知
見
を
「
水
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
」
と
い
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
に
つ
な
げ
た
。

　

飲
料
に
限
ら
ず
、
製
造
、
食

品
、
農
業
、
繊
維
、
半
導
体
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
産
業
に
と
っ
て
水

は
不
可
欠
な
存
在
だ
。
自
社
事
業

に
水
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
を

今
一
度
洗
い
直
す
こ
と
が
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
成
長
の
機

会
に
変
え
る
一
歩
に
な
る
。

　

2
0
2
5
年
11
月
22
日

（
日
本
時
間
）
に
閉
幕
し
た

C
O
P
30
（
国
連
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
30
回
締
約
国
会
議
）
は

「
森
林
C
O
P
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
熱
帯
雨
林
地
帯
・
ベ

レ
ン
で
開
催
し
、
国
際
熱
帯
林
保

護
基
金
（
T
F
F
F
）
の
設
立
な

❹
水
リ
ス
ク
対
応
を

　

成
長
戦
略
の
中
核
に

　
脱
炭
素
と
並
ぶ
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

の
推
進
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
時
代
に
な
る
。
な
か
で
も
喫
緊
の

課
題
が
「
水
リ
ス
ク
」
へ
の
対
応
だ
。
特
に
、
世
界
的
に
需
要
が
増
大

す
る
淡
水
に
つ
い
て
は
、
保
全
活
動
を
い
か
に
し
て
自
社
の
成
長
の
機

会
に
つ
な
げ
る
か
が
問
わ
れ
る
。�
（
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
・
長
濱
慎
）

森
林
や
海
洋
の
回
復
が
欠
か
せ
な

い
。

　

環
境
省
は
25
年
７
月
、「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
移
行
戦

略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
公
表
。
自

然
と
経
済
の
両
立
に
向
け
た
方
向

性
を
示
し
た
。

　

同
省
に
よ
る
と
、
24
年
と

25
年
の
会
計
年
度
に
お
い
て

T
N
F
D
（
自
然
関
連
財
務
情
報

開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
の
開
示

を
表
明
し
た
の
は
世
界
で
５
６
２

社
。
う
ち
最
多
の
１
５
４
社
を
日

本
企
業
が
占
め
た
。

　
「
自
然
資
本
」
と
も
呼
ば
れ
る

通
り
、
今
や
自
然
を
守
る
こ
と
は

コ
ス
ト
で
は
な
く
企
業
価
値
向
上

の
機
会
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
。

自
社
と
水
の
関
係
は

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
の
よ
う

に
明
確
な
指
標
が
あ
る
脱
炭
素
施

策
に
比
べ
る
と
、
自
然
保
護
は
何

か
ら
取
り
掛
か
っ
て
良
い
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。
そ
こ

で
一
つ
の
柱
に
し
た
い
の
が
「
水

リ
ス
ク
」、
特
に
淡
水
に
関
す
る

対
応
だ
。

　

地
球
表
面
積
の
７
割
を
水
が
占

め
る
が
、
そ
の
多
く
が
海
水
で
淡

水
は
2.5
％
。
そ
こ
か
ら
氷
河
な
ど

を
除
く
と
、
人
類
が
利
用
で
き
る

状
態
の
水
は
地
球
全
体
の
0.01
％
に

過
ぎ
な
い
。

　

国
連
は
、
30
年
ま
で
に
世
界
の

淡
水
需
要
が
供
給
量
を
40
％
上
回

る
と
予
測
す
る
。
森
林
の
回
復
に

も
淡
水
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
保
全
に
は
一
刻
の
猶
予
も
な

い
。

　

企
業
の
非
財
務
領
域
の
格
付
け

を
行
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
非
営
利
団

体
C
D
P
（
本
部
：
英
国
）
は

25
年
９
月
、
水
関
連
の
情
報
開
示

件
数
が
24
年
は
8
5
0
0
社
超

と
前
年
の
２
倍
に
増
え
た
と
発
表

し
た
。
２
万
社
を
超
え
た
気
候
変

動
関
連
に
は
及
ば
な
い
が
、
水
リ

ス
ク
へ
の
急
速
な
関
心
の
高
ま
り

が
窺
え
る
。

　

し
か
し
ほ
と
ん
ど
が
開
示
に
と

ど
ま
り
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
協

働
と
い
っ
た
具
体
的
な
取
り
組
み

ど
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
自
然
」
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
会
議
だ
っ
た
。

　

T
F
F
F
は
各
国
政
府
か
ら

の
公
的
資
金
を
呼
び
水
に
民
間
資

金
を
引
き
込
み
、
１
２
５
０
億
米

ド
ル
（
約
19
兆
円
）
の
基
金
創
設

を
目
指
す
。
回
復
し
た
面
積
に
応

じ
て
対
価
を
支
払
う
な
ど
、
森
林

の
保
全
が
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
に
つ

な
が
る
道
筋
を
付
け
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
が
顕
著
な
の

は
、ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
自

然
の
損
失
を
食
い
止
め
回
復
・
反

転
さ
せ
る
こ
と
）
が
気
候
変
動
対

策
の
カ
ギ
を
握
る
か
ら
だ
。
ネ
ッ

ト
ゼ
ロ
の
達
成
に
は
再
エ
ネ
の
普

及
と
い
っ
た
脱
炭
素
施
策
と
と
も

に
、
天
然
の
炭
素
吸
収
源
で
あ
る

世界では気候変動の影響で干ばつの頻度と深刻さが
増している
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❻
イ
ン
パ
ク
ト
測
定 

　
成
果
の
可
視
化
へ

　

サ
ス
テ
ナ
戦
略
は「
何
を
し
た
か
」か

ら「
ど
ん
な
成
果
を
生
み
出
し
た
か
」へ

と
移
り
つ
つ
あ
る
。
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｇ

Ｈ
Ｇ
）削
減
量
や
従
業
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
ど
、
変
化
を
可
視
化
す
る「
イ

ン
パ
ク
ト
測
定
・
管
理（
Ｉ
Ｍ
М
）」が
広

が
る
。
日
本
企
業
で
も「
イ
ン
パ
ク
ト
報

告
書
」を
発
行
す
る
例
が
増
え
て
き
た
。

　

ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
は「
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
金
融
包

摂
）」を
経
営
戦
略
の
柱
に
位
置
付
け
て
い

る
。
適
切
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

な
い
企
業
や
個
人
を
対
象
に
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
世
界
金
融
包
摂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

２
０
２
５
」
に
よ
る
と
、
世
界
で
は
約

13
億
人
の
成
人
が
い
ま
だ
に
銀
行
口
座

を
持
た
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
同
社
は
、

イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
や

メ
キ
シ
コ
な
ど
金
融
格
差
が
大
き
い
地
域

で
、
融
資
事
業
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
３
月
末
ま
で
の
１
年
間
で
、

提
携
金
融
機
関
を
通
じ
て
２
８
０
０
万
人

の
個
人
と
中
小
零
細
企
業
に
融
資
を
行
っ

た
。
そ
の
う
ち
女
性
起
業
家
の
割
合
は

69
％
に
上
る
。

　

ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
・

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
３
つ
の
P（
プ
ロ

セ
ス
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
ペ
ー
シ
ェ

ン
ス
）を
掲
げ
る
。

　

同
社
の
マ
リ
ア
ナ
・
ベ
ナ
ー
ル
・
イ
ン

パ
ク
ト
責
任
者
は
、「
イ
ン
パ
ク
ト
は
一

朝
一
夕
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
忍
耐
強
く
継
続
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
金
融
包
摂
を
推
進
し
、
社
会
的
・

経
済
的
に
意
義
あ
る
成
果
を
実
現
す
る
に

は
、
長
期
的
な
視
点
が
欠
か
せ
な
い
」と

語
る
。

　

一
方
で
、
企
業
間
で
定
義
や
指
標
、
測

定
方
法
が
異
な
る
た
め
、
イ
ン
パ
ク
ト
を

比
較
し
に
く
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
加

え
て
、
財
務
リ
タ
ー
ン
の
関
係
性
を
説
明

す
る
の
も
容
易
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｅ

Ｕ
は「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｄ（
企
業
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
報
告
指
令
）」の
も
と
で
、
イ
ン
パ
ク

ト
を
含
む
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
標
準
化
し
、
比

較
を
可
能
に
す
る
枠
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

　

日
本
で
も
、
自
主
的
な
報
告
だ
け
で
な

く
、
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま
え
た
基
盤
づ

く
り
が
カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。（
オ
ル
タ

ナ
輪
番
編
集
長
・
吉
田
広
子
）

❺
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス 

　
国
際
的
な
議
論
進
む

　
国
連
は
25
年
8
月
、
Ａ
Ｉ
の
国
際
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
な
協
力

枠
組
み
の
設
置
を
決
定
し
た
。「
Ａ
Ｉ
に
関

す
る
独
立
国
際
科
学
パ
ネ
ル
」と
、「
Ａ
Ｉ

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
国
際
対
話
」の
二

本
柱
で
構
成
す
る
。
第
１
回
会
合
は
26
年

７
月
に
ス
イ
ス
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

背
景
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
差

別
、
監
視
、
偽
情
報
、
経
済
格
差
の
拡
大
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
、
Ａ
Ｉ
を
巡
る
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
が
あ
る
。

　

国
連
は
、
加
盟
国
お
よ
び
企
業
・
研
究

機
関
な
ど
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
対
し
、
国
際
人
権
法
に
照
ら
し
て
適
正

に
運
用
で
き
な
い
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
使
用

を
抑
制
・
中
止
す
る
こ
と
、
人
権
の
享
受

に
過
度
の
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
Ａ
Ｉ
の
展

開
を
避
け
る
こ
と
を
明
確
に
求
め
た
。

　

さ
ら
に
国
連
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
格
差
の

拡
大
を
懸
念
し
、
特
に
途
上
国
に
対
す
る

国
際
的
な
支
援
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

　

日
本
で
も
、
Ａ
Ｉ
推
進
法
が
25
年
5
月

に
成
立
し
、
研
究
開
発
と
リ
ス
ク
対
応
を

進
め
る
た
め
の
枠
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

　

Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
が
進
む
な
か
、

Ａ
Ｉ
の
開
発
と
利
用
は
さ
ら
に
加
速
し
て

い
る
。
指
示
が
な
く
て
も
自
律
的
に
判
断

し
、
タ
ス
ク
を
実
行
す
る「
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
」の
開
発
も
勢
い
を
増
す
。

　

一
方
で
、
企
業
の
現
場
で
は
弊
害
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
は
Ａ
Ｉ
導
入

を
拡
大
す
る
一
方
で
数
万
人
規
模
の
人
員

削
減
を
発
表
。
そ
の
直
後
、
千
人
を
超
え

る
従
業
員
が
25
年
12
月
に
公
開
書
簡
で

「
深
刻
な
懸
念
」を
表
明
し
た
。同
社
の「
あ

ら
ゆ
る
コ
ス
ト
を
正
当
化
す
る
超
高
速
ア

プ
ロ
ー
チ
」は
、
民
主
主
義
や
雇
用
、
地
球

環
境
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
と
警
告
し

た
。

　

メ
タ
や
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
の
社
員
３
千
人
以
上
も

支
持
を
表
明
し
て
い
る
。（
オ
ル
タ
ナ
輪
番

編
集
長
・
吉
田
広
子
）

ESG攻防「揺り戻しの揺り戻し」へ

アマゾンはAI導入を見据え数万人規模の人員
削減を発表した
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で
あ
る「
親
切
が
第
一
」
と
い
う

考
え
に
基
づ
き
、
社
会
の
役
に
立

つ
べ
く
活
動
し
、
こ
れ
か
ら
も
進

化
し
て
い
く
こ
と
が
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
経
営
だ
と
思
い
ま
す
。

水
洗
ト
イ
レ
で 

快
適
さ
を
実
現

―
―
近
代
日
本
に
お
い
て
、
西
洋

式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
日
本
の
陶
器

技
術
で
広
め
、
日
本
の
生
活
を
支

え
て
き
た
自
負
を
感
じ
ま
す
か
。

　

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
自
負
し
て
い

ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ
の
導
入
は
、
当

初
は「
何
だ
こ
れ
は
」と
い
う
激
震

が
走
っ
た
と
思
い
ま
す
。
水
洗
ト

イ
レ
の「
清
潔
」に
加
え
て
、「
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
」の
登
場
で「
快
適
」

と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
ま
し
た
。　

当
社
だ
け
で
な
く
、
同
業
企
業
と

と
も
に
日
本
の
ト
イ
レ
業
界
を
牽け

ん

引
し
て
き
た
自
負
は
あ
り
ま
す
。

―
―
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
温
水
洗
浄
便
座

「
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
」は
１
９
８
０

年
に
発
売
さ
れ
、
累
計
出
荷
台
数

６
千
万
台
以
上
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に

Interview 01

代表取締役 社長執行役員
田村信也

TOTO

たむら・しんや
1991 年、ＴＯＴＯ入社。ウォシュレット生産本部  ウォシュ
レット企画部長、ベトナムや米国の現地法人社長を歴
任し、2019 年取締役常務執行役員。24 年専務執行
役員を経て 25 年 4 月社長就任。福岡県出身。

　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水
ま
わ
り
領
域
で
、
革
新
的
な
商
品
を
生

み
出
し
て
き
た
。「
親
切
が
第
一
」
と
い
う
創
業
の
精
神
の
も
と
、
水
問
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
田
村
信
也
社
長
は
、
い
か
に
企
業
価
値
の
向
上

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
の
か
を
語
っ
た
。

�

（
聞
き
手
＝
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
吉
田
広
子
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
海
藤
秀
満
）

―
―
１
９
１
７
年
の
会
社
創
立
以

来
、
日
本
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
業
界
を

牽
引
し
て
き
ま
し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
の
考

え
方
と
は
何
で
す
か
。

　

当
社
は
水
ま
わ
り
の
商
品
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
人
々
が
生
活

す
る
上
で
水
に
接
す
る
時
間
は
重

要
で
、「
気
持
ち
よ
く
、き
れ
い
に
」

と
い
う
感
覚
を
意
識
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
要

求
を
達
成
す
る
た
め
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
極
小
化
し
て

い
け
る
か
を
追
求
し
て
き
た
こ
と

が
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
進
化
の
歴
史
だ

と
思
い
ま
す
。

　

創
業
の
頃
は
、
ト
イ
レ
を
例
に

と
っ
て
も
、「
少
し
で
も
き
れ
い

に
」と
い
う
要
求
か
ら
水
洗
ト
イ

レ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
ト

イ
レ
は
母
家
か
ら
離
れ
た
場
所
に

設
置
さ
れ
、
不
潔
な
モ
ノ
扱
い
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
少
し
で
も
清
潔
に
使
い

た
い
、
と
い
う
要
望
に
応
え
、
さ

ら
に「
気
持
ち
よ
く
」
と
い
う
感

性
が
入
り
、
節
水
・
省
エ
ネ
の
課

題
に
も
取
り
組
み
、
全
て
の
条
件

を
成
り
立
た
せ
な
が
ら
発
展
し
て

き
た
と
い
う
の
が
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

１
０
８
年
の
歴
史
で
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
経
営
の
根
幹
は
、
ま
さ
に
こ

う
し
た
課
題
を
克
服
し
て
進
化
を

続
け
て
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
も
永
久
に
進
化
を

続
け
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の「
き
れ
い
に
、
快

適
に
、省
エ
ネ
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
加
え
て
、
今
後
は「
健
康
」と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
加
わ
り
ま
す
。

快
適
な
あ
ま
り
、
ト
イ
レ
の
滞
在

時
間
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ト

イ
レ
で
過
ご
す
時
間
を
利
用
し
て
、

健
康
管
理
に
役
立
つ
こ
と
な
ど
、

新
た
な
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
相
反
す

る
条
件
の
克
服
な
ど
、
常
に
高
い

レ
ベ
ル
で
問
題
を
解
決
し
て
両
立

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
創
業
の
精
神

快
適
な
ト
イ
レ
で

健
康
に
も
貢
献
す
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け
て
き
た
田
村
社
長
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ス
の
１
つ
ひ
と
つ
が
ち
ゃ
ん
と
し

て
い
る
」「
違
う
ブ
ラ
ン
ド
製
品

を
使
っ
て
い
た
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
製

品
を
使
っ
て
良
さ
が
分
か
っ
た
」

な
ど
と
、
当
社
ブ
ラ
ン
ド
を
選
ん

で
く
れ
る
理
由
が
明
確
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
顧
客
に
提
供
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
価
値
も
は
っ
き
り

掴
ん
で
い
ま
す
。

―
―
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
Ｄ
Ｅ
Ｉ（
多
様

性
・
公
平
性
・
包
摂
性
）
を
ど
の

よ
う
に
製
品
に
落
と
し
込
み
、
企

業
価
値
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
の

で
す
か
。

　

多
様
性
と
い
う
意
味
で
は
い
ろ

い
ろ
な
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
身
体
障

が
い
者
・
高
齢
者
と
健
常
者
が
同

時
に
使
え
る
商
品
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。
健
常
者
が
使
っ
て
も
気

付
か
な
い
よ
う
な
、
特
殊
で
は
な

く
、
さ
り
げ
な
い
商
品
、
い
わ
ゆ

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
目

指
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
握
力
が
弱
ま
っ
た
人

で
も
立
ち
座
り
が
で
き
る
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
機
能
付
き
の
浴
槽
が
あ

top interview

払
拭
の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
商
品
と
の
交
換
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
対
処
な
ど
、
同
時
に

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
し
た
。

ト
イ
レ
の
普
及
が 

犯
罪
の
予
防
に
も

―
―
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は「
経
済
的
成
長
」

に
加
え
て
、「
社
会
的
・
環
境
価
値

向
上
」と
の
両
軸
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
で
は
、
先

進
国
と
発
展
途
上
国
と
で
役
目
が

違
い
ま
す
。
ト
イ
レ
が
普
及
し
て

い
る
先
進
国
の
米
国
や
中
国
で
は
、

ビ
デ
シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
る
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
は
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
商

品
の
環
境
負
荷
に
対
す
る
注
目
が

集
ま
り
ま
す
。
よ
り
高
い
レ
ベ
ル

で
の
競
争
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
、
ま
だ
ト
イ
レ
が
普
及
し

て
い
な
い
地
域
で
は
、
環
境
と
犯

罪
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
地
域
で
は
家
の
中
に
ト
イ

レ
が
存
在
し
な
い
の
で
、
伝
染
病

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
女

性
が
暗
く
な
っ
て
か
ら
屋
外
の
ト

イ
レ
を
使
う
環
境
で
は
、
治
安
や

犯
罪
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

　
「
一
家
に
１
つ
ト
イ
レ
が
あ
れ

ば
」と
い
う
社
会
課
題
の
解
決
が

ま
ず
先
決
で
、
そ
の
次
に「
き
れ

い
に
、
気
持
ち
よ
く
」と
い
う
レ

ベ
ル
を
上
げ
る
段
階
に
な
り
ま
す
。

国
や
地
域
の
ト
イ
レ
の
普
及
状
況

に
応
じ
た
提
案
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

―
―
中
国
市
場
で
は
競
争
が
激
し

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

　

中
国
で
ト
イ
レ
が
普
及
す
る
に

つ
れ
、
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
時
に
対

応
で
き
る
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

ブ
ラ
ン
ド
も
増
え
ま
し
た
が
、
限

定
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
た

ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
も
受
け
入

れ
ら
れ
る
環
境
が
で
き
て
、
顧
客

の
選
択
肢
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
場
の
お
よ
そ
半

分
を
中
級
市
場
ブ
ラ
ン
ド
が
占
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
中
高
級
・
高
級

市
場
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
商
品
と
長
く
付

き
合
っ
て
分
か
っ
た
が
、
サ
ー
ビ

な
り
ま
し
た
。
田
村
社
長
は
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
事
業
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
付
加
価
値

の
あ
る
商
品
提
供
で
、
新
た
な
経

済
価
値
を
生
み
出
し
ま
し
た
か
。

　
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
開
発
か
ら

販
売
、
事
業
戦
略
ま
で
行
い
ま
し

た
。
今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
、
ま
だ

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
が
そ
ん
な
に

普
及
し
て
い
な
い
頃
は「
電
気
を

使
っ
て
も
っ
た
い
な
い
」贅
沢
品

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

商
品
の
普
及
の
た
め
に
、
便
座

を
い
か
に
少
な
い
電
気
で
温
め
る

か
、
ま
た
洗
浄
の
水
を
い
か
に
節

水
す
る
か
。
環
境
負
荷
を
意
識
す

る
と
と
も
に
、
顧
客
心
理
の
抵
抗

▼
全
文
は
オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

　
（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く
だ
さ
い

り
ま
す
。
障
が
い
者
が
必
要
と
す

る
機
能
と
健
常
者
が
使
う
上
で
の

重
複
点
を
探
し
て
、
さ
り
げ
な
さ

を
商
品
に
落
と
し
込
み
ま
す
。

―
―
性
別
を
問
わ
な
い
ト
イ
レ
の

空
間
も
手
掛
け
て
い
ま
す
ね
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
に
は
こ
れ
ま
で
蓄
積

さ
れ
た
豊
富
な
事
例
の
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。
男
性
用
と
女
性
用
の

ト
イ
レ
の
隔
壁
を
可
動
式
に
す
る

の
も
、
そ
の
1
つ
で
す
。
男
女
の

区
別
な
く
完
全
に
個
室
に
し
た
例

が
25
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
で
、

男
性
と
女
性
が
一
緒
に
列
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

混
雑
さ
せ
な
い
工
夫
も
あ
り
ま

す
。
札
幌
の
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
（
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
球
場
）
の
ト
イ
レ
で
す

が
、
一
方
通
行
の
ト
イ
レ
で
す
。

入
口
と
出
口
が
別
で
、
人
が
交
わ

ら
ず
に
動
く
の
で
、
混
雑
を
回
避

で
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
が
蓄
積
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
実
現
で
き
ま
す
。

TOTOのトイレ。現在は水タンクがないすっきりしたデザ
インが主流
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企
業
の
存
在
意
義 

利
益
だ
け
で
は
な
い

―
―
代
表
ブ
ラ
ン
ド
の「
ザ
・
ノ
ー

ス
・
フ
ェ
イ
ス
」に
加
え
、
近
年
は

自
社
ブ
ラ
ン
ド「
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ

ン
」
の
海
外
展
開
や
、
2
0
2
7

年
開
業
予
定
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
な
ど
、
新
た
な
領
域
に
も
挑
戦

さ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
ゴ
ー
ル

ド
ウ
イ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
会
社

で
し
ょ
う
か
。

　
当
社
は
、
も
と
も
と
富
山
県
小

矢
部
市
で
メ
リ
ヤ
ス
工
場
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
９
５
０

年
に「
津
澤
メ
リ
ヤ
ス
製
造
所
」と

し
て
創
業
し
、
63
年
に
現
在
の
社

名「
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
」に
変
更
し

ま
し
た
。

　

社
名
に
は「
選
手
た
ち
に
ゴ
ー

ル
ド
・
ウ
イ
ナ
ー
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的

に
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

ス
ピ
ー
ド
や
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
と

い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
も
手

が
け
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
カ
ル
チ
ャ
ー
を
提
案
し
て
き
た

の
で
す
。

―
―
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
は「
モ
ノ

づ
く
り
」「
コ
ト
づ
く
り
」に
加
え

「
環
境
づ
く
り
」を
経
営
の
軸
に
据

え
て
い
ま
す
。
ザ
・
ノ
ー
ス
・
フ
ェ

イ
ス
の
経
験
は
、
ど
の
よ
う
に
影

響
し
て
い
ま
す
か
。

　

当
社
は
78
年
に
ザ
・
ノ
ー
ス
・

フ
ェ
イ
ス
の
輸
入
販
売
を
始
め
、

94
年
に
は
国
内
商
標
権
を
取
得
し

ま
し
た
。
現
在
、
日
本
と
韓
国
で
展

開
し
て
い
る
ザ
・
ノ
ー
ス
・
フ
ェ

イ
ス
製
品
は
す
べ
て
当
社
グ
ル
ー

プ
で
企
画
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
82
年
に
入
社
し
、
85
年
に

初
め
て
米
国
の
ザ
・
ノ
ー
ス
・
フ
ェ

イ
ス
本
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
時

の
ケ
ネ
ス
・
ハ
ッ
プ
・
ク
ロ
ッ
プ
社

長
か
ら「
自
然
の
大
切
さ
を
伝
え

る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
」
と

言
わ
れ
た
言
葉
が
、私
の
原
点
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
40
年
以
上
、「
こ
の
ま

Interview 02

代表取締役社長 CEO
渡辺 貴生

ゴールドウイン

自
然
の
魅
力
や
厳
し
さ
を
語
る
渡
辺
貴
生
社
長�

写
真
：
廣
瀬
真
也

　
ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
ア
ウ
ト
ド
ア
製
品
の
製
造
販
売
を
手
が
け
る
ゴ
ー
ル
ド
ウ

イ
ン
は
、
米
国
発
ブ
ラ
ン
ド
「
ザ
・
ノ
ー
ス
・
フ
ェ
イ
ス
」
の
拡
大
と
と
も
に

成
長
し
て
き
た
。
近
年
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
し
、
自
然
体
験
施
設
の
展
開

に
も
乗
り
出
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、「
自
然
と
の
距
離
を
縮
め
た
い
」
と
い

う
渡
辺
貴
生
社
長
の
使
命
感
が
あ
る
。�

（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
吉
田
広
子
）

わたなべ・たかお
1960 年生まれ。76 年にザ・ノース・フェイスと出合い、
82 年にゴールドウインに入社。2005 年から取締役執行
役員ザ・ノース・フェイス事業部長、17 年から取締役副
社長執行役員。20 年に代表取締役社長に就任。人と自
然が共生する社会の実現と、地球環境再生を経営の最
重要項目の 1 つに掲げる。

ま
で
は
地
球
環
境
が
壊
れ
て
し
ま

う
」
と
い
う
危
機
感
を
持
ち
続
け

て
い
ま
す
。

　

私
は
20
年
に
社
長
に
就
任
し
た

の
で
す
が
、
利
益
だ
け
を
追
っ
て

い
て
は
企
業
は
存
続
で
き
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
当
然
、
利
益
が
な

け
れ
ば
、
人
材
や
新
技
術
、
社
会

や
自
然
へ
の
投
資
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
利
益
だ
け
を
目
的
に
し

て
は
、
企
業
の
存
在
意
義
が
失
わ

れ
て
し
ま
う
。

　

事
業
と
し
て
収
益
を
上
げ
な
が

ら
、
未
来
へ
の
投
資
を
続
け
る
こ

と
―
―
。
こ
れ
が
私
の
考
え
る
経

営
で
す
。

　

24
年
に
は
社
内
の
若
い
チ
ー
ム

が
中
心
と
な
っ
て
、
新
た
な
パ
ー

パ
ス「
人
を
挑
戦
に
導
き
、
人
と
自

然
の
可
能
性
を
ひ
ろ
げ
る
」
を
定

め
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
枠
を
超
え
て
、
人
と
自

然
が
と
も
に
豊
か
に
な
る
未
来
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
富
山
県
南な

ん
と砺

市
で
自
然
体
験

自
然
と
の
距
離
を

縮
め
る
の
が
使
命
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と
を
重
視
し
ま
し
た
。
黒
い
バ
ッ

ク
パ
ッ
ク
も
同
じ
発
想
で
す
。

　

人
々
が
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
日
常
と
自
然
と
の

距
離
を
近
づ
け
た
い
。
そ
れ
が
狙

い
で
す
。
黒
い
ア
ウ
タ
ー
や
バ
ッ

ク
パ
ッ
ク
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、

自
然
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
人
が

増
え
、
結
果
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
の

成
長
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
私
ひ
と
り
の
力
で
は

な
く
、
チ
ー
ム
全
体
で
成
し
遂
げ

た
成
果
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
フ
リ
ー 

ど
う
実
現
す
る
か

―
―
最
近
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
）
フ
リ
ー
の
素

材
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す

ね
。
撥
水
性
と
の
両
立
に
は
ジ
レ

ン
マ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
優
れ
た
撥
水
性
を

持
つ
一
方
で
、
環
境
や
人
体
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
有

害
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、

速
や
か
に
移
行
を
進
め
る
責
任
が

取
り
組
む
根
底
の
考
え
で
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
自
然
と
の
距
離

を
縮
め
る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
し
た

の
が
、
ザ
・
ノ
ー
ス
・
フ
ェ
イ
ス

の
黒
い
ア
ウ
タ
ー
ウ
ェ
ア
や
バ
ッ

ク
パ
ッ
ク
で
す
。

黒
い
ア
ウ
タ
ー
に 

隠
さ
れ
た
戦
略

―
―
街
中
で
も
よ
く
見
か
け
る
人

気
商
品
で
す
ね
。
こ
れ
ら
の
商
品

が
な
ぜ
「
自
然
と
の
距
離
を
縮
め

る
」
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

昔
は
、
山
で
遭
難
し
た
際
に
見

つ
け
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う
、
赤

や
黄
色
な
ど
目
立
つ
色
を
身
に
着

け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
派
手
な

色
は
日
常
生
活
で
は
取
り
入
れ
に

く
く
、
着
づ
ら
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
時
の
私
は
、
ま
ず

黒
い
レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
を
つ
く
り
ま

し
た
。
黒
は
自
然
の
中
で
は
目
立

た
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
人
は
山
よ
り
も
街

で
過
ご
す
時
間
が
長
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
山
で
も
街
で
も
使
え
る
こ

施
設
「
プ
レ
イ
ア
ー
ス
パ
ー
ク 

ネ
イ
チ
ャ
ー
リ
ン
グ 

フ
ォ
レ
ス

ト
」
を
２
０
２
７
年
初
夏
に
開
業

予
定
で
す
。
そ
の
狙
い
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

プ
レ
イ
ア
ー
ス
パ
ー
ク
は
、
自

然
の
中
で
想
像
力
や
利
他
の
精
神

を
育
む
体
験
を
提
供
す
る
施
設
で

す
。

　

自
然
に
は「
生
き
た
教
育
の
場
」

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、

子
ど
も
の
こ
ろ
は
海
や
山
で
過
ご

す
こ
と
が
多
く
、
魚
を
獲
っ
た
り

昆
虫
を
観
察
し
た
り
し
な
が
ら
、

自
然
の
営
み
を
肌
で
感
じ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
現
代
の
子
ど
も
や
若

い
世
代
は
、
自
然
か
ら
学
ぶ
機
会

が
減
っ
て
い
ま
す
。
山
の
開
発
や

海
の
埋
め
立
て
と
い
っ
た
環
境
変

化
も
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
要
因

は
「
人
の
意
識
」
で
す
。

　

日
本
に
は
、
季
節
の
移
ろ
い
を

約
5
日
ご
と
に
捉
え
る
「
七
十
二

候
」
と
い
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。

自
然
の
表
情
の
変
化
を
感
じ
取
る

こ
と
で
、
自
分
も
自
然
の
一
部
で

あ
る
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、

人
間
の
土
台
を
育
む
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
感
性
が
磨
か
れ
れ

ば
、「
自
然
を
守
り
た
い
」「
世
界

を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
意
識
に

も
自
然
と
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず

で
す
。

　

道
端
の
草
花
か
ら
で
も
、
自
然

を
感
じ
取
る
こ

と
は
で
き
ま

す
。
日
常
生
活

と
自
然
の
距
離

を
縮
め
、
感
性

を
取
り
戻
す
―

―
。
そ
れ
が
、

私
が
ア
ウ
ト
ド

ア
ビ
ジ
ネ
ス
に

▼
全
文
は
オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

　
（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く
だ
さ
い

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
従
来
の

撥
水
性
能
を
維
持
し
つ
つ
、
よ
り

安
全
で
持
続
可
能
な
素
材
に
切
り

替
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
通

じ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
フ
リ
ー
素
材
の

開
発
に
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
へ
の
出
資
や
技
術
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。同
時
に
素
材
メ
ー

カ
ー
と
も
連
携
し
、
共
同
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
新
技
術
を
独
占
せ

ず
、
世
界
中
で
広
く
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
社
だ
け
で
技
術
を
抱
え
込
ん
で

も
、
社
会
全
体
の
進
歩
に
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
知
見
を

共
有
す
る
こ
と
で
業
界
全
体
、
さ

ら
に
は
世
界
全
体
が
持
続
可
能
な

方
向
へ
と
進
化
す
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
社
は
、
25
年

内
に
代
替
素
材
に
切
り
替
え
る
予

定
で
す
。

top interview

ザ・ノース・フェイスで人気の黒いアウター
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―
―
２
０
２
６
年
の
サ
ス
テ
ナ
経

営
の
ト
レ
ン
ド
を
ど
う
見
て
い
ま

す
か
。

　

25
年
前
半
は
米
国
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
報
道
さ
れ
、

企
業
に
も
不
安
が
広
が
り
ま
し

た
。
し
か
し
現
在
は
「
や
は
り
持

続
可
能
性
に
向
き
合
う
べ
き
だ
」

と
い
う
方
向
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
残
高
も
底
堅
く
、

一
時
的
な
「
揺
り
戻
し
」
は
あ
っ

て
も
、
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
は
揺

ら
が
な
い
。
企
業
も
投
資
家
も
、

持
続
可
能
性
を
前
提
と
し
た
経
営

に
回
帰
す
る
。
そ
れ
が
26
年
の

大
き
な
潮
流
に
な
る
と
見
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
も
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
基
準
の
開

示
や
排
出
量
取
引
制
度
が
本
格
化

し
ま
す
。

公
平
な
競
争
環
境 

循
環
の
土
台
に

―
―
25
年
10
月
に
は
キ
リ
ン
や
ユ

ニ
・
チ
ャ
ー
ム
な
ど
８
社
と
水
平

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
「
高
度
な
資
源

循
環
」
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
環

境
省
に
法
改
正
を
訴
え
ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、
欧
州
が
環
境
政
策

に
取
り
入
れ
て
い
る「
ボ
ー
ナ
ス
・

マ
ル
ス
」
の
仕
組
み
の
導
入
を
提

案
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ナ
ス
・
マ
ル

ス
と
は
、
取
り
組
ん
だ
企
業
に
対

し
て
は
、
ボ
ー
ナ
ス
（
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
）
を
、
取
り
組
ま
な
い
企

業
に
は
、
マ
ル
ス
（
罰
金
な
ど
）

を
課
す
考
え
方
で
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
資
源
循
環
に

取
り
組
む
こ
と
で
コ
ス
ト
増
や
手

続
き
上
の
負
担
が
増
す
状
況
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
使
用
済
み

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
を
サ
ー
マ
ル

処
理
す
る
こ
と
な
く
、
高
度
な
資

源
循
環
に
取
り
組
む
企
業
に
対
し

て
は
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

や
遵
守
コ
ス
ト
の
軽
減
を
求
め
た

の
で
す
。

　

国
際
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
条
約
の
議

論
は
想
定
よ
り
遅
れ
、
世
界
全

体
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す

Interview 03

常務執行役員
藤川 宏

キリンホールディングス

　
２
０
２
５
年
は
米
国
や
欧
州
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
「
揺
り
戻
し
」
が
起
き
た
。
だ
が
、

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
戦
略
を
統
括
す
る
藤
川
宏
・
常
務
執
行

役
員
は
「
26
年
は
、
企
業
も
投
資
家
も
サ
ス
テ
ナ
経
営
に
回
帰
す
る
」
と
言
い

切
っ
た
。
同
社
は
、
脱
炭
素
と
成
長
の
両
立
を
目
指
す
た
め
、
公
平
な
競
争
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。�

（
聞
き
手
＝
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
池
田
真
隆
）

反
Ｅ
Ｓ
Ｇ
は
一
時
的

サ
ス
テ
ナ
回
帰
へ

ふじかわ・ひろし
１９８７年にキリンビール株式会社に入社。豪州、シンガ
ポールなどに駐在し、各地でトップマネジメントに加わり、
事業経営を経験。17 年からキリンホールディングス株式
会社 人事総務部長、22 年 3 月末からＣＳＶ戦略部長を
経て 24 年 3 月末から常務執行役員。国内外のステーク
ホルダーと信頼関係を築き、27 年にはキリングループを
世界のＣＳＶ先進企業に成長させることを目指す。

る
に
は
難
し
い
局
面
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
再
生
素
材
の

価
格
は
乱
高
下
し
、
依
然
と
し
て

バ
ー
ジ
ン
素
材
よ
り
高
い
状
況
に

あ
る
。

　

せ
っ
か
く
努
力
し
て
も
、
コ
ス

ト
面
の
逆
風
で
不
利
に
な
る
の
は

望
ま
し
い
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
公
平
な
競
争
条
件

を
整
え
る
制
度
設
計
に
向
け
、
企

業
と
し
て
声
を
上
げ
る
べ
き
だ
と

判
断
し
ま
し
た
。

―
―
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
を
使
う

と
、
実
際
ど
れ
ほ
ど
コ
ス
ト
が
変

わ
り
ま
す
か
。

　

相
場
に
よ
っ
て
上
下
し
ま
す

が
、
当
社
の
規
模
で
も
数
億
円
単

位
で
影
響
が
出
ま
す
。
仮
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
容
器
を
す
べ
て
リ
サ
イ

ク
ル
素
材
に
切
り
替
え
る
と
、
二

桁
億
円
規
模
の
負
担
に
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
大
手
メ
ー
カ
ー
全
体
に

当
て
は
ま
る
話
で
、
全
社
が
本

気
で
取
り
組
め
ば
「
社
会
全
体
と

し
て
ど
の
く
ら
い
コ
ス
ト
を
吸
収

写
真
：
廣
瀬
真
也

脱
炭
素
と
成
長
の
両
立
に
は
公
平
な
競
争
環
境
が
不
可
欠
と
強
調
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掲
げ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
ど
の
程

度
社
内
に
浸
透
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
理
解
」
と
い
う
意
味
で
は
90

点
以
上
で
す
。
し
か
し
、
理
解
し

た
上
で
「
共
感
し
、
自
ら
の
業
務

で
実
践
す
る
」
段
階
は
ま
だ
伸
び

し
ろ
が
あ
り
ま
す
。
間
接
部
門
の

社
員
に
と
っ
て
、
日
々
の
業
務
と

Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
つ
な
が
り
は
分
か
り
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
コ
ス
ト
と
社
会
価
値
の

バ
ラ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
局
面
が
増

え
ま
す
。
再
生
素
材
や
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
は
、
取
り
組

み
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
追
加
コ
ス

ト
が
増
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
公
平
な
ル
ー
ル

設
計
を
進
め
る
と
同
時
に
、
バ
イ

オ
プ
ラ
や
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
「
ア
ル
フ
ァ
（
付
加
価
値
）」

を
生
み
出
す
技
術
開
発
が
必
要

で
す
。
努
力
が
経
済
価
値
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
ど
う
作
り
、
事
例

を
積
み
上
げ
る
か
が
鍵
に
な
り
ま

す
。

で
き
る
の
か
」
と
い
う
、
よ
り
大

き
な
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

―
―
上
が
っ
た
コ
ス
ト
を
商
品
価

格
に
転
嫁
す
る
議
論
は
社
内
で
あ

り
ま
し
た
か
。

　

飲
料
の
価
格
は
、
原
材
料
費
だ

け
で
な
く
物
流
費
や
人
件
費
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
「
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
に
し
た
か

ら
値
上
げ
で
す
」
と
単
純
に
説
明

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
費
者
が
少
し
で
も
環
境
配
慮

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
な
る
べ
く
価
格
を
上
げ
ず
に

実
行
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
と
は
い
え
コ
ス
ト
上
昇
は

無
視
で
き
な
い
た
め
、
継
続
性
を

ど
う
担
保
す
る
か
は
常
に
議
論
し

て
い
ま
す
。

―
―
今
回
の
提
言
に
つ
い
て
、
行

政
側
の
反
応
や
手
ご
た
え
は
ど
う

で
す
か
。

　

正
直
、
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
以
降
の
イ
ン
フ
レ

や
円
安
も
重
な
り
、消
費
者
が「
安

い
ほ
う
へ
」
向
か
う
傾
向
が
強

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
逆
風
の

中
で
も
、
努
力
し
て
い
る
企
業
が

き
ち
ん
と
報
わ
れ
、
競
争
条
件
が

公
平
に
な
る
よ
う
な
ル
ー
ル
整
備

が
急
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
環
境
配
慮
型
の
商
品
に
つ
い

て
は
、
消
費
者
に
は
十
分
伝
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ま
す
か
。

　

現
時
点
で
は
、
十
分
に
伝
わ
っ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
面
が
あ

り
ま
す
。「
環
境
の
た
め
に
選
ぶ
」

と
い
う
購
買
行
動
は
、
ま
だ
一
部

の
消
費
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
芽
が
出
始
め
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。

　

た
と
え
ば
神
奈
川
県
が
実
施
し

て
い
る
C
O
2
削
減
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
、「
生
茶
」
に

C
O
2
削
減
率
を
示
す
「
デ
カ
ボ

ス
コ
ア
」
を
表
示
し
た
と
こ
ろ
、

売
れ
行
き
が
明
確
に
伸
び
ま
し

た
。
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
効
果
も
あ

り
ま
す
。

　

フ
ァ
ン
ケ
ル
の
店
頭
で
も
、
環

境
面
の
取
り
組
み
を
き
ち
ん
と
説

明
す
る
と
、
売
り
上
げ
が
2
割
伸

び
た
例
が
あ
り
ま
す
。

「
環
境
に
良
い
」が 

購
入
の
動
機
に

―
―
消
費
者
の
行
動
が
本
格
的
に

変
わ
る
の
は
何
年
後
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

　

お
そ
ら
く
10
年
単
位
は
掛
か
る

と
思
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
若
い

世
代
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
が
学
校
教

育
で
必
修
に
な
っ
た
の
は
20
年
。

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
数
年
で
、
す
で

に
中
高
生
の
意
識
は
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

彼
ら
が
成
人
し
購
買
力
を
持
つ

こ
ろ
に
は
、
環
境
配
慮
は
「
特
別

な
価
値
」
で
は
な
く
「
当
然
の
前

提
」に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
よ
う
に
爆
発
的
に
普
及
す

る
タ
イ
プ
の
変
化
で
は
な
く
、
長

い
時
間
を
か
け
て
積
み
上
が
る
線

形
的
な
変
化
で
す
。

　

私
は
彼
ら
の
行
動
を
変
え
る
た

め
に
は
３
つ
の
要
素
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
ポ

イ
ン
ト
」
の
付
与
で
す
。
二
つ
目

が
「
価
格
据
え
置
き
」
で
す
。
最

後
が
、
環
境
に
良
い
こ
と
を
し
た

と
い
う
「
実
感
」
で
す
。

　

現
時
点
で
は
、
ま
ず
価
格
と
ポ

イ
ン
ト
が
有
力
で
す
。
消
費
者
が

日
々
の
生
活
防
衛
を
優
先
し
て
い

る
の
は
事
実
で
す
。
た
だ
、
美
味

し
さ
や
安
心
な
ど
の
基
本
価
値
が

満
た
さ
れ
て
い
る
前
提
で
、「
環

境
に
良
い
」
と
い
う
要
素
が
最
終

的
な
決
め
手
に
な
る
事
例
は
確
実

に
増
え
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
実
践 

伸
び
し
ろ
は
多
い

―
―
13
年
に
国
内
企
業
で
初
め
て

Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
共
通
価
値
の
創
造
）
を

▼
全
文
は
オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

　
（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く
だ
さ
い

top interview

キリンやユニ・チャームなど８社の有志企業の担当者らが環境省に法改正の提言
書を届けた　（写真提供：WWFジャパン）
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―
―
当
初
は
航
空
事
業
に
限
定
し

て
い
た
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
が
、
最

近
で
は
非
航
空
事
業
も
包
括
す
る

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化

の
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

や
は
り
大
き
か
っ
た
の
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
際
線
が
社
会
情

勢
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
が
、
国
内
線
も
含
め
て
お

客
様
が
全
く
飛
行
機
を
お
使
い
に

な
ら
れ
ず
、
移
動
が
止
ま
っ
た
と

い
う
状
況
は
初
め
て
で
し
た
。
航

空
事
業
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き

た
当
社
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
か
な

り
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

　

私
は
当
時
、
鹿
児
島
で
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
お
盆
や
お
正
月

な
ど
、
定
期
的
に
家
族
に
会
い
に

帰
省
す
る
と
い
う
、
昔
な
が
ら
の

文
化
の
良
さ
も
見
ら
れ
る
土
地
で

す
。
し
か
し
移
動
が
制
限
さ
れ
る

中
で
、
そ
う
し
た
行
動
も
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
感
じ
た
の

は
、「
移
動
」
は
単
な
る
手
段
で

は
な
く
、実
は「
関
係
・
つ
な
が
り
」

と
い
う
極
め
て
大
き
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

の
生
み
出
す
価
値
に
つ
い
て
、
視

点
や
発
想
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

社
会
課
題
の
解
決
に
当
た
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
発
展
し
て
い
こ
う

と
、
２
０
２
３
年
に
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
営
業
本
部
を
立
ち
上
げ
て

以
来
、「
移
動
」
を
通
じ
た
「
関
係
・

つ
な
が
り
」
を
生
む
会
社
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
目
標

を
定
め
、進
捗
を
測
る
指
標
が「
関

係
・
つ
な
が
り
総
量
」
で
す
。

非
財
務
指
標
で 

経
済
価
値
高
め
る

―
―
「
関
係
・
つ
な
が
り
総
量
」

の
考
え
方
と
、
そ
の
拡
大
が
ど
の

よ
う
な
価
値
を
生
み
出
す
の
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
関
係
・
つ
な
が
り
総
量
」
は
、

関
係
人
口
と
、
地
域
と
の
関
わ
り

度
と
の
か
け
算
で
す
。

Interview 04

常務執行役員・ソリューション営業本部長 
越智健一郎

日本航空

　
日
本
航
空
は
、
２
０
１
０
年
の
経
営
破
綻
や
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
を
経
て
、「
移

動
」
を
超
え
た
価
値
の
創
出
に
挑
む
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
戦
略
を
最
上
位
の
戦
略
に
位
置

付
け
、
創
出
価
値
の
中
心
に
「
関
係
・
つ
な
が
り
総
量
」
と
い
う
非
財
務
指
標

を
据
え
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
目
指
す
価
値
の
創
出
に
つ
い
て
、
越
智
健
一
郎
・
常
務

執
行
役
員
に
話
を
聞
い
た
。�

（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
北
村
佳
代
子
）

「
関
係
・
つ
な
が
り
」
で

地
域
活
性
化
し
た
い

おち・けんいちろう
1989 年、日本航空入社。2017 年国内路線事業部長を
経て、2019 年より日本航空執行役員に就任。同年 6 月
に日本エアコミューター代表取締役社長となり、2022 年
4 月から常務執行役員を務める。

　

当
社
で
は
関
係
人
口
を
、「
帰

省
や
業
務
出
張
を
含
み
、
地
域
を

１
年
間
に
複
数
回
訪
れ
る
、
地
域

と
継
続
的
か
つ
多
様
な
関
わ
り
を

持
つ
人
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

年
に
２
回
以
上
、
同
一
地
点
に
航

空
移
動
し
た
人
の
数
を
搭
乗
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
算
出
し
ま
す
。

　

そ
の
関
係
人
口
が
、
同
一
地
点

に
何
回
行
っ
た
か
を
、今
度
は「
地

域
と
の
関
わ
り
度
」
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
し
、そ
の
か
け
算
を
「
関
係
・

つ
な
が
り
総
量
」と
し
て
い
ま
す
。

23
年
の
７
２
０
万
人
・
回
か
ら
、

30
年
に
は
1.5
倍
の
１
０
８
０
万

人
・
回
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

定
量
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ

と
で
、
航
空
事
業
で
は
経
済
価

値
を
高
め
、「
関
係
・
つ
な
が
り
」

で
お
客
様
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

向
上
に
も
寄
与
し
、地
域
の
創
生
・

活
性
化
を
通
じ
て
社
会
課
題
の
解

決
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
と
の
縁
が
生
ま
れ
る
き
っ

か
け
は
多
様
で
す
。
私
自
身
の
出

写
真:

廣
瀬
真
也

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
浸
透
に
も
注
力
し
た
い
」と
語
る
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順
調
で
す
。
特
に
、
25

歳
以
下
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
カ
ー

ド
会
員
が
対
象
の
お
得

な
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
カ
ー
ド
ス
カ

イ
メ
イ
ト
運
賃
」
が
好
調

で
、
若
年
層
の
関
係
人
口

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
課
題
は
、
関
わ

り
度
の
訪
問
者
数
を
ど

の
よ
う
に
増
や
し
て
い

く
か
で
す
。
そ
の
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
推
進
し
て
い
る
の

が
「
二
地
域
居
住
」
で
す
。

　

内
閣
府
に
よ
る
幸
福

度
の
調
査
で
は
、
居
場
所
や
つ
な

が
り
、
自
分
の
貢
献
で
き
る
地
域

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
が
高
ま
る
と
の
統
計

も
出
て
い
ま
す
。

　
「
関
係
・
つ
な
が
り
総
量
」
を

高
め
て
い
く
こ
と
は
、
航
空
会
社

に
と
っ
て
は
新
し
い
挑
戦
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
取
り
組
み
は
、
地

方
創
生
に
寄
与
し
、
人
々
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
社
会

価
値
の
創
出
に
注
力
す
る
こ
と

関係・つながり
総量

関係人口

認識人口

関係人口化率

関わり度
関わり度

（訪問回数）

×
×

×

が
、
当
社
の
経
済
価
値
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
元
の
方
々
が
な
か
な
か
気
づ

か
な
い
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、

そ
の
魅
力
を
一
緒
に
磨
き
上
げ
、

発
信
し
、
そ
し
て
人
々
の
移
動
の

き
っ
か
け
と
し
て
い
く
。
地
域
目

線
と
、
移
動
さ
れ
る
お
客
様
目
線

と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
く
の

関
係
者
を
巻
き
込
み
、
と
も
に
価

値
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

身
は
兵
庫
県
で
す
が
、
仕
事
を
通

じ
て
転
勤
・
単
身
赴
任
な
ど
で
鹿

児
島
と
の
ご
縁
が
で
き
、
今
で
は

鹿
児
島
へ
の
愛
着
も
強
く
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ア
ニ
メ
が
好
き
で
ア
ニ

メ
の
聖
地
を
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
そ
の
地
の
人
や
食
に
触

れ
、単
な
る
旅
行
で
終
わ
ら
ず
に
、

地
域
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
関
係
人

口
に
な
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。

各
地
の
魅
力
を 

発
掘
し
発
信
す
る

―
―
「
関
係
・
つ
な
が
り
総
量
」

の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
社
会
課

題
の
解
決
に
も
寄
与
し
て
い
か
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

は
い
。
地
域
に
興
味
を
お
持
ち

い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
。
そ
の

き
っ
か
け
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
、
24
年
８
月
に
は
「
旅
ア
カ
デ

ミ
ー
」
と
い
う
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。
従
来
の
観
光
ツ
ア
ー

と
異
な
る
の
は
、
よ
り
豊
か
な
人

生
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
と
な
る

テ
ー
マ
を
設
け
て
い
る
点
で
す
。

　

例
え
ば
「
ワ
イ
ン
」
が
テ
ー
マ

な
ら
、
ワ
イ
ン
に
知
見
の
あ
る
方

を
講
師
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
参

加
者
に
学
び
を
深
め
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
実
際
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
を

訪
問
し
た
り
、
収
穫
や
作
る
工
程

を
体
験
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
そ

の
地
点
と
の
関
わ
り
が
深
く
な
る

き
っ
か
け
を
ご
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

ほ
か
に
も
香
川
・
三
豊
市
で
は
、

「
地
域
創
生
」
と
い
う
社
会
課
題

を
テ
ー
マ
に
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
学
ん
だ

り
、「
離
島
」
を
テ
ー
マ
に
、
鹿

児
島
・
与
論
島
な
ど
で
島
特
有
の

課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
考
え
た

り
と
、
若
者
や
年
配
の
方
に
限
ら

ず
、
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
お
集

ま
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
旅
ア
カ
デ
ミ
ー
」一
つ
を
と
っ

て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
の
方

が
、
社
会
課
題
を
認
識
し
、
解
決

さ
れ
た
い
と
い
う
意
志
を
お
持
ち

だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
で

先
行
し
て
顕
在
化
す
る
人
口
減
少

の
課
題
に
対
し
て
も
、「
関
係
・

つ
な
が
り
総
量
」
を
増
や
す
こ
と

で
、
課
題
解
消
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

旅
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
現
時
点
で

は
、
国
内
の
お
客
様
を
対
象
に
、

日
本
国
内
に
限
ら
ず
海
外
も
含
め

た
訪
問
先
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す

が
、
将
来
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
で
来
ら
れ
日
本
に
魅
力
を
感
じ

て
く
だ
さ
る
海
外
の
お
客
様
向
け

の
提
供
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
の
訪
問
先
は
、
東

京
、
大
阪
、
京
都
な
ど
大
都
市
に

集
中
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

日
本
の
魅
力
は
全
国
各
地
に
広

が
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
日
本
各
地
の
魅
力
を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
も
発
信
で

き
れ
ば
、
観
光
客
を
分
散
で
き
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

移
動
の
障
壁
下
げ 

幸
福
度
高
め
る

―
―
目
標
指
標
の
達
成
に
向
け

て
、
現
状
の
進
捗
と
課
題
を
ど
う

認
識
し
て
い
ま
す
か
。

　

関
係
人
口
に
つ
い
て
の
進
捗
は

▼
全
文
は
オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

　
（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
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今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
は
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
の「
初
」
だ
っ
た
。「
地

球
の
肺
」と
言
わ
れ
る
ア
マ
ゾ
ン

の
河
口
・
ベ
レ
ン
で
開
催
し
、「
森

林
Ｃ
Ｏ
Ｐ
」
を
表
象
し
た
ほ
か
、

米
連
邦
政
府
か
ら
の
代
表
団
が
一

人
も
参
加
し
な
い
の
も
初
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
世
界
の
気
温

上
昇
が
通
年
で「
1.5
℃
」
を
超
え

て
か
ら
迎
え
る
初
の
C
O
P
で

も
あ
っ
た
。

　

す
で
に
人
為
的
な
気
候
変
動
の

影
響
に
よ
り
、
世
界
各
地
で
気
候

災
害
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

議
長
国
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ラ
大
統

領
は
、
今
回
の
会
議
を「
真
実
の

　
25
年
11
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ
レ
ン
で
開
催
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
30

回
締
約
国
会
議
）
は
、「
化
石
燃
料
の
段
階
的
廃
止
」
を
合
意
文
書
に
盛
り
込
め
ず
に
閉
幕
し
た
。

石
炭
火
力
発
電
容
量
で
世
界
7
位
の
韓
国
が
「
脱
石
炭
連
盟
」
の
加
盟
を
発
表
す
る
な
ど
、
化

石
燃
料
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
機
運
も
高
ま
っ
た
が
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
制
の
制
約
が
合
意
文
書

の
ト
ー
ン
を
弱
め
る
形
と
な
っ
た
。�
（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
北
村
佳
代
子
、
吉
田
広
子
、
池
田
真
隆
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
韓
国
の
2
カ

国
に
な
っ
た
。
ま
た
同
日
、
石
炭

火
力
発
電
を
保
有
し
た
こ
と
の
な

い
バ
ー
レ
ー
ン
も
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ａ
に
加

盟
し
た
。

　

韓
国
の
環
境
N
G
O
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
・
ア
ワ
・

ク
ラ
イ
メ
ー
ト
は
、「
韓
国
は
石
炭

の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
輸
入
に
依
存
し

て
い
る
。
石
炭
火
力
の
段
階
的
な

廃
止
は
、
数
十
億
ド
ル
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
輸
入
費
の
削
減
に
つ
な
が

る
」と
加
盟
を
歓
迎
し
た
。

　

韓
国
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
日

本
に
次
い
で
、
世
界
第
4
位
の
一

般
炭
の
輸
入
国
で
あ
り
、
石
炭
火

力
発
電
設
備
容
量
で
世
界
第
7

位
だ
。

　

英
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ク
タ
ン

ク
の
エ
ン
バ
ー
に
よ
る
と
、
24
年

の
同
国
電
力
に
占
め
る
石
炭
火

力
発
電
の
比
率
は
30
・
５
％
だ
っ

た
。
09
年
の
46
・
３
％
か
ら
は
大

き
く
縮
小
し
た
が
、
化
石
燃
料
比

率
は
ガ
ス
も
合
わ
せ
て
依
然
6

割
と
高
い
。

　
「
数
年
前
な
ら
、
韓
国
が
石
炭

火
力
発
電
の
段
階
的
廃
止
を
表

野
心
欠
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30

韓
国
は
脱
石
炭
も

第 2 特集

Ｃ
Ｏ
Ｐ
」（
科
学
を
尊
重
し
、
偽
情

報
と
対
峙
す
る
場
）で
あ
る
と
同

時
に
、「
実
行
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
」と
位
置

づ
け
、
各
国
の
約
束
を
具
体
的
な

行
動
に
移
す
決
意
を
示
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
先
住
民

の
言
葉
で「
共
同
作
業
・
協
働
」を

意
味
す
る「m

utirão

（
ム
チ
ラ

オ
ン
）」を
掲
げ
、
全
員
参
加
に
よ

る
協
力
の
精
神
を
強
調
し
た
。

「
脱
石
炭
連
盟
」に 

韓
国
が
加
盟
す
る

　

11
月
17
日
に
は
韓
国
政
府
が
、

石
炭
火
力
発
電
の
段
階
的
な
廃
止

を
目
指
す
国
際
的
な
枠
組
み「
脱

石
炭
連
盟（
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）」へ
の
加

盟
を
表
明
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ａ
は
17

年
11
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で
英
国
や

カ
ナ
ダ
が
主
導
す
る
形
で
発
足
し
、

現
在
60
カ
国
・
１
２
０
の
地
方
自

治
体
・
企
業
な
ど
の
団
体
で
構
成

す
る
。

　

韓
国
は
、
今
後
、
石
炭
火
力
発

電
の
新
設
を
中
止
し
、
40
年
ま
で

に
既
存
の
40
基
の
石
炭
火
力
発
電

所
を
段
階
的
に
廃
止
す
る
。
残
る

21
基
に
つ
い
て
も
26
年
中
に
、
閉

鎖
に
向
け
た
計
画
を
策
定
す
る
と

い
う
。

　

韓
国
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
ア
ジ

ア
か
ら
の
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ａ
加
盟
国
は
、

明
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
」と
エ
ン
バ
ー
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ブ
ラ
ッ
ク
政
策
戦
略
部
長
は
語
る
。

「
し
か
し
、
パ
リ
協
定
か
ら
10
年

で
石
炭
火
力
発
電
を
3
分
の
1
減

少
さ
せ
た
韓
国
の
現
状
を
踏
ま
え

れ
ば
、
論
理
的
な
選
択
だ
」（
同
）

化
石
燃
料
の
廃
止 

80
カ
国
超
が
求
め
る

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
期
間
中
は
、
議
長
国
ブ

ラ
ジ
ル
の
主
導
で
、
化
石
燃
料
の

脱
却
と
森
林
破
壊
を
防
ぐ
た
め
の

実
行
可
能
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策

定
に
向
け
た
機
運
も
高
ま
っ
た
。

な
か
で
も「
化
石
燃
料
廃
止
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」の
策
定
案
は
、
気
候

変
動
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
よ

う
と
す
る
国
々
ら
を
中
心
に
、
80

カ
国
超
か
ら
の
賛
同
を
集
め
た
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
メ
キ
シ
コ
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
、
石
油
・
ガ
ス
産
出

国
や
、
韓
国
な
ど
、
加
盟
国
全
体

の
４
割
超
が
賛
同
を
示
し
た
も

の
の
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
化
石
燃

料
の
生
産
全
体
に
占
め
る
比
率

は
７
％
、
消
費
に
占
め
る
比
率
は

13
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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結
果
的
に
、
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
策
定
は
お
ろ
か
、
合
意
文
書

に
は「
化
石
燃
料
」
の
文
言
す
ら

入
ら
な
か
っ
た
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
グ
ス
タ
ボ
・
ペ

ト
ロ
大
統
領
は
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
の

宣
言
で
、
科
学
が
述
べ
る
よ
う
に
、

気
候
危
機
の
原
因
が
、
資
本
が
使

用
す
る
化
石
燃
料
で
あ
る
と
明
確

に
述
べ
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
私
は

受
け
入
れ
な
い
。
そ
れ
が
な
け
れ

ば
、
他
の
す
べ
て
は
偽
善
だ
」と
、

合
意
文
書
を
痛
烈
に
批
判
す
る
内

容
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
た
。

　

複
数
の
海
外
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ロ
シ
ア

な
ど
の
主
要
な
化
石
燃
料
生
産
国

た
日
本
の
気
候
政
策
に
お
け
る

意
欲
の
欠
如
は
、
ベ
レ
ン
で
も
明

ら
か
だ
っ
た
。
韓
国
が
石
炭
火
力

発
電
の
段
階
的
廃
止
の
宣
言
に
加

わ
っ
た
の
と
は
対
照
的
」（
伊
与

田
氏
）と
断
じ
た
。

「
パ
リ
協
定
は
、 

機
能
し
て
い
る
」

　
「
森
林
Ｃ
Ｏ
Ｐ
」
と
し
て
目
指

し
て
い
た
、
森
林
破
壊
を
止
め
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
も
、
合
意

文
書
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

「
ア
マ
ゾ
ン
で
の
森
林
破
壊
を
や

め
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
合
意
で
き

な
い
な
ら
、
ど
こ
で
合
意
す
る
の

か
」（
パ
ナ
マ
の
フ
ア
ン
・
カ
ル
ロ

ス
・
モ
ン
テ
レ
イ
・
ゴ
メ
ス
気
候

変
動
特
別
代
表
）と
の
声
も
出
た
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
30
に
は
、
世
界
各
国
か
ら
Ｃ
Ｏ

Ｐ
史
上
最
多
と
な
る
約
３
千
人
の

先
住
民
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
、

森
林
再
生
に
関
す
る
知
見
を
取
り

込
ん
だ
議
論
も
進
ん
だ
。
ま
た
先

住
民
族
の
土
地
所
有
権
の
確
保
な

ど
の
点
で
も
成
果
を
見
た
。

　

適
応
資
金
に
つ
い
て
は
、
35
年

feature story 2

ま
で
に
３
倍
に
増

や
す
こ
と
で
合
意

し
、
よ
り
多
く
の

国
が
必
要
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
見
込
み

も
立
っ
た
。

　

ま
た
、
国
家
レ

ベ
ル
の「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
気
候
」
担

当
窓
口
の
支
援
拡

充
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
行
動
計
画（
Ｇ

Ａ
Ｐ
）を
更
新
す
る
な
ど
、
29
の

決
定
事
項
で
合
意
し
た
。

　

議
長
国
ブ
ラ
ジ
ル
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の

枠
組
み
の
外
で
、
化
石
燃
料
と
森

林
破
壊
を
止
め
る
た
め
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定
を
、
来
年
ト
ル
コ

で
開
催
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
31
ま
で
継
続
的

に
主
導
し
て
い
く
と
約
束
し
た
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ（
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
）の
サ
イ
モ
ン
・
ス

テ
ィ
ー
ル
事
務
局
長
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

30
の
閉
会
式
で
、「
今
年
は
、
あ
る

国
が
一
歩
退
い
た
こ
と
が
大
き
く

注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
、
強
風
の

よ
う
な
政
治
的
逆
風
の
中
で
も
、

や
、
イ
ン
ド
、
中
国
か
ら
強
い
反

発
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
日

本
も
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定

に
は
賛
同
を
表
明
し
な
か
っ
た
。

　

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の3

5
0

.

org

ジ
ャ
パ
ン
の
伊
与
田
昌
慶

キ
ャ
ン
ペ
ー
ナ
ー
は
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30

ベ
レ
ン
会
議
は
、
日
本
が
パ
リ
協

定
の
1.5
℃
目
標
達
成
に
貢
献
せ
ず
、

化
石
燃
料
依
存
が
招
く
気
候
災
害

リ
ス
ク
や
社
会
経
済
的
損
失
か
ら

国
民
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
を
改
め
て
証
明
し
た
」と

失
望
の
意
を
表
し
た
。

　
「
80
カ
国
以
上
の
国
々
が
脱
化

石
燃
料
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

支
援
し
た
中
、
こ
れ
に
背
を
向
け

１
９
４
カ
国
は
固
く
団
結
し
、
気

候
協
力
を
支
持
す
る
揺
る
ぎ
な
い

姿
勢
を
示
し
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　

そ
し
て
、「
数
十
億
人
を
代
表
す

る
国
々
が
一
つ
の
声
で
、
パ
リ
協

定
は
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
表
明

し
た
」と
ま
と
め
た
。

　

ス
テ
ィ
ー
ル
事
務
局
長
は

「
C
O
P
30
で
、
ム
チ
ラ
オ
ン
が

実
践
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
こ
の
C
O
P
30
で
勝
ち

取
っ
た
ム
チ
ラ
オ
ン
の
精
神
を
引

き
続
き
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」と
締
め
く
く
っ
た
。

▼
全
文
は
オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

　
（
有
料
記
事
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ご
覧
く
だ
さ
い
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国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
、
世
界
的
に
低
価
格
の
再
エ
ネ
の
供
給
が
急

増
し
、
化
石
燃
料
時
代
は
間
も
な
く
終
焉
を
迎
え
る
と
報
告
す
る
。
英
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
エ
ン
バ
ー
も
、
25
年
は
電
力
需
要
が
大
幅
に
拡
大
す
る
中
で
、
再
エ
ネ
が
需
要
増
を

賄
い
、
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
が
伸
び
な
い
「
歴
史
的
転
換
点
」
に
な
る
と
ま
と
め
た
。 

�

（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
北
村
佳
代
子
）

再
エ
ネ
が
石
炭
抜
く　

歴
史
的
転
換
点
に

第 3 特集

電
力
需
要
の
増
加 

再
エ
ネ
だ
け
で
賄
う

　

英
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
エ
ン
バ
ー

に
よ
る
と
、
25
年
第
3
四
半
期
ま

で
の
9
カ
月
間
、
世
界
の
電
力

需
要
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や

冷
暖
房
の
利
用
を
背
景
に
、
前

年
同
期
か
ら
６
０
３
Ｔ
Ｗ
ｈ（
2.7　
　
　

%
）増
加
し
た
。

　

一
方
で
、
太
陽
光
発
電
は
同

４
９
８
Ｔ
Ｗ
ｈ（
31
％
）増
、
風
力

発
電
は
同
１
３
７
Ｔ
Ｗ
ｈ（
7.6
％
）

増
と
、
計
６
３
５
Ｔ
Ｗ
ｈ
成
長
し

て
お
り
、
再
エ
ネ
発
電
の
拡
大
分

が
電
力
需
要
の
増
加
分
を
上
回
っ

世
界
の
石
油
・
石
炭 

30
年
に
は
ピ
ー
ク
に

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｅ

Ａ
）も
ま
た
、
最
新
版
報
告
書「
世

界
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望
２
０
２
５
」

の
中
で
、
化
石
燃
料
か
ら
再
エ
ネ

へ
と
移
行
す
る
動
き
は「
不
可
避
」

だ
と
の
見
方
を
示
す
。

　

世
界
全
体
の
石
油
・
石
炭
の
需

要
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
化
石
燃

料
を
推
進
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
30
年
ま
で
に
ピ
ー
ク
に
達

す
る
と
ま
と
め
た
。

　

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
オ
イ
ル
・
チ
ェ

ン
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

デ
ビ
ッ
ド
・
ト
ン
氏
は
、
こ
の
報

告
書
を「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
単

独
の
国
が
阻
止
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
も

の
」だ
と
評
し
た
。

　

エ
ン
バ
ー
の
チ
ー
フ
ア
ナ
リ
ス

ト
も
、「
再
エ
ネ
と
電
化
が
未
来
を

支
配
す
る
。
す
べ
て
の
化
石
燃
料

輸
入
国
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る

こ
と
で
、
最
大
の
利
益
を
得
ら
れ

る
だ
ろ
う
」と
の
見
解
を
示
し
た
。

こ
れ
は
日
本
に
も
当
て
は
ま
る
。

た
。
な
か
で
も
太
陽
光
発
電
の
拡

大
は
著
し
く
、
25
年
９
月
の
時
点

で
、
24
年
通
年
で
の
太
陽
光
発
電

量
を
超
過
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
で
は
こ
の
9
カ
月

間
、
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
が
前

年
同
期
か
ら
1.1
％
減
少
し
、
イ
ン

ド
で
も
同
3.3
%
減
少
と
な
っ
た
。

化
石
燃
料
の
多
排
出
国
で
あ
る
こ

れ
ら
2
カ
国
が
け
ん
引
す
る
形
で
、

世
界
は
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
を

抑
制
し
た
。

　

過
去
に
、
化
石
根
燃
料
の
発
電

が
落
ち
込
ん
だ
の
は
、
い
ず
れ
も
、

金
融
危
機
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
、

電
力
需
要
全
体
が
落
ち
込
ん
だ
時

だ
っ
た
。
し
か
し
25
年
は
、
電
力

需
要
が
全
体
的
に
拡
大
す
る
中
で
、

化
石
燃
料
の
発
電
が
増
加
を
見
て

お
ら
ず
、
報
告
書
は
25
年
を
電
力

の「
歴
史
的
な
転
換
点
」
だ
と
ま

と
め
る
。

　

エ
ン
バ
ー
の
シ
ニ
ア
デ
ー
タ
ア

ナ
リ
ス
ト
は
、「
こ
れ
ま
で
成
長

領
域
だ
っ
た
化
石
燃
料
に
よ
る
発

電
は
、
停
滞
期
な
ら
び
に
緩
や
か

な
衰
退
期
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
化

石
燃
料
拡
大
の
最
大
の
け
ん
引
役

だ
っ
た
中
国
が
転
換
点
を
迎
え
、

電
力
需
要
の
増
加
分
を
化
石
燃
料

に
依
存
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

一
方
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
報
告
書
で
用

い
る
シ
ナ
リ
オ
に
関
し
て
は
、
米

共
和
党
な
ら
び
に
米
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
、
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、

化
石
燃
料
業
界
に
と
っ
て
よ
り
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
未
来
像
を
示
す
よ
う
、

圧
力
を
か
け
て
き
た
。
そ
の
影
響

も
あ
り
今
回
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
展
望
を
２
つ
の
シ
ナ
リ
オ
に

基
づ
い
て
示
し
た
。

　

一
つ
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
こ
こ
数
年

用
い
て
き
た
シ
ナ
リ
オ
で
、
現
行

政
策
だ
け
で
な
く
、
開
発
中
や
発

表
済
み
の
政
策
も
考
慮
し
た「
中

心
シ
ナ
リ
オ(

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｓ)

」
だ
。

そ
し
て
今
回
、
こ
れ
に
加
え
て
、

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
政
策
だ

け
を
考
慮
す
る「
現
行
政
策
シ
ナ

リ
オ(

Ｃ
Ｐ
Ｓ)

」
も
５
年
ぶ
り
に

復
活
さ
せ
た
。

　
「
現
行
政
策
シ
ナ
リ
オ
」は
、
化

石
燃
料
へ
の
需
要
が
よ
り
高
く
推

計
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導
入
に
つ
い

て
も
、「
中
心
シ
ナ
リ
オ
」よ
り
慎

重
に
見
積
も
る
。

　

し
か
し
、
ど
ち
ら
の
シ
ナ
リ
オ

に
お
い
て
も
、
再
エ
ネ
は
、
他
の
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保
障
上
の
新
た
な
リ
ス
ク
だ
と
Ｉ

Ｅ
Ａ
は
ま
と
め
た
。

新
規
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の 

急
増
に
疑
問
残
る

　

ま
た
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、
最
新
報
告
書

の
中
で
、
ガ
ス
需
要
の
見
通
し
を

上
方
修
正
し
た
も
の
の
、
25
年

に
急
増
し
た
新
規
L
N
G
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行

き
先
に
疑
問
が
残
る
と
も
指
摘
し

た
。

　

新
規
L
N
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
約
半
数
は
、
米
国
で
建
設
中
だ
。

米
国
以
外
で
は
2
割
が
カ
タ
ー
ル
、

次
い
で
カ
ナ
ダ
と
続
く
。
30
年
ま

で
に
稼
働
予
定
の
新
規
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
輸
出
能
力
は
、
年
間
３
千
億
㎥

(bcm
)

と
前
例
の
な
い
水
準
に
達

す
る
と
見
込
む
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
世
界
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

供
給
量
は
50
％
増
と
な
る
が
、
ガ

ス
需
要
に
つ
い
て
は
10
％
程
度
し

か
増
加
し
な
い
た
め
、
報
告
書
は

「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
行
き
先
に
疑
問
が
残

る
と
」指
摘
し
た
。

約
４
割
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

　

な
か
で
も
中
国
は
、
今
後
10
年

で
、
世
界
の
再
エ
ネ
導
入
量
の
45

～
60
％
を
占
め
る
最
大
市
場
で
あ

り
続
け
る
と
同
時
に
、
再
エ
ネ
技

術
の
最
大
製
造
国
と
し
て
の
地
位

を
維
持
し
て
い
く
と
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
見

通
す
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
電
池
の
生
産

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
多
く
は
中
国
に

集
中
し
て
お
り
、
そ
の
豊
富
な
生

産
能
力
が
同
国
製

品
の
価
格
競
争
力

に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、

24
年
に
は
、
太
陽
光

Ｐ
Ｖ
モ
ジ
ュ
ー
ル

は
実
際
の
導
入
量

の
2
倍
以
上
、
電
池

セ
ル
は
同
3
倍
の

製
造
能
力
に
達
し

た
と
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
指

摘
し
た
。

　

中
国
企
業
は
、
Ｅ

Ｖ
を
含
め
た
中
国

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
を
、
イ
ン
ド
ネ

太陽光の発電量は2025年9月の時点で2024年通年での発電量を超過した。
（EMBERの資料を基に、オルタナ編集部で作成）

主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
よ
り
も
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
成
長
を
続
け
て
い
く

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
示

す
。世

界
の
電
力
転
換 

中
国
が
け
ん
引
す
る

　

電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）、
冷
暖
房
、

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
関
連
で

の
電
力
需
要
の
増
加
を
背
景
に
、

世
界
の
電
力
需
要
は
今
後
10
年
で

シ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
海
外
で
も
投
資

を
進
め
て
い
る
。
特
に
発
展
途
上

国
で
は
、
コ
ス
ト
競
争
力
の
あ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
大
き
な
機
会
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
エ
ン
バ
ー
も
、「
中

国
の
化
石
燃
料
の
使
用
を
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
輸

出
先
の
新
興
国
に
お
け
る
化
石
燃

料
か
ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
迅
速
な
移
行
も
後
押
し
し
て
い

る
」と
、
25
年
9
月
に
発
行
し
た

報
告
書「
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
レ
ビ
ュ
ー
」の
中
で
強
調
し
た
。

　

エ
ン
バ
ー
の
同
報
告
書
に
よ

る
と
、
24
年
の
中
国
の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
額
は
13
・

６
兆
元（
約
２
８
０
兆
円
）
に
達

し
、
世
界
全
体
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
投
資
の
31
％
を
占
め
た
と

い
う
。

　

エ
ン
バ
ー
は
、
中
国
の
太
陽

光
発
電
能
力
は
、
30
年
に
は

１
２
５
５
Ｇ
Ｗ
に
達
す
る
と
の
強

気
の
予
測
も
示
す
。
こ
れ
は
、
Ｉ

Ｅ
Ａ
が
想
定
し
て
い
た
30
年
の
世

界
の
太
陽
光
導
入
量（
７
６
１
Ｇ

Ｗ
）を
65
％
上
回
る
水
準
だ
。

　

一
方
で
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
新
た
な
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
中
国
が
支
配

的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
る
こ
と

に
つ
い
て
の
懸
念
に
も
言
及
し
た
。

重
要
鉱
物
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
の
リ
ス

ク
と
し
て
脆
弱
性
が
顕
在
化
し
て

い
る
と
報
告
書
は
指
摘
す
る
。

　

コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
、

20
種
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
戦
略

鉱
物
の
う
ち
、
19
種
類
は
単
一
の

国
が
支
配
的
に
精
製
し
て
お
り
、

そ
の
平
均
市
場
シ
ェ
ア
は
約
70
％

に
達
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
れ
ら
鉱
物
は
電
力
網
、
電

池
、
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）に
と
っ

て
不
可
欠
な
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ

チ
ッ
プ
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
、

防
衛
シ
ス
テ
ム
、
そ
の
他
の
戦
略

産
業
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　

25
年
11
月
時
点
で
、
こ
れ
ら
戦

略
鉱
物
の
半
数
以
上
は
何
ら
か
の

輸
出
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、
重
要
鉱
物
の
こ
の
市
場
集
中

度
の
高
さ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

2024 合計

2025 予測

2024

2023

2022
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1 月 2 月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月

太陽光発電量の拡大スピード

▼
全
文
は
オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

　
（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
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仏
パ
リ
民
事
裁
判
所
は
25
年
10

月
23
日
、
同
国
の
石
油
・
ガ
ス
大

手
ト
タ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ズ
社（
仏
・

パ
リ
）
の
環
境
主
張
が「
誤
解
を

招
く
商
業
慣
行
」だ
と
し
て
、
広

告
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
表
記
を
削

除
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　

削
除
を
命
じ
た
の
は
、
同
社
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
お
け
る
主

要
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
る
」、「
社
会

と
と
も
に
２
０
５
０
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

す
る
」、「
国
連
の
持
続
開
発
目
標

に
沿
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を

戦
略
の
中
核
に
据
え
る
」、「
よ
り

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
よ
り
少
な

い
排
出
」と
い
う
記
載
だ
。

　

世
界
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
を
規
制
す
る
動
き
が
進
む
。

こ
れ
ま
で
欧
州
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ

の
Ｋ
Ｌ
Ｍ
航
空
や
ド
イ
ツ
の
ル

フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空
が
、「
曖
昧
な

環
境
主
張
」を
理
由
に
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
と
の
判
決
を
受
け
た
。

　

ト
タ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ズ
社
は
、
エ

ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル（
米
）、
シ
ェ
ブ

ロ
ン（
米
）、
Ｂ
Ｐ（
英
）、
シ
ェ
ル

（
英
）と
と
も
に「
石
油
メ
ジ
ャ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
世
界
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
大
手
企
業
だ
。

　

グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
の
判
決

が
石
油
メ
ジ
ャ
ー
に
下
っ
た
の
は
、

　
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
は
25
年
10
月
、
仏
石
油
・
ガ
ス
大
手
の
ト

タ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ズ
社
の
広
告
を
差
し
止
め
た
。
裁
判
所
が
石
油

メ
ジ
ャ
ー
の
広
告
に
対
し
て
、「
G
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
だ
と
し
て

差
し
止
め
命
令
を
出
し
た
の
は
世
界
初
だ
。
同
社
は
控
訴
せ
ず
、

裁
判
所
か
ら
「
誤
解
を
招
く
」
と
指
摘
の
あ
っ
た
表
現
を
同
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
削
除
し
た
。

�

（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
北
村
佳
代
子
）

出
量
が
最
も
少
な
い
化
石
燃
料
」

と
主
張
し
て
き
た
。

　

原
告
団
は
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
３
団

体（
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
フ
ラ
ン

ス
、
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ジ
・
ア
ー

ス
・
フ
ラ
ン
ス
、
ノ
ー
ト
ル
・
ア

フ
ェ
ア
・
ア
・
ト
ゥ
ー
）だ
。

　

原
告
団
は
同
社
が
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
広

告
を
行
い
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
、

化
石
燃
料
に
依
存
し
た
事
業
展
開

を
行
う
そ
の
行
為
は
、
同
社
の
環

境
主
張
と
真
っ
向
か
ら
反
す
る
も

の
だ
と
指
摘
し
た
。

　

パ
リ
の
民
事
裁
判
所
は
、
判
決

に
あ
た
っ
て
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）、
国
連
環
境
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）、
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

の
報
告
書
を
引
用
し
た
。

　

パ
リ
協
定
の
目
標
達
成
に
は
、

排
出
量
の
急
速
な
削
減
が
必
要
で

あ
り
、
特
に
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
報
告
書
は
、

新
た
な
石
油
・
ガ
ス
田
の
開
発
停

止
を
勧
告
し
て
い
る
。
裁
判
所
は

こ
の
点
に
も
触
れ
た
。

　

そ
し
て
、「
ト
タ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ズ

欧
州
で
進
む「
Ｇ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」排
除
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世
界
初
と
な
る
。
環
境
N
G
O
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
ア
ー
ス
の
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
ホ
ワ
イ
ト
弁
護
士
は
、
裁
判

所
の
決
定
に
つ
い
て
、「
世
界
の
石

油
・
ガ
ス
大
手
企
業
に
対
し
、
明

確
な
警
告
を
発
し
た
画
期
的
な
判

決
だ
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
「（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
）移
行
の
一
翼
を
担
う
と
主
張

し
な
が
ら
、
新
た
に
化
石
燃
料
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
こ
と
は
、

法
的
な
代
償
を
伴
う
こ
と
が
実
証

さ
れ
た
」（
同
）

「
消
費
者
を
誤
解
さ
せ
た
」

　

ト
タ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ズ
は
21
年
、

旧
社
名
の
ト
タ
ル
か
ら
社
名
変
更

を
し
、「
50
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
」目
標
を
掲

げ
た
。

　

同
社
は
同
時
に
、
イ
ラ
ク
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ウ
ガ

ン
ダ
で
新
規
の
石
油
・
ガ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
化
石
燃
料
由

来
の
ガ
ス
を
、「
温
室
効
果
ガ
ス
排

社
は
、
自
社
の
戦
略
に
は
、
石
油
・

ガ
ス
の
生
産
拡
大
も
含
ん
で
い
る

こ
と
を
明
示
せ
ず
、
パ
リ
協
定
を

参
照
し
、
あ
た
か
も
そ
れ
に
沿
っ

て
低
炭
素
経
済
を
支
援
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
消
費
者
を
誤
解
さ
せ

た
」と
し
た
。

　

裁
判
所
は
同
社
に
対
し
て
、
環

境
主
張
に
関
す
る
記
載
を
１
カ
月

以
内
に
削
除
し
、
判
決
文
を
同
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
１
８
０
日
間
掲

載
す
る
よ
う
命
じ
た
。
実
施
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
ど
ち
ら
に
対
し

て
も
１
日
当
た
り
１
万
ユ
ー
ロ

（
約
１
７
８
万
円
）の
罰
金
を
科
す
。

　

ま
た
、
原
告
団
の
３
団
体
そ
れ

ぞ
れ
に
対
し
て
、
ト
タ
ル
エ
ナ

ジ
ー
ズ
社
が
賠
償
金
８
千
ユ
ー
ロ

（
約
１
４
２
万
円
）
と
訴
訟
費
用

１
万
５
千
ユ
ー
ロ（
約
２
６
７
万

円
）
を
支
払
う
こ
と
も
命
じ
た
。

ト
タ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ズ
社
は
控
訴
せ

ず
、
裁
判
所
か
ら「
誤
解
を
招
く
」

と
指
摘
の
あ
っ
た
表
現
を
同
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
消
し
た
。
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S
H
E
I
N
は
、
児
童
ポ
ル

ノ
を
想
起
さ
せ
る
人
形
を
世
界

中
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
販

売
し
、
物
議
を
醸
し
た
。
同
社
は

2
0
2
5
年
11
月
3
日
、
問
題
と

な
っ
た
製
品
を
出
品
し
て
い
た
販

売
者
ア
カ
ウ
ン
ト
を
凍
結
し
た
と

発
表
し
た
が
、
批
判
の
声
は
収
ま

　
中
国
発
の
超
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
「
S
H
E
I
N

（
シ
ー
イ
ン
）」
が
パ
リ
中
心
部
の
老
舗
百
貨
店
B
H
V
（
ベ
ー
・

ア
ッ
シ
ュ
・
ヴ
ェ
ー
）
に
新
た
に
出
店
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ア

ニ
エ
ス
ベ
ー
が
2
0
2
5
年
11
月
５
日
（
現
地
時
間
）、
B
H
V

か
ら
撤
退
す
る
と
発
表
し
た
。
シ
ー
イ
ン
は
児
童
ポ
ル
ノ
を

想
起
さ
せ
る
人
形
を
販
売
し
て
い
た
と
し
て
国
際
的
な
批
判

を
浴
び
て
い
る
。

�

（
オ
ル
タ
ナ
輪
番
編
集
長
・
吉
田 

広
子
）

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
批
判
も

　

イ
タ
リ
ア
競
争
当
局
は
8
月
、

S
H
E
I
N
に
対
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
イ
ト
上
の
表
現
が
グ

リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
に
当
た
る

と
し
て
1
0
0
万
ユ
ー
ロ（
約

1
億
7
千
万
円
）の
罰
金
を
科
し

た
と
発
表
し
た
。

　

サ
イ
ト
上
で
の
環
境
の
表
現
が
、

曖
昧
で
、
過
度
に
強
調
し
、
誤
解

を
招
く
、
不
正
確
な
主
張
だ
っ
た

こ
と
を
問
題
視
し
た
。

　

S
H
E
I
N
に
対
し
て
は

7
月
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
当
局

が
、
欺
瞞
的
な
商
業
慣
行
だ
と

し
て
4
0
0
0
万
ユ
ー
ロ（
約

68
億
４
千
万
円
）の
罰
金
を
科
し

て
い
る
。

　

2
0
2
5
年
1
月
に
は
、
英
国

政
府
が
同
社
に
対
し
、
中
国
・
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
生
産
さ
れ

た
綿
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
を

保
証
す
る
よ
う
求
め
た
。
新
疆
綿

に
関
し
て
は
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
強

制
労
働
と
の
関
連
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
が
、
S
H
E
I
N
は
保
証

す
る
こ
と
を
拒
み
、
英
国
政
治
家

パ
リ
進
出
の
中
国
ブ
ラ
ン
ド
に
物
議
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数
週
間
以
内
に
完
全
に
閉
鎖
す
る

予
定
だ
と
い
う
。

　

ベ
ー
氏
は「
シ
ー
イ
ン
の
よ
う

な
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は

最
悪
だ
」と
話
し
、「
高
品
質
で
長

く
着
ら
れ
る
服
を
作
る
こ
と
が
私

の
信
念
で
あ
り
、
シ
ー
イ
ン
の
よ

う
な
大
量
生
産
・
大
量
廃
棄
型
の

ビ
ジ
ネ
ス
と
は
正
反
対
だ
」と
強

調
。「
チ
リ
の
ア
タ
カ
マ
砂
漠
に

は
、
捨
て
ら
れ
た
服
の
山
が
で
き

て
い
る
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

S
H
E
I
N
を
は
じ
め
と
す

る
超
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
企

業
に
対
す
る
批
判
は
、
年
々
高
ま

り
つ
つ
あ
る
。
安
価
な
合
成
繊
維

製
品
を
過
剰
に
供
給
す
る
こ
と
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
危
機
を
助

長
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

S
H
E
I
N
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
数
年
温
室
効
果
ガ
ス（
G
H
G
）

の
排
出
量
も
増
え
て
い
る
。
環
境

N
G
O
は
、「
S
H
E
I
N
が
国

な
ら
、
そ
の
排
出
量
は
レ
バ
ノ
ン

と
同
規
模
」と
指
摘
す
る
。

の
怒
り
を
買
っ
た
。

　

2
0
2
4
年
に
は
、
ス
イ
ス
の

市
民
団
体
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
イ
の

調
査
の
中
で
、
S
H
E
I
N
は
、

従
業
員
の
労
働
条
件
の
改
善
を
約

束
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

社
工
場
で
働
く
一
部
の
労
働
者
が

週
75
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ア
ニ
エ
ス
ベ
ー
の
日
本
法
人
は

11
月
6
日
、
X
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
で「
ア
ニ
エ
ス
ベ
ー
で
は
、
人

に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い
も
の

づ
く
り
を
続
け
て
き
た
ブ
ラ
ン

ド
の
姿
勢
を
守
る
た
め
、
フ
ラ
ン

ス
本
国
で
、
パ
リ
に
あ
る
百
貨
店

B
H
V
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
」と
投
稿
し
た
。

　

ア
ニ
エ
ス
ベ
ー
の
ほ
か
に
も
、

こ
れ
ま
で
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド
のA

.P
.C

.

（
ア
ー
ペ
ー

セ
ー
）や
高
級
シ
ャ
ツ
ブ
ラ
ン
ド

の
フ
ェ
ガ
レ
な
ど
、
10
以
上
の
ブ

ラ
ン
ド
が
B
H
V
か
ら
の
撤
退

を
表
明
し
て
い
る
。

SHEINが出店したパリのBHV

ら
な
い
。

　

10
月
に
B
H
V
で
の
常
設
店

舗
開
店
が
発
表
さ
れ
る
と
、
パ
リ

や
S
N
S
で
は
抗
議
活
動
が
続

い
て
い
た
。

　

仏
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

ア
ニ
エ
ス
・
ベ
ー
氏
は
11
月
5
日
、

フ
ラ
ン
ス
公
共
放
送
の
取
材
に
対

し
、「
私
た
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
の
倫
理

に
反
す
る
」と
し
て
、「
抗
議
の
意

思
を
示
す
た
め
に
店
舗
を
閉
鎖
す

る
こ
と
を
決
め
た
」と
語
っ
た
。

　

契
約
期
間
は
2
0
2
6
年
1

月
末
ま
で
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
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英
国
の
非
営
利

組
織
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ

（
ラ
ッ
プ
）に
よ
る

と
、
英
国
で
は
毎

年
33
万
ト
ン
の
牛

乳
が
廃
棄
さ
れ
て

お
り
、
金
額
に
し

て
１
億
５
千
万
ポ

ン
ド（
約
３
０
５
億
円
）に
及
ぶ
。

　

Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
は
、
牛
乳
の
消
費
期

限
を
た
っ
た
1
日
延
ば
す
だ
け
で
、

英
国
で
２
万
㌧
、
金
額
に
し
て

１
千
万
ポ
ン
ド（
約
20
億
円
）の
牛

乳
の
廃
棄
が
削
減
で
き
る
と
試
算

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
牛
乳
の
期

限
表
示
を
変
え
る
だ
け
で
、
食
品

ロ
ス
を
減
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
般
的
に「
消
費
期
限
」は
、
日

持
ち
の
短
い
お
に
ぎ
り
や
弁
当
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
に
表
示
さ
れ
、

「
賞
味
期
限
」
は
缶
詰
や
パ
ス
タ
、

レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
、
日
持
ち
の

長
い
も
の
に
表
示
さ
れ
る
。「
消
費

期
限
」は
食
品
を
安
全
に
食
べ
ら

れ
る
期
限
だ
が
、「
賞
味
期
限
」は

お
い
し
さ
の
目
安
で
あ
る
。

　

日
本
で
販
売
さ
れ
て
い
る
牛
乳

牛
乳
の
賞
味
期
限
は
延
ば
せ
る
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牛
乳
の
賞
味
期
限
を
延
長
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
消
費
者

庁
は
25
年
３
月
、
食
品
期
限
表
示

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、江
崎
グ
リ
コ（
東

京
・
港
）は
25
年
９
月
、
よ
つ
葉
乳

業（
北
海
道
河
東
群
）
は
同
年
10

月
、
牛
乳
の
賞
味
期
限
を
14
日
間

か
ら
16
日
間
へ
と
延
長
す
る
と
相

次
い
で
発
表
し
た
。

　

筆
者
が
こ
の
動
き
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
品
質
管
理
の
専
門
家
で

あ
る
読
者
の
方
か
ら
、
以
下
の
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
牛
乳
の
保
存
性
試
験
は
10
℃

　
牛
乳
の
賞
味
期
限
を
延
長
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
き
た
。
江

崎
グ
リ
コ
と
よ
つ
葉
乳
業
は
、
牛
乳
の
賞
味
期
限
を
14
日
間
か

ら
16
日
間
に
延
長
し
た
。
専
門
家
は
、「
牛
乳
の
保
存
性
試
験

は
10
℃
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
が
６
℃
未
満

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
賞
味
期
限
は
も
っ
と
延
ば
せ
る
は
ず
だ
」

と
指
摘
す
る
。
期
限
表
示
を
変
え
る
だ
け
で
、
食
品
ロ
ス
を
大

幅
に
減
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

�

（
オ
ル
タ
ナ
客
員
論
説
委
員
・
井
出
留
美
）

て
く
だ
さ
い
」と
明
記
し
て
あ
る
。

だ
が
専
門
家
い
わ
く
、
生
産
者
か

ら
消
費
者
に
至
る
ま
で
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
で
は
６
℃
以
下
で

管
理
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
な
の
に

10
℃
と
い
う
高
い
設
定
に
し
て
い

る
が
た
め
に
期
限
を
延
ば
せ
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
だ
。

　
20
億
円
ロ
ス
削
減
も

　

英
国
で
は
大
手
ス
ー
パ
ー
の

モ
リ
ソ
ン
ズ
が
22
年
１
月
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
の
牛
乳
の
期
限
表
示
を
、

短
い「
消
費
期
限
」か
ら「
賞
味
期

限
」へ
と
変
更
し
た
。
消
費
者
に

対
し
て
は
、
牛
乳
の
期
限
が
切
れ

た
ら
に
お
い
を
嗅
い
で
飲
め
る
か

ど
う
か
を
自
分
で
判
断
す
る
よ
う

に
と
呼
び
か
け
た
。

　

英
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
調
査
に

よ
る
と
、
英
大
手
小
売
の
牛
乳
は
、

未
開
封
の
ま
ま
４
℃
に
保
っ
た
冷

蔵
庫
に
保
管
し
て
あ
れ
ば
、
消
費

期
限
を
過
ぎ
て
も
安
全
に
飲
め
る

と
い
う
。

の
場
合
、
低
温
殺
菌
牛
乳
に
は「
消

費
期
限
」表
示
が
さ
れ
て
お
り
、
高

温
殺
菌
牛
乳
に
は「
賞
味
期
限
」が

表
示
さ
れ
て
い
る
。

　

冒
頭
の
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
事

業
系
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
は

牛
乳
や
チ
ル
ド
食
品
は
６
℃
以
下

で
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
家

庭
に
目
を
向
け
る
と
、
日
本
の
大

手
家
電
メ
ー
カ
ー
各
社
に
よ
る
冷

蔵
庫
の
推
奨
温
度
は
２
℃
か
ら

６
℃
程
度
で
あ
り
、
10
℃
よ
り
低

い
。

　

と
す
れ
ば
、
牛
乳
を
は
じ
め
と

し
た
チ
ル
ド
食
品
全
般
の
賞
味
期

限
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
延
長
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
酪

農
家
か
ら
牛
乳
工
場
、
配
送
、
流

通
、
小
売
、
家
庭
に
至
る
ま
で
の

ほ
と
ん
ど
が
６
℃
未
満
で
管
理
さ

れ
て
い
る
。『
10
℃
』と
い
う
縛
り

が
あ
る
が
た
め
に
期
限
を
延
長
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
」

　
「
10
℃
の
規
定
は
戦
後
間
も
な

い
頃
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

現
在
、
こ
れ
に
基
づ
く
必
要
は
な

い
。
牛
乳
以
外
に
も
チ
ル
ド
食
品

と
呼
ば
れ
る
も
の
す
べ
て
が
こ
の

ル
ー
ル
に
苦
し
ん
で
い
る
」

　

牛
乳
の
一
括
表
示
に
は
保
存
方

法
と
し
て「
10
℃
以
下
で
保
存
し
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を
行
い
、
選
考
委
員
が
評
価
し
た
。
審

査
の
結
果
、
2
0
2
5
年
は
、
最
終
的

に
一
つ
星
と
し
て
28
件
、
二
つ
星
と
し

て
8
件
、
三
つ
星
と
し
て
6
件
を
選
定

し
た
。

　

竹
村
眞
一
・
審
査
委
員
長（
Ｚ
Ｅ

Ｎ
大
学
知
能
情
報
社
会
学
部
教
授

／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人E

arth Literacy 

P
rogram

代
表
）
は
、「
毎
回
、
素
晴

ら
し
い
事
業
者
や
取
り
組
み
に
出
会
え

る
こ
と
が
、
審
査
会
の
大
き
な
楽
し
み

の
一
つ
だ
。
い
ま
の
時
代
に
こ
そ
、
地

球
の
変
動
に
柔
軟
に
適
応
し
、
新
た
な

産
業
や
文
化
を
生
み
出
す
創
造
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」と
話
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
A
I
は『A

rtificial 

Intelligence

（
人
工
知
能
）』と
呼
ば

れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は『A

lien 

Intelligence

（
異
質
な
知
能
）』の
時

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
★
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
し
、
社

会
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
存
在
感

を
高
め
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
、

２
０
２
０
年
に
始
ま
っ
た
。

　

一
つ
星
は
製
品
／
サ
ー
ビ
ス
そ

の
も
の
の
持
続
可
能
性
を
評
価
し
、

二
つ
星
は
組
織
の
持

続
可
能
性
を
評
価
す

る
。
三
つ
星
は
任
意
で

応
募
が
あ
っ
た
二
つ

星
の
中
か
ら
、
三
つ
星

選
考
委
員
が
E
S
G

（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
）の
取
り
組
み

や
社
会
的
イ
ン
パ
ク

ト
な
ど
を
総
合
的
に

評
価
し
て
選
定
す
る
。

　

２
０
２
５
年
の
三

つ
星
選
考
会
で
は
、
三

つ
星
候
補
企
業
が
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
オ
ル
タ
ナ
（
東
京
・
渋
谷
）
と
サ
ス
テ
ナ
経
営
協
会
（
東
京
・
渋
谷
）
は
10
月
３
日
、「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
★
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
５
」
の
三
つ
星
選
考
会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果
、
革
の
端
切
れ
を

使
用
し
た
シ
ュ
ー
ズ
（
ア
シ
ッ
ク
ス
）
や
未
利
用
魚
を
活
用
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
な

ど
６
件
を
三
つ
星
に
選
定
し
た
。�

ア
シ
ッ
ク
ス
な
ど

三
つ
星
に
6
件
輝
く

代
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
人
間
と
は
異

な
る
思
考
様
式
を
持
つ
存
在
と
、
ど
う
共

存
し
て
い
く
の
か
―
―
。
こ
の
問
い
こ
そ
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
根
幹
に
あ
る
。
皆

さ
ん
の
試
み
か
ら
多
く
を
学
び
、
私
た
ち

自
身
も
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
化

さ
せ
て
い
き
た
い
」と
総
評
し
た
。

【三つ星選考委員一覧】
▼竹村眞一（ZEN 大学知能情報社会学部教授＝審査委員長）
▼髙橋一朗（西武信用金庫理事長）
▼森本英香（持続性推進機構理事長）
▼山口真奈美（日本サステナブル・ラベル協会代表理事）

▼徳江倫明（フードトラストプロジェクト理事長）
▼潮崎真惟子（フェアトレード・ラべル・ジャパン事務局長）
▼古原徹（アサヒユウアス　たのしさユニットリーダー）
▼森 摂（オルタナ代表取締役・オルタナ創刊編集長）

株式会社アシックス

キンコーズ・ジャパン株式会社

株式会社 JTB

株式会社スーパーホテル

株式会社 storage

デコボコベース株式会社

テサテープ株式会社

株式会社 TOSEI

株式会社ＵＡＣＪ

アサヒユウアス株式会社

株式会社イー・エス・エス

株式会社エステック

株式会社クラウン・パッケージ

CLASS EARTH株式会社

circuRE act 株式会社

株式会社四国の右下木の会社

一般社団法人たねまき

株式会社滝島商店

社会福祉法人土穂会  ピア宮敷 

日研株式会社

日本乾溜工業株式会社

株式会社フォーシックス

株式会社フラッグ

BECS株式会社

宝牧舎株式会社

株式会社ポーラ

マルカン酢株式会社

株式会社万福家

三山株式会社

株式会社山岸竹材店

発酵のめぐみ　「日本酒はむら」の酒粕使用。おなかにやさしいグラノーラ　
▶廃棄酒粕が腸活グラノーラに 多世代の健康志向を満たす

児童発達支援「ハッピーテラス」、放課後等デイサービス「ハッピーテラスキッズ」、就労移行支援「ディーキャリア」　
▶発達障がい者の経済的な自立を

★一つ星

★★二つ星

★★★三つ星

FSC認証紙基材梱包用粘着テープ tesa 4713     ▶FSC認証紙の梱包用テープ、循環型社会にも貢献へ

業務用ヒートポンプ乾燥機　▶ヒートポンプ乾燥器で使用エネルギーは3分の 1に

ALmitas+ SMART　▶最大 97％GHG削減を実現する環境配慮アルミ

KAELOOP（カエル―プ）　▶海洋プラごみ問題の解決を目指す「循環タンブラー」

USS パパウォッシュバブル洗顔・USSbypapawash　▶天然素材の酵素洗顔料、生活排水による海洋汚染防ぐ

紙製歯ブラシ　▶紙で脱プラの可能性広げる、歯ブラシやカトラリーも

ピュアパーム製パルプモールド　▶パーム油搾油後の残渣から木材パルプ0%の容器へ

ラテールとアースセイバー　▶生物多様性を学べる絵本、売り上げの３％を環境保全に

530（FIVE THIRTY）　▶「微細藻類」で化粧品業界の課題解決を目指す

樵木備長炭　▶「備長炭」で里山の回復へ、江戸から伝わる林業守る

日本の竹 100％竹紙商品　▶国産竹 100%の「竹紙」商品、持続可能な竹林管理に貢献

STRAW STRAW　▶自然栽培のライ麦ストロー、農福連携で

n+　▶苔など自然由来 9割の塗料で石油・化学製品から脱却へ

かぐやロード　▶竹繊維など自然素材 100％の舗装材、再利用も可能に

EAT&DELIVER　▶サブスク型食事券で子どもや生活困窮者を支える

Ethical＆SEA 　▶エシカルコスメ専門セレクトショップ、製品の背景伝える

kamimol　▶紙でプラ製品並みの成型を可能に、複雑な形状にも対応

自然宝牧牛　▶乳牛のオスなどを自然放牧で再肥育、「廃用牛」を肉牛へ

From Loss To Beauty　▶ぶどうの葉茎で美容エキス、「未利用資源」を美しさに

丹波篠山純米酢　▶自然の力で酢を醸す、酒粕はコメ生産の堆肥に

Panndry パンとランドリー　▶「香害」伝えるコインランドリー、無添加生地のパン屋併設

WACS　▶靴下工場の繊維ゴミを買い取り、靴下原料に戻す

虎竹縁台（折り畳み式）大　▶虎斑竹の折り畳み式ベンチ、職人が手作業で仕上げる

選定一覧2025★
SKYHAND OG　▶自動車ハンドルの端革をシューズにアップサイクル

おきあがみ　▶地域循環の再生紙、復興にも

SICSサステナブルラウンジ/クセモノズ　▶未利用魚をレトルトカレーに、広告価値は2億円超に

CO2実質ゼロ泊　▶国内全 173 店舗の全宿泊分を「CO2実質ゼロ」へ

haCo ヴィーガンオイル　▶環境も敏感肌も守る、植物由来の多機能オイル

竹村眞一・審査委員長

サステナブル・セレクションの選定企業・団体メンバーと選考委員たち
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※順不同。企業・組織名、「製品・サービス名」、その説明の順で記載

株式会社アシックス

キンコーズ・ジャパン株式会社

株式会社 JTB

株式会社スーパーホテル

株式会社 storage

デコボコベース株式会社

テサテープ株式会社

株式会社 TOSEI

株式会社ＵＡＣＪ

アサヒユウアス株式会社

株式会社イー・エス・エス

株式会社エステック

株式会社クラウン・パッケージ

CLASS EARTH株式会社

circuRE act 株式会社

株式会社四国の右下木の会社

一般社団法人たねまき

株式会社滝島商店

社会福祉法人土穂会  ピア宮敷 

日研株式会社

日本乾溜工業株式会社

株式会社フォーシックス

株式会社フラッグ

BECS株式会社

宝牧舎株式会社

株式会社ポーラ

マルカン酢株式会社

株式会社万福家

三山株式会社

株式会社山岸竹材店

発酵のめぐみ　「日本酒はむら」の酒粕使用。おなかにやさしいグラノーラ　
▶廃棄酒粕が腸活グラノーラに 多世代の健康志向を満たす

児童発達支援「ハッピーテラス」、放課後等デイサービス「ハッピーテラスキッズ」、就労移行支援「ディーキャリア」　
▶発達障がい者の経済的な自立を

★一つ星

★★二つ星

★★★三つ星

FSC認証紙基材梱包用粘着テープ tesa 4713     ▶FSC認証紙の梱包用テープ、循環型社会にも貢献へ

業務用ヒートポンプ乾燥機　▶ヒートポンプ乾燥器で使用エネルギーは3分の 1に

ALmitas+ SMART　▶最大 97％GHG削減を実現する環境配慮アルミ

KAELOOP（カエル―プ）　▶海洋プラごみ問題の解決を目指す「循環タンブラー」

USS パパウォッシュバブル洗顔・USSbypapawash　▶天然素材の酵素洗顔料、生活排水による海洋汚染防ぐ

紙製歯ブラシ　▶紙で脱プラの可能性広げる、歯ブラシやカトラリーも

ピュアパーム製パルプモールド　▶パーム油搾油後の残渣から木材パルプ0%の容器へ

ラテールとアースセイバー　▶生物多様性を学べる絵本、売り上げの３％を環境保全に

530（FIVE THIRTY）　▶「微細藻類」で化粧品業界の課題解決を目指す

樵木備長炭　▶「備長炭」で里山の回復へ、江戸から伝わる林業守る

日本の竹 100％竹紙商品　▶国産竹 100%の「竹紙」商品、持続可能な竹林管理に貢献

STRAW STRAW　▶自然栽培のライ麦ストロー、農福連携で

n+　▶苔など自然由来 9割の塗料で石油・化学製品から脱却へ

かぐやロード　▶竹繊維など自然素材 100％の舗装材、再利用も可能に

EAT&DELIVER　▶サブスク型食事券で子どもや生活困窮者を支える

Ethical＆SEA 　▶エシカルコスメ専門セレクトショップ、製品の背景伝える

kamimol　▶紙でプラ製品並みの成型を可能に、複雑な形状にも対応

自然宝牧牛　▶乳牛のオスなどを自然放牧で再肥育、「廃用牛」を肉牛へ

From Loss To Beauty　▶ぶどうの葉茎で美容エキス、「未利用資源」を美しさに

丹波篠山純米酢　▶自然の力で酢を醸す、酒粕はコメ生産の堆肥に

Panndry パンとランドリー　▶「香害」伝えるコインランドリー、無添加生地のパン屋併設

WACS　▶靴下工場の繊維ゴミを買い取り、靴下原料に戻す

虎竹縁台（折り畳み式）大　▶虎斑竹の折り畳み式ベンチ、職人が手作業で仕上げる

選定一覧2025★
SKYHAND OG　▶自動車ハンドルの端革をシューズにアップサイクル

おきあがみ　▶地域循環の再生紙、復興にも

SICSサステナブルラウンジ/クセモノズ　▶未利用魚をレトルトカレーに、広告価値は2億円超に

CO2実質ゼロ泊　▶国内全 173 店舗の全宿泊分を「CO2実質ゼロ」へ

haCo ヴィーガンオイル　▶環境も敏感肌も守る、植物由来の多機能オイル
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「
マ
イ
・
カ
ン
パニ
ー
」の
時
代

たさか・ひろし ◉ 21世紀アカデメイア学長、 
多摩大学大学院名誉教授、田坂塾塾長。81年、
東京大学大学院修了。工学博士。87年、米国
バテル記念研究所研究員。90年、日本総合研
究所の設立に参画。取締役を務める。00年、多
摩大学大学院教授に就任。同年シンクタンク・
ソフィアバンクを設立。08年、世界経済フォー
ラム（ダボス会議）のGlobal Agenda Council
メンバーに就任。11年、東日本大震災に伴い
内閣官房参与を務める。全国から9000名の経
営者やリーダーが集まり「７つの叡智」を学ぶ
場、「田坂塾」を開塾。著書は国内外で150冊余。

　

こ
れ
か
ら「
マ
イ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」の
時
代

が
到
来
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、会
社
に
就
職
し
て
も
、「
自
分
自

身
」を
一
つ
の
会
社
と
考
え
、そ
の
会
社
の「
中

核
商
品（
能
力
開
発
）」「
成
長
戦
略（
キ
ャ
リ

ア
戦
略
）」「
長
期
計
画（
人
生
設
計
）」を
明
確

に
定
め
て
生
き
て
い
く
べ
き
時
代
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
か
ら「
３
つ
の
時
代
」が

到
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
１
が
、「
雇
用
崩
壊
時
代
」の
到
来
。

　

近
年
、
不
況
に
苦
し
む
企
業
が
多
く
な
り
、

時
間
を
か
け
て
社
員
を
育
て
る
余
裕
は
無
く

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
年
勤
め
て
も
、
会

社
か
ら
不
要
と
思
わ
れ
れ
ば
、
簡
単
に
早
期

退
職
を
勧
め
ら
れ
る
時
代
。
さ
ら
に
、
職
場

に
は
契
約
社
員
や
派
遣
社
員
が
増
え
て
お
り
、

こ
う
し
た
社
員
は
、
能
力
が
足
り
な
い
と
判

断
さ
れ
れ
ば
、
容
易
に「
切
ら
れ
」て
し
ま
う

時
代
で
も
あ
る
。

　

第
２
が
、「
人
生
百
年
時
代
」の
到
来
。

　

誰
も
が
百
歳
ま
で
生
き
る
時
代
を
迎
え
、

仮
に
最
初
の
会
社
で
定
年
ま
で
勤
め
て
も
、

第
２
、
第
３
の
人
生
を
切
り
拓
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
誰
も
が
、
何
度
も
転
職

を
し
て
生
き
る
時
代
を
意
味
し
て
い
る
。

　

第
３
が
、「
人
工
知
能
時
代
」の
到
来
。

　

論
理
思
考
と
知
識
修
得
の
能
力
で
は
人
間

を
圧
倒
的
に
凌
駕
す
る
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）が

急
速
に
発
達
し
、
す
べ
て
の
職
場
に
普
及
し

て
い
く
時
代
。
こ
の
Ａ
Ｉ
革
命
の
結
果
、
論

理
思
考
力
や
知
識
修
得
力
を
土
台
と
し
た

「
学
歴
的
能
力
」よ
り
も
、
直
観
判
断
力
や
技

能
体
得
力
な
ど
の「
職
業
的
能
力
」こ
そ
が
、

人
間
に
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
る
。
そ
の
た

め
、「
学
歴
だ
け
で
通
用
す
る
時
代
」は
終
わ

り
、「
専
門
知
識
に
よ
る
資
格
だ
け
で
は
戦
え

な
い
時
代
」に
な
る
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
時
代
が
到
来
す
る
と
き
、

い
か
な
る
人
材
が
活
躍
す
る
の
か
。

　

第
１
は
、「
学
歴
」よ
り
も「
経
験
歴
」や「
仕

事
歴
」を
持
つ
人
材
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
人
間
が
経
験
や
仕
事
か
ら
体

得
す
る
専
門
的
技
能
は
、「
学
歴
的
能
力
」と

は
異
な
り
、
Ａ
Ｉ
で
は
決
し
て
代
替
で
き
な

い
力
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

第
２
は
、「
人
間
関
係
力
」や「
組
織
協
働

力
」を
磨
い
た
人
材
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、Ａ
Ｉ
で
は
代
替
で
き
な
い
能
力

と
は
、顧
客
へ
の
気
配
り
な
ど
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
力
や
、チ
ー
ム
の
仲
間
と
円
滑
に
協
働

で
き
る
力
だ
か
ら
で
あ
り
、こ
う
し
た
力
を
支

え
る
の
は
、
良
い
人
間
関
係
を
築
き
、
他
者
と

協
調
・
協
働
す
る
力
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

第
３
は
、「
主
体
性
」と「
自
立
意
識
」を
持

つ
人
材
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
Ａ
Ｉ
が
決
し
て
代
替
で
き
な

い
能
力
と
し
て「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」が
挙
げ

ら
れ
る
が
、真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、そ

も
そ
も「
自
分
自
身
の
人
生
を
、
自
立
し
、
主

体
的
に
切
り
拓
く
意
志
」を
持
っ
た
者
の
み

が
発
揮
で
き
る
力
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

た
と
え
会
社
で
働
い
て
も「
自
分
自
身
」を
一

つ
の
独
立
会
社
と
考
え
て
歩
む「
マ
イ
・
カ
ン

パ
ニ
ー
」と
い
う
生
き
方
が
、
極
め
て
重
要
に

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。　
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キ
タ
シ
ロ
サ
イ
の
最
後
の
オ
ス
で
あ
る

ス
ー
ダ
ン
が
死
ん
だ
の
は
２
０
１
８
年
の
３

月
の
こ
と
だ
。

　

残
さ
れ
た
娘
の
ナ
ジ
ン
と
孫
の
フ
ァ
ト
ゥ

は
北
ア
フ
リ
カ
に
生
息
す
る
最
後
の
メ
ス
と

な
っ
た
。
オ
ス
の
ス
ー
ダ
ン
が
亡
き
今
、
親

子
が
死
ぬ
と
き
地
上
か
ら
キ
タ
シ
ロ
サ
イ
は

消
え
る
と
い
う
。

　

キ
タ
シ
ロ
サ
イ
は
野
生
動
物
の
な
か
で
は

と
り
わ
け
大
人
し
い
性
質
で
人
間
に
も
よ
く

な
つ
く
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
、
サ
イ
の
角

が
目
的
の
密
猟
者
が
増
加
し
た
。
ケ
ラ
チ
ン

で
で
き
た
角
は
、
古
来
か
ら
漢
方
と
し
て
珍

重
さ
れ
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
金
よ

り
高
価
と
さ
れ
た
ら
し
い
。
角
を
奪
う
た
め

に
人
は
黙
々
と
個
体
を
殺
し
た
。
巨
体
に
も

似
合
わ
ず
性
格
の
穏
や
か
な
キ
タ
シ
ロ
サ
イ

は
、
人
の
金
欲
の
前
に
無
力
だ
っ
た
。

　

シ
ロ
サ
イ
は
見
て
い
る
と
心
が
な
ご
む
。

大
き
く
て
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
、
い
つ
も

仲
良
し
の
鳥
さ
ん
と
共
生
し
て
い
る
。
ア
フ

リ
カ
な
ん
て
行
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
な

ん
で
シ
ロ
サ
イ
の
こ
と
が
気
に
な
る
の
か
な
。

　

ス
ー
ダ
ン
の
細
胞
は
冷
凍
保
存
さ
れ
て
い

る
。
日
本
人
が
発
見
し
た
何
に
で
も
な
れ
る

細
胞
の
お
か
げ
で
、
絶
滅
し
た
種
の
細
胞
か

ら
卵
子
を
作
り
、
受
精
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

ら
し
い
。
生
殖
細
胞
か
ら
ス
ー
ダ
ン
を
再
生

さ
せ
る
研
究
は
、
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
は
生
物
多
様
性
の
維
持
に
と
っ
て
は

意
味
が
あ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

も
し
そ
う
な
っ
た
ら
、
人
間
は
ど
う
や
っ
て

傲
慢
や
暴
力
を
後
悔
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
。

絶
滅
す
る
ま
で
獲
り
尽
く
し
て
再
生
す
る
。

そ
れ
は
エ
コ
な
の
か
エ
ゴ
な
の
か
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
無
痛
文
明
の
行
き
着
く
先
は
臓

器
再
生
な
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
は
不
可
解
だ
。

　

20
世
紀
か
ら
21
世
紀
に
か
け
て
、
痛
み
を

回
避
す
る
こ
と
が
文
明
の
課
題
だ
っ
た
。
失

敗
、摩
擦
、ケ
ン
カ
、批
判
、痛
み
、怒
り
、孤
独
、

負
荷
、
責
任
を
回
避
し
て
う
ま
く
や
る
ノ
ウ

ハ
ウ
が
売
れ
続
け
る
。
さ
ら
に
情
報
量
が
爆

増
、
A
I
技
術
も
加
速
。
世
界
中
が
即
時
接

続
状
態
で「
無
痛
で
生
き
る
」の
は
困
難
。
痛

「
無
痛
文
明
」の
雲
行
き

たぐち・らんでぃ ◉ 作家、エッセイスト。2000
年『コンセント』で作家デビュー、2001年『で
きればムカつかずに生きたい』で婦人公論文
芸賞受賞。2021年『モザイク』がイタリア語
で再販。『リクと白の王国』がポーランド語で
翻訳出版された。

エ
ゴ
か
ら

エ
コ
へ

文 

◉ 

田
口
ラ
ン
デ
ィ

text=R
andy T

A
G

U
C

H
I

83

み
を
避
け
る
た
め
の
自
己
管
理
と
防
御
が
膨

張
し
、
逆
に
負
荷
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
現
実
社
会
で
は
、
存
在
と
存
在
の

あ
い
だ
に
張
ら
れ
て
い
た
糸
が
ぷ
つ
ぶ
つ
切

れ
て
い
る
。
生
態
系
の
均
衡
が
加
速
度
的
に

崩
れ
る
今
、
こ
の
断
絶
を
目
の
当
た
り
に
し

て
生
じ
る
の
は「
冷
た
く
激
し
い
痛
み
」だ
。

こ
れ
は
人
間
が
誰
か
を
失
っ
た
と
き
の
情
緒

と
は
違
う
。
む
し
ろ
ア
ラ
ー
ム
に
近
い
。
感

受
性
が
文
明
の
速
度
に
追
い
つ
か
ず
シ
ョ
ー

ト
す
る
瞬
間
に
生
じ
る
放
電
の
痛
み
。

　

無
痛
文
明
の
雲
行
き
は
か
な
り
怪
し
い
。

こ
の
よ
う
な
壮
絶
な
生
態
系
の
破
壊
と
社
会

の
断
絶
を
、
も
う
情
緒
や
回
避
で
は
引
き
受

け
ら
れ
な
い
。

密猟などで数を減らしたキタシロサイ
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文◉小口 誠司
text = Seiji OGUCHIサステナ規制にどう向き合うのか 3

おぐち・せいじ　有限責任監査法人トーマツ/非財務・サステ
ナビリティ保証統括部/パートナー/公認会計士/サステナビ
リティ情報審査人。サステナビリティ領域のアドバイザリー
業務に従事している。

情報開示は価値創造を起点に
　
近
年
、
国
際
社
会
全
体
で
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
情
報
開
示
の
法
制
化
が
強
ま
っ
て

い
る
。
規
制
対
応
も
重
要
だ
が
、
企
業
は

投
資
家
ら
と
対
話
す
る
際
に
、
自
社
の
企

業
価
値
の
向
上
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情

報
の
「
関
係
性
」
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ

た
。
そ
の
関
係
性
を
意
識
し
た
開
示
が
、

企
業
価
値
と
社
会
価
値
の
統
合
に
つ
な
が

る
。

　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
と
そ
の
情
報

開
示
の
重
要
性
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い

る
。
特
に
日
本
で
は
、
２
０
２
７
年
3

月
期
以
降
、
有
価
証
券
報
告
書
へ
の
サ
ス

テ
ナ
情
報
の
開
示
が
段
階
的
に
義
務
化
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

企
業
が
開
示
対
応
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　
こ
の
新
し
い
ル
ー
ル
は
、
環
境・社
会・

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）
へ
の
取
り
組
み

を
透
明
化
し
、
投
資
家
が
持
続
可
能
な
成

長
を
重
視
し
た
「
サ
ス
テ
ナ
投
資
」
を
行

う
た
め
の
判
断
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
金
融
庁
に
よ
る
開
示
規
制
の
強
化
も
あ

り
、企
業
は
従
来
の
自
主
的
な
開
示
か
ら
、

よ
り
体
系
的
か
つ
法
定
報
告
書
で
の
明
確

な
情
報
開
示
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
サ
ス

テ
ナ
情
報
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
背
景

に
は
、
企
業
活
動
の
持
続
可
能
性
が
長
期

的
な
企
業
価
値
向
上
に
寄
与
す
る
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
の
だ
。

　

サ
ス
テ
ナ
活
動
は
短
期
的
に
は
コ
ス

ト
が
先
行
し
、
利
益
面
で
マ
イ
ナ
ス
と
捉

え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
長
期
的
に
は
社
会
的

信
頼
や
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
、
リ
ス
ク

管
理
の
強
化
な
ど
を
通
じ
て
企
業
価
値

の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　
反
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
反
Ｄ
Ｅ
Ｉ
な
ど
、
サ
ス
テ

ナ
全
体
の
機
運
が
減
退
す
る
イ
ベ
ン
ト

は
あ
っ
た
も
の
の
、
長
期
ト
レ
ン
ド
と
し

て
の
非
財
務
領
域
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）
の
推
進
は

止
ま
っ
て
お
ら
ず
、
直
近
の
欧
米
の
動
向

も
短
期
的
な
揺
り
戻
し
と
思
料
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
は
組
織
資
本
高
め
る

　

実
際
、
国
内
機
関
投
資
家
の
サ
ス
テ

ナ
投
資
残
高
は
24
年
3
月
末
時
点
で

６
２
５
兆
円
を
超
え
、
全
投
資
額
の
63
・

５
%
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
投
資
家
が

短
期
的
な
利
益
で
は
な
く
、
持
続
的
な
成

長
を
重
視
す
る
姿
勢
へ
と
変
化
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
早
稲
田
大
学
目
時
研
究
室
が

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
５
０
０
銘
柄
構
成
企
業
を

対
象
に
行
っ
た
分
析
に
よ
る
と
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
組
み
は
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
で
累
積
的
に
組
織
資

本
を
強
化
し
、
時
間
経
過
を
経
て
企
業
価

値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。

　
一
方
で
、
サ
ス
テ
ナ
活
動
の
成
果
を
数

値
で
評
価
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、「
サ
ス

テ
ナ
活
動
は
儲
か
ら
な
い
」
と
い
う
認
識

が
根
強
く
残
っ
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
サ
ス
テ
ナ
活
動
と
企
業
価
値
の
つ
な

が
り
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
投
資
家

や
社
員
と
の
対
話
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
の
だ
。
特
に
、
Z
世
代
以
降
の

社
員
に
と
っ
て
サ
ス
テ
ナ
活
動
へ
の
参
加

は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に
も
つ
な
が

り
や
す
い
。

　
今
後
、
サ
ス
テ
ナ
活
動
と
企
業
価
値
の

つ
な
が
り
に
関
す
る
社
会
的
合
意
が
進
む

こ
と
で
、
企
業
は
よ
り
本
質
的
な
サ
ス
テ

ナ
情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

規
制
対
応
だ
け
で
な
く
、「
ど
の
サ
ス

テ
ナ
情
報
が
企
業
価
値
に
結
び
付
く
の

か
」と
い
う
視
点
を
持
っ
て
情
報
を
整
理・

開
示
し
て
い
く
こ
と
が
、
企
業
価
値
と
社

会
価
値
の
双
方
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

disclosure
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文◉澤上 篤人
text = Atsuto SAWAKAMI真のサステナビリティ投資とは 15

世界全体が「資産デフレ」に

さわかみ・あつと　さわかみホールディング
ス社長。1973 年、ジュネーブ大学付属国際
問題研究所国際経済学修士課程履修。1980
年─ 1996 年、ピクテジャパン（現・ピクテ
投信）代表。1999 年に日本初の独立系投資
信託会社さわかみ投信設立。

　
世
界
の
株
式
市
場
を
み
る
に
、
相
変
わ

ら
ず
高
値
圏
を
舞
っ
て
い
る
が
、
乱
高

下
を
繰
り
返
す
値
幅
が
大
き
く
な
っ
て
き

た
。
ず
っ
と
主
張
し
て
き
た
史
上
空
前
の

カ
ネ
余
り
バ
ブ
ル
株
高
の
上
昇
相
場
も
、

い
よ
い
よ
最
終
局
面
に
入
っ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
そ
ろ
そ
ろ
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
備
え
て
頭

の
整
理
を
し
て
お
い
た
方
が
良
か
ろ
う
。

い
っ
て
み
れ
ば
、「
大
逆
回
転
の
シ
ナ
リ

オ
」
だ
。

　
先
ず
は
、
今
回
の
上
昇
相
場
だ
が
、
米

国
株
市
場
で
い
う
と
、
１
９
８
２
年
８
月

か
ら
今
日
ま
で
、
実
に
43
年
越
し
の
超
長

期
に
渡
る
上
昇
ぶ
り
で
あ
る
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
投
資
家
の
ほ
と

ん
ど
も
、
機
関
投
資
家
の
運
用
者
た
ち
全

員
も
、
人
生
こ
の
方
ず
っ
と
株
高
し
か
知

ら
な
い
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　
い
ず
れ
も
、
大
き
な
下
げ
を
知
ら
な
い

投
資
家
た
ち
ば
か
り
。
誰
も
売
ろ
う
と
し

な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
超
の
つ
く
カ
ネ
余

り
バ
ブ
ル
が
、
崩
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て

い
る
と
も
い
え
る
。

　
そ
ん
な
投
資
家
た
ち
が
、
い
ざ
本
格
的

な
下
落
相
場
に
遭
遇
す
る
や
、
驚
天
動
地

の
出
来
事
と
ば
か
り
に
皆
や
み
く
も
な
売

り
逃
げ
に
一
転
し
よ
う
。
そ
れ
も
、
機
関

投
資
家
も
一
緒
に
な
っ
て
や
た
ら
大
量
の

売
り
を
一
斉
に
出
し
て
く
る
の
だ
。
そ
れ

で
、
収
捨
の
つ
か
な
い
株
売
り
地
獄
と
な

ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
買
い
ま
く
っ
て
き
た
投
資
家

た
ち
が
一
斉
の
売
り
を
出
せ
ば
、
株
価
全

般
は
奈
落
の
底
へ
と
落
ち
て
い
く
。

　
次
に
発
生
す
る
の
が
、
資
産
デ
フ
レ
で

あ
る
。
機
関
投
資
家
を
は
じ
め
金
融
機
関

や
企
業
な
ど
法
人
投
資
家
も
、
株
価
全
般

の
暴
落
で
投
資
勘
定
を
大
き
く
目
減
り
さ

せ
て
し
ま
う
。
暴
落
し
た
分
の
資
産
価
値

が
、
蒸
発
し
た
か
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま

う
の
だ
。

瞬
時
に
カ
ネ
詰
ま
り
に
一
転
へ

　

一
方
、
負
債
勘
定
の
方
は
ま
る
ま
る

残
っ
て
い
る
。
投
資
家
顧
客
か
ら
の
資
金

受
け
入
れ
や
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
借

り
入
れ
金
勘
定
は
、
そ
の
ま
ま
だ
。
そ
の

差
額
を
資
産
デ
フ
レ
と
い
う
。

　
そ
の
資
産
デ
フ
レ
が
、
こ
こ
ま
で
バ
ブ

ル
高
に
踊
っ
て
き
た
人
た
ち
を
塗
炭
の
苦

し
み
に
追
い
込
む
。

　
ち
な
み
に
、
90
年
代
に
入
っ
て
の
日
本

の
バ
ブ
ル
崩
壊
で
、
地
価
と
株
価
は
大

幅
に
下
落
し
た
。
そ
の
下
落
が
も
た
ら

し
た
資
産
デ
フ
レ
額
は
、
あ
ち
こ
ち
の

経
済
研
究
所
な
ど
が
推
計
し
て
い
る
が
、

１
１
６
０
兆
円
か
ら
１
６
０
０
兆
円
の
間

と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
日
本
経
済
の
、
実
に
2.2
倍
か
ら

３
倍
に
上
る
資
産
デ
フ
レ
が
発
生
し
た
わ

け
だ
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
30
年
以
上
も
続

い
た
デ
フ
レ
の
元
凶
で
、
日
本
経
済
が
苦

し
ん
だ
要
因
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
世
界
の
金
融
マ
ー

ケ
ッ
ト
暴
落
で
は
、
日
本
の
そ
れ
よ
り
も

は
る
か
に
大
規
模
な
資
産
デ
フ
レ

と
な
る
の
を
覚
悟
し
て
お
こ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
世
界
全
体
が
資
産
デ
フ

レ
に
陥
る
こ
と
で
、
現
在
の
カ
ネ
余
り
が

瞬
時
に
カ
ネ
詰
ま
り
へ
と
一
転
す
る
。
経

済
活
動
全
般
で
の
金
利
水
準
は
吹
き
上
が

る
。
そ
れ
が
金
融
商
品
全
般
の
さ
ら
な
る

売
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
国
際
金
融
協
会
に
よ
る
と
、
世
界
の
国

や
個
人
・
企
業
・
金
融
機
関
が
抱
え
る

総
債
務
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
3.2
倍
と
の

こ
と
。
12
年
ご
ろ
は
2.1
倍
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
先
進
国
中
心
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
で

世
界
の
借
金
は
大
き
く
膨
れ
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　
そ
れ
に
向
か
っ
て
、
金
利
上
昇
が
襲
い

か
か
っ
て
く
る
の
だ
。
世
界
経
済
全
般
で
、

と
ん
で
も
な
い
混
乱
を
覚
悟
し
て
お
こ
う
。

finance
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文◉清水 和夫
text = Kazuo SHIMIZUモビリティの未来 25

しみず・かずお　武蔵工業大学電子通信工学卒、1981年か
らプロのレースドライバーに転向、1988年本格的なジャー
ナリスト活動開始、日本自動車ジャーナリスト協会会員

（AJAJ）、日本科学技術ジャーナリスト会議会員（JASTJ）、
著書・共著に『クルマ安全学のすすめ』『燃料電池とはなにか』

『ITSの思想』『ディーゼルこそが、地球を救う』などがある。

それでもＥＶ転換は不可避に
　
近
年
、世
界
で
は
Ｂ
Ｅ
Ｖ（
バ
ッ
テ
リ
ー

Ｅ
Ｖ
）
の
普
及
ス
ピ
ー
ド
が
鈍
化
し
て
い

る
と
い
う
報
道
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
内
燃
機
関
車
が
長
期
的
に
復
権
す

る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　
中
国
市
場
で
の
急
速
な
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
に

刺
激
さ
れ
、
欧
州
メ
ー
カ
ー
は
短
期
間
に

Ｅ
Ｖ
へ
大
き
く
舵
を
切
っ
た
が
、
そ
の
多

く
は
補
助
金
依
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で

あ
り
、
収
益
悪
化
を
招
い
て
い
る
。
結
果

と
し
て
各
メ
ー
カ
ー
は
電
動
化
計
画
の
見

直
し
を
進
め
、
Ｅ
Ｖ
市
場
の
踊
り
場
を
冷

静
に
捉
え
直
す
段
階
へ
入
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
ト
ヨ
タ
が
当
初
か
ら
進
め

て
き
た
「
マ
ル
チ
パ
ス
ウ
ェ
イ
戦
略
」
は

妥
当
性
を
増
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｖ
一
本
化
で
は
な
く
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）、プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）、
水
素
エ
ン
ジ
ン
な

ど
多
様
な
電
動
化
手
段
を
並
行
し
て
開
発

す
る
姿
勢
で
あ
る
。

　
一
方
、
筆
者
は
、
50
年
以
上
エ
ン
ジ
ン

車
で
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
き

た
が
、
こ
こ
に
き
て
「
Ｅ
Ｖ
2.0
」
を
定
義

し
、
新
し
い
価
値
を
再
評
価
し
て
い
る
。

　

筆
者
が
Ｅ
Ｖ
に
興
味
を
持
つ
理
由
は
、

近
年
の
技
術
進
化
に
あ
る
。
従
来
の
Ｅ
Ｖ

は
充
電
時
間
の
長
さ
や
寒
冷
地
で
の
性
能

低
下
な
ど
課
題
が
多
く
、「
使
い
に
く
い

ク
ル
マ
」
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
。

　

し
か
し
現
在
は
リ
ン
酸
鉄
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
（
Ｌ
Ｆ
Ｐ
）
バ
ッ
テ
リ
ー
の
普
及

に
よ
り
、
安
全
性
向
上
と
コ
ス
ト
低
減
が

進
ん
だ
。
バ
ッ
テ
リ
ー
を
床
下
に
配
置
す

る
こ
と
で
低
重
心
化
が
実
現
し
、
キ
ャ
ビ

ン
の
広
さ
や
静
粛
性
も
向
上
す
る
な
ど
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
面
で
大
き
な
進
化
が

見
ら
れ
た
。

電
動
化
も
電
脳
化
も
進
む

　

こ
れ
ら
は
内
燃
機
関
車
で
は
得
ら
れ

な
い
Ｅ
Ｖ
特
有
の
利
点
で
あ
り
、
破
壊
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
て
い
る
と
い

え
る
。
さ
ら
に
、Ｅ
Ｖ
は「
電
動
化
」と「
電

脳
化
」
が
同
時
に
進
行
す
る
点
に
大
き
な

特
徴
が
あ
る
。

　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
先
進
運
転
支
援
（
Ａ

Ｄ
Ａ
Ｓ
）
や
エ
ン
ド
ト
ゥ
エ
ン
ド
（
Ｅ

２
Ｅ
）
学
習
型
の
認
知
判
断
モ
デ
ル
に
よ

り
、
車
両
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
。

　

大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
を
備
え
る
Ｅ
Ｖ

の
方
が
車
載
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
能

力
を
拡
張
し
や
す
く
、
自
動
運
転
の
高
度

化
に
お
い
て
内
燃
機
関
車
よ
り
有
利
で

あ
る
。
次
に
、
Ｅ
Ｖ
の
普
及
を
支
え
る
理

念
と
し
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
的
な
大
義
」
が
重

要
に
な
る
。

　

２
０
５
０
年
に
は
世
界
人
口
が

１
０
０
億
人
、
自
動
車
保
有
台
数
は
25
億

台
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
有
限

な
地
下
資
源
を
掘
り
出
し
、
燃
や
す
と
い

う
従
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
続
け
る

こ
と
は
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
困
難
で

あ
る
。

　
内
燃
機
関
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
7
割
を

熱
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
非
効
率
性
も
抱

え
て
お
り
、
長
期
的
に
は
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
化
を
目
指
す
Ｅ
Ｖ
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃

料
電
池
車
）
へ
の
移
行
は
不
可
避
な
の
で

あ
る
。

　
比
較
的
若
い
世
代
に
と
っ
て
は
、
Ｅ
Ｖ

を
充
電
す
る
時
間
は
「
ス
マ
ホ
に
触
れ
る

時
間
」
と
し
て
肯
定
的
に
受
け
取
ら
れ
て

お
り
、
Ｅ
Ｖ
利
用
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が

低
い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

　
総
じ
て
、
Ｅ
Ｖ
は
「
Ｅ
Ｖ
1.0
」
の
黎
明

期
か
ら
「
Ｅ
Ｖ
2.0
」
へ
移
行
し
、
電
動
化

と
電
脳
化
が
融
合
し
た
新
た
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。
内
燃
機
関

車
が
短
期
的
に
残
存
す
る
余
地
は
あ
る
も

の
の
、
長
期
的
に
は
持
続
可
能
性
・
効
率

性
・
電
脳
化
の
観
点
か
ら
Ｅ
Ｖ
へ
の
移
行

が
主
流
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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61 文◉徳江 倫明
text = Michiaki TOKUE日本農業　常識と非常識の間

とくえ・みちあき　生来の現場主義。1978 年「大
地を守る会」に参画。有機農産物の共同購入システ
ムの開発を手がける。1988年には「らでぃっしゅぼー
や」を興し、宅配システムを確立。その後日本初のオー
ガニックスーパーや有機認証機関の設立など、新し
い分野の企画開発に挑戦し続ける。

「農業の大規模化」の危うさ
　
戦
後
の
日
本
農
政
を
支
え
て
き
た
方
針

に
「
選
択
的
拡
大
」
が
あ
る
。
指
定
産
地

制
度
と
単
一
栽
培
（
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
）

と
い
わ
れ
る
も
の
だ
。
一
つ
の
作
物
を
地

域
の
特
産
と
し
て
産
地
化
し
、
大
規
模
物

流
で
効
率
化
を
図
る
。
そ
の
構
造
が
日
本

の
農
業
政
策
を
支
え
て
き
た
。

　
１
９
６
１
年
の
農
業
基
本
法
は
、
国
が

日
本
農
業
の
大
規
模
化
を
推
進
す
る
た
め

に
制
定
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
加
え
て
、
大
規
模
小
売
店
舗
法
の
規
制

緩
和
が
進
み
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
（
大
規
模
小
売
店

舗
）
の
地
方
進
出
に
拍
車
が
か
か
り
、
ク

ル
マ
社
会
に
合
わ
せ
て
開
発
さ
れ
た
バ
イ

パ
ス
道
路
は
、
大
企
業
の
地
方
進
出
に
道

を
開
い
た
。
そ
の
結
果
、
商
店
街
は
衰
退

し
、
地
域
社
会
の
崩
壊
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
一
方
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
は
加

速
し
た
。
１
９
５
０
年
の
東
京
都
の
人
口
は

６
２
８
万
人
だ
っ
た
が
、
今
は
１
４
０
０
万

人
を
超
え
る
ま
で
に
増
え
て
い
る
。

　

食
料
自
給
率
は
１
９
６
０
年
に
79
％

だ
っ
た
が
、
２
０
２
５
年
は
38
％
ま
で
低

下
し
た
。
農
地
面
積
も
１
９
６
０
年
の

６
０
７
万
㌶
か
ら
、
２
０
２
４
年
に
は

４
２
７
万
㌶
に
減
少
し
た
。

　

さ
ら
に
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は

１
９
６
０
年
の
１
１
７
５
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
２
０
２
５

年
は
１
０
２
万
人
と
な
っ
た
（
出

典
：「
2
0
2
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

速
報
版
」）。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、

２
０
３
０
年
の
予
測
83
万
人
は
さ
ら
に
下

方
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

農
業
は
地
域
づ
く
り
の
根
幹

　
ぼ
く
は
１
９
５
１
年
生
ま
れ
で
地
方
の

町
で
育
っ
た
。
当
時
は
人
口
も
そ
こ
そ
こ

多
く
、
第
一
次
産
業
や
商
店
街
も
活
気
が

あ
り
、
子
ど
も
も
元
気
で
実
に
生
き
生
き

と
し
て
い
た
。

　

そ
ろ
そ
ろ
気
付
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

大
規
模
化
を
目
指
し
た
農
業
政
策
の
結
果
、

自
給
率
は
低
下
し
、
農
地
面
積
も
減
少
し

た
。
確
か
に
、
大
規
模
農
業
法
人
の
作
業

効
率
は
、
機
械
化
や
作
業
の
標
準
化
、
化

学
肥
料
や
農
薬
の
効
果
的
使
用
に
よ
っ
て

向
上
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
農
業

の
30
％
を
占
め
る
平
地
農
業
な
ど
、
大
規

模
化
が
可
能
な
場
所
で
の
み
成
り
立
つ
。

　
日
本
農
業
の
約
40
％
は
中
山
間
地
に
位

置
し
て
い
る
。
こ
の
中
山
間
地
農
業
が
、

大
規
模
か
ら
小
規
模
ま
で
、
専
業
・
兼
業
・

副
業
、
贈
与
経
済
と
い
っ
た
多
様
な
形
態

で
成
り
立
つ
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
残
り

30
％
は
都
市
的
農
業
地
域
で
、
食
料
安
全

保
障
の
点
か
ら
も
重
要
な
地
域
だ
。

　
こ
れ
か
ら
の
Ａ
Ｉ
時
代
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
た
時
空
を
超
え
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
て
い
く
。
例
え
ば
、

運
輸
分
野
で
は
自
動
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
配
送
が
基
本
と
な
り
、
鉄
道
網
や
地

方
空
港
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
輸
送
体
制

も
整
備
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
の
普
及
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
や
、
地
方
へ
の
移
住
や
複
数
拠
点
で
の

生
活
が
可
能
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
が
整
い
つ

つ
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
運
輸
イ
ン
フ

ラ
は
シ
ェ
ア
化
さ
れ
る
た
め
、
規
模
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
じ
コ
ス
ト
で
同
じ
イ
ン
フ

ラ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
日
本
政
府
は
石
破
政
権
時
に
「
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
」
を
閣
議
決
定
し
、
複

数
拠
点
に
住
民
票
を
置
け
る
体
制
を
整
え

つ
つ
あ
る
。
１
千
万
人
が
地
方
に
移
動
し

た
り
、
関
係
人
口
と
し
て
複
数
拠
点
で
生

活
し
た
り
す
る
時
代
を
想
定
す
る
と
、
従

来
と
は
異
な
る
農
業
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

　

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業

は
、
地
方
の
要
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
の

根
幹
だ
。
農
業
問
題
の
解
決
は
、
農
業
単

体
だ
け
で
は
見
い
だ
せ
ず
、
国
づ
く
り
や

地
域
づ
く
り
の
中
に
こ
そ
答
え
が
あ
る
。

agriculture
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文◉田中 淳夫
text = Atsuo TANAKA「森を守れ」が森を殺す 67

たなか・あつお　森林ジャーナリスト。1959 年
生まれ。主に森林・林業・山村をテーマに執筆活
動を続ける。著書に『獣害列島』（イースト・プ
レス『鹿と日本人』（築地書館）『虚構の森』『絶
望の林業』『山林王』『盗代林業現場からの警鐘』（と
もに新泉社）などがある。

クマが人里に下りる理由とは
　
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぐ
。
そ
の
こ
と
に

関
し
て
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
う
が
、「
山

に
エ
サ
が
な
い
か
ら
里
に
出
没
す
る
」
と

い
う
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。
だ
が
、
少
し

考
え
れ
ば
間
違
い
だ
と
分
か
る
。

　
2
０
２
５
年
は
北
日
本
で
ド
ン
グ
リ
が

凶
作
だ
か
ら
と
い
う
が
、
ド
ン
グ
リ
が

実
っ
て
い
な
い
春
か
ら
出
没
は
増
え
て
い

る
。
西
日
本
で
は
豊
作
の
地
域
も
多
い
。

ド
ン
グ
リ
の
豊
凶
は
数
年
ご
と
に
繰
り
返

す
も
の
で
、
今
年
が
異
常
な
わ
け
で
は
な

い
の
だ
。

　
人
工
林
は
エ
サ
が
な
い
と
い
う
の
も
現

場
を
見
て
い
な
い
。
林
業
地
を
歩
け
ば
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
間
に
広
葉
樹
や
草
が

繁
っ
て
い
る
放
置
林
が
よ
く
目
に
つ
く
。

天
然
林
の
人
工
林
転
換
が
進
ん
だ
の
は

１
９
６
０
年
代
ま
で
で
、
そ
れ
以
降
は
激

減
し
て
い
る
。
60
年
前
の
影
響
が
今
頃
出

た
と
す
る
の
は
お
か
し
い
。

　
む
し
ろ
農
林
業
の
衰
退
で
、
里
山
の
耕

作
放
棄
地
が
雑
木
林
と
な
り
、
人
工
林
も

手
入
れ
さ
れ
ず
広
葉
樹
が
繁
っ
た
こ
と
で

エ
サ
が
豊
富
に
な
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
。

　
エ
サ
が
豊
富
に
な
れ
ば
、
栄
養
が
よ
く

な
り
出
産
率
は
上
が
り
死
亡
率
が
下
が

る
。
兵
庫
県
の
研
究
で
は
、
近
年
の
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
の
増
加
率
は
15
％
に
も
達
し
て

い
る
。
ク
マ
は
増
え
た
の
だ
。

　

奥
山
の
生
息
数
が
飽
和
状
態
に
な
れ

ば
、
押
し
出
さ
れ
た
ク
マ
が
周
辺
の
人
里

に
出
て
く
る
。
目
撃
例
に
若
い
個
体
や
母

子
グ
マ
が
多
い
の
は
、
そ
う
し
た
個
体
だ

ろ
う
。
す
る
と
人
里
に
は
農
作
物
と
い
う

美
味
し
い
エ
サ
が
あ
り
、
人
間
は
ク
マ
を

恐
れ
て
逃
げ
る
か
ら
危
険
も
な
か
っ
た
。

人
里
は
暮
ら
し
や
す
い
新
天
地
だ
と
ク
マ

は
気
付
い
た
の
で
あ
る
。

獣
害
被
害
は
江
戸
時
代
に
も

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
野
生
動
物
が
増
え

た
こ
と
を
認
め
た
が
ら
な
い
人
々
が
い

る
。
増
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
自
体

を
異
常
だ
と
言
い
張
る
人
も
い
る
。「
昔

は
、
そ
ん
な
に
獣
害
は
な
か
っ
た
」
と
い

う
の
だ
。

　
だ
が
、
江
戸
時
代
の
文
献
を
ひ
も
と
く

と
、
当
時
も
苛
烈
な
獣
害
が
襲
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

が
田
畑
を
荒
ら
し
て
農
山
村
を
苦
し
め
て

い
た
。
飢
餓
も
発
生
し
て
い
る
。
山
で
獣

に
襲
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。

　
江
戸
や
大
阪
の
よ
う
な
都
会
に
も
野
生

動
物
は
多
か
っ
た
。
現
在
の
状
況
が
異
常

な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
時
の
レ
ベ
ル

に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
。

　
狩
猟
者
の
数
が
減
っ
た
ら
駆
除
が
追
い

つ
か
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
そ
れ
も

怪
し
い
。
60
年
代
ま
で
の
狩
猟
者
数
は
、

今
よ
り
少
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
駆
除
数
は
、

30
年
前
と
比
べ
て
現
在
は
４
ー
10
倍
に
増

え
て
い
る
。
つ
ま
り
狩
猟
者
は
少
な
い
人

数
で
多
く
の
害
獣
を
駆
除
し
て
い
る
。

　
い
ろ
い
ろ
数
字
を
並
べ
た
が
、
理
屈
は

簡
単
だ
。
日
本
の
自
然
が
回
復
し
て
エ
サ

も
豊
富
に
な
っ
た
か
ら
野
生
動
物
は
増
え

た
。
増
え
す
ぎ
た
た
め
人
里
に
進
出
し
て

き
た
。
付
け
加
え
れ
ば
、
農
林
業
な
ど
の

衰
退
と
、
自
然
保
護
策
が
行
き
届
い
た
こ

と
が
自
然
の
回
復
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　
自
然
界
の
現
象
を
理
解
し
よ
う
と
し
た

ら
、
時
間
軸
を
長
く
と
っ
て
現
場
を
よ
く

見
な
け
れ
ば
実
態
を
誤
っ
て
認
識
す
る
。

　
た
だ
し
、
増
え
た
の
な
ら
ど
ん
ど
ん
駆

除
し
て
も
い
い
わ
け
で
は
な
い
。
明
治
か

ら
昭
和
初
期
ま
で
、
多
く
の
野
生
動
物
が

絶
滅
の
危
機
に
あ
っ
た
の
も
事
実
だ
。
適

正
な
生
息
数
に
す
る
た
め
の
駆
除
と
保
護

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
な
の
だ
。

　
人
と
動
物
と
の
共
生
と
は
「
共
に
仲
良

く
生
き
る
」
こ
と
で
は
な
い
。
お
互
い
が

適
度
に
圧
力
を
か
け
続
け
て
均
衡
状
態
を

築
く
こ
と
だ
。
そ
の
覚
悟
な
く
し
て
共
に

生
き
ら
れ
な
い
。

forestry
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文◉井田 徹治
text = Tetsuji IDA人と魚の明日のために 54

いだ・てつじ　1959 年、東京生まれ。東京大学文学部卒。
現在、共同通信社編集委員兼論説委員。環境と開発、エネル
ギーなどの問題を長く取材。著書に『ウナギ 地球環境を語
る魚』（岩波新書）など。

スルメイカの漁獲枠拡大は根拠なし
　
日
本
人
に
と
っ
て
と
て
も
身
近
な
シ
ー

フ
ー
ド
の
一
つ
、
ス
ル
メ
イ
カ
が
今
、
極

め
て
危
う
い
状
況
に
あ
る
。
今
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
漁
獲
量
が
急
減
し
て
価
格
が

３
倍
近
く
に
ま
で
高
騰
し
、
食
卓
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
る
の
だ
。
筆
者
が
時
々
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
都
内
の
食
堂
は
最

近
、
原
料
価
格
高
騰
を
理
由
に
「
イ
カ
フ

ラ
イ
定
食
」
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
取
り
下
げ

て
し
ま
っ
た
。

　
漁
獲
量
が
急
減
す
れ
ば
、
科
学
的
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
漁
獲
枠
を
設
定
し
、
禁
漁

措
置
を
含
む
厳
し
い
資
源
管
理
を
行
う
の

が
常
識
だ
。
だ
が
、
水
産
庁
は
25
年
度
漁

期
の
漁
獲
枠
を
中
途
で
拡
大
す
る
と
い
う

異
例
の
措
置
を
取
っ
た
。

　
専
門
家
か
ら
は
「
不
漁
に
悩
む
業
界
団

体
や
関
係
地
の
政
治
家
な
ど
の
圧
力
に
屈

し
た
非
科
学
的
な
決
定
だ
」「
こ
の
ま
ま

で
は
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
は
さ
ら
に
悪
化
す

る
」
と
の
指
摘
が
出
て
い
る
。

　

水
産
庁
に
よ
る
と
00
年
に
は
30
万
㌧

を
超
え
て
い
た
ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
量

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
24
年
に
は

１
万
８
千
㌧
を
切
る
ま
で
減
っ
た
。
こ
れ

が
価
格
高
騰
の
原
因
だ
。

　
研
究
機
関
の
評
価
で
は
、
日
本
近
海
の

ス
ル
メ
イ
カ
資
源
の
親
魚
の
量
は
極
め
て

獲
枠
の
拡
大
を
求
め
る
な
ど
、
政
治
的
な

圧
力
は
小
さ
く
な
い
。

　
政
治
的
な
圧
力
に
負
け
て
、
た
だ
で
も

怪
し
か
っ
た
資
源
管
理
方
策
が
さ
ら
に
ね

じ
曲
げ
ら
れ
た
と
言
っ
て
い
い
。

　
イ
カ
の
資
源
量
は
年
々
の
変
動
が
大
き

く
、
一
部
の
海
域
で
の
短
期
間
の
漁
獲
量

の
増
加
を
み
て
「
豊
漁
だ
」
と
い
う
の
は

誤
り
だ
。

　
現
在
よ
り
か
な
り
多
く
の
漁
獲
が
あ
っ

た
過
去
の
デ
ー
タ
を
無
視
し
、
ご
く
最
近

の
変
化
だ
け
で
「
資
源
が
増
え
て
い
る
か

ら
漁
獲
量
を
増
や
し
て
い
い
」
と
主
張
す

る
こ
と
を
「
基
準
値
移
動
症
候
群
」
と
呼

ぶ
。
今
回
の
決
定
は
ま
さ
に
こ
の
症
候
群

で
あ
ろ
う
。

　
変
動
の
中
で
資
源
量
が
増
え
る
「
卓
越

級
群
」
が
発
生
し
た
と
き
に
、
目
先
の
利

益
に
と
ら
わ
れ
て
漁
獲
量
を
増
や
し
、
資

源
回
復
の
芽
を
摘
ん
で
き
た
歴
史
は
、
サ

ン
マ
や
サ
バ
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
な
ど
日
本

の
漁
業
に
お
い
て
多
く
の
例
が
あ
る
。
今

回
も
そ
の
一
例
だ
。

　
今
回
の
決
定
は
、
科
学
的
な
根
拠
と
予

防
原
則
に
基
づ
く
水
産
資
源
の
管
理
の

実
現
が
、
日
本
に
お
い
て
は
ほ
ど
遠
い
状

況
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
と
言
え

る
。

少
な
く
、「
ほ
ぼ
禁
漁
レ
ベ
ル
」
と
い
う

専
門
家
も
い
る
ほ
ど
だ
。

　
だ
が
こ
の
夏
、
三
陸
沖
で
ス
ル
メ
イ
カ

の
漁
獲
量
が
過
去
に
比
べ
て
増
え
た
。
こ

れ
が
、
水
産
庁
が
異
例
の
措
置
に
踏
み

切
っ
た
理
由
だ
。

水
産
資
源
回
復
の
芽
を
摘
む

　

新
た
な
漁
獲
枠
は
２
万
５
８
０
０
㌧

で
、
当
初
の
１
万
９
２
０
０
㌧
か
ら

６
６
０
０
㌧
も
の
増
加
だ
。
当
初
の
枠
か

ら
し
て
、
専
門
家
が
妥
当
だ
と
す
る
漁
獲

量
よ
り
２
倍
近
く
多
い
こ
と
が
問
題
視
さ

れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
今
回
の
増
枠
は
資

源
管
理
上
の
大
き
な
問
題
だ
。

　
漁
獲
量
が
増
え
た
の
は
漁
期
が
始
ま
っ

た
直
後
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
こ
と
や
三
陸

沖
以
外
の
漁
場
で
は
増
加
が
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
い
る
。

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
決
定
と
は
言
い

難
く
、
増
枠
を
決
め
た
審
議
会
で
は
一
部

の
委
員
か
ら
異
論
も
出
た
。
し
か
し
顧
み

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
日
本
の
漁
業
団
体
に
は
水
産
庁
の
Ｏ
Ｂ

が
天
下
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
今
回
増
枠

を
求
め
た
全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
の
富

岡
啓
二
会
長
も
水
産
庁
Ｏ
Ｂ
だ
。
東
北
地

方
選
出
の
政
治
家
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
漁

fishery
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文◉鵜尾 雅隆
text = Masataka UO社会イノベーションとお金の新しい関係 39

うお・まさたか　日本ファンドレイジング協会代表
理事。至善館副学長／インパクトエコノミーセン
ター長。国際協力機構、外務省、米国 NPO を経て、
寄付、社会的投資の進む社会を目指して日本ファン
ドレイジング協会を創設。著書に『ファンドレイジ
ングが社会を変える』など。

ＮＰＯの信頼性を高めるには
　
社
会
課
題
の
解
決
が
進
む
上
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。
人
と
の
繋
が

り
を
創
っ
た
り
、
困
難
な
状
況
の
人
た
ち

に
寄
り
添
っ
た
り
、
現
場
の
課
題
を
発
信

し
た
り
、
新
た
な
課
題
解
決
方
法
を
生
み

出
し
た
り
と
い
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
強
み
と
す

る
役
割
が
社
会
に
と
っ
て
必
要
だ
。

　
し
か
し
、社
会
に
と
っ
て
必
要
な
の
に
、

社
会
か
ら
の
信
用
は
低
い
。
こ
の
信
用
の

低
さ
は
、
結
果
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
材
確

保
や
財
源
確
保
に
悪
影
響
を
与
え
る
。
そ

れ
は
結
果
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
幸

せ
に
影
響
し
て
し
ま
う
。

　
こ
こ
で
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
取
り
組

み
が
あ
る
。
非
営
利
組
織
評
価
セ
ン
タ
ー

が
運
営
す
る
「
グ
ッ
ド
ギ
ビ
ン
グ
マ
ー

ク
認
証
制
度
」
だ
。
こ
れ
ま
で
あ
っ
た

グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
認
証
を
進
化
さ
せ
て

2
0
2
5
年
４
月
か
ら
本
格
稼
働
し
た

新
制
度
で
、
寄
付
な
ど
の
支
援
を
す
る
際

に
参
考
に
な
る
よ
う
に
、
非
営
利
組
織
を

認
証
す
る
取
り
組
み
だ
。

　
こ
れ
ま
で
も
同
様
の
取
り
組
み
は
様
々

な
組
織
が
試
み
て
き
た
が
、
こ
の
新
た
な

取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
点
が
審
査

プ
ロ
セ
ス
の
丁
寧
な
設
計
と
、
非
営
利
法

人
を
監
督
す
る
省
庁
や
自
治
体
と
の
情
報

連
携
、
そ
し
て
発
足
時
か
ら
多
く
の
組
織

を
巻
き
込
ん
で
い
る
点
に
あ
る
。

　
す
で
に
56
の
主
要
な
助
成
財
団
、
大
企

業
な
ど
が
グ
ッ
ド
ギ
ビ
ン
グ
マ
ー
ク
賛

同
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
な
ん
と
、
グ
ッ

ド
ギ
ビ
ン
グ
マ
ー
ク
制
度
を
推
奨
し
て

い
る
助
成
財
団
な
ど
の
年
間
の
助
成
総

額
は
６
１
４
億
円
に
の
ぼ
る
。
日
本
の
助

成
金
総
額
を
考
え
る
と
、
す
で
に
助
成
総

額
の
過
半
を
超
え
る
日
本
の
資
金
支
援

団
体
が
賛
同
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
者
の
専
門
家
が
認
証
へ

　

こ
う
し
た
非
営
利
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
認
証
制
度
は
、「
卵
が
先
か
鶏
が
先

か
」
と
い
う
状
況
に
陥
り
や
す
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
は
そ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
認
証

を
取
る
手
間
や
コ
ス
ト
か
ら
、「
資
金
支

援
者
た
ち
が
認
証
取
得
を
評
価
し
て
く

れ
る
な
ら
取
り
た
い
」
と
な
る
し
、
資
金

支
援
側
か
ら
す
る
と
「
あ
る
程
度
多
く
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
取
得
し
て
い
て
信
頼
さ
れ
て

い
る
認
証
な
ら
評
価
の
参
考
に
し
た
い
」

と
な
る
。

　

一
定
の
閾
値
を
超
え
な
い
と
、
双
方
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。

　

そ
の
点
で
、
こ
の
新
制
度
が
、「
支
援

者
側
」
の
幅
広
い
支
持
と
賛
同
を
得
る
こ

と
に
力
を
注
い
で
い
る
点
は
大
き
な
可
能

性
が
あ
る
。
認
証
を
取
っ
て
い
る
非
営
利

法
人
数
は
多
く
な
い
が
、
日
本
の
未
来
を

担
い
そ
う
な
重
要
な
団
体
が
続
々
と
取
得

し
始
め
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
信
頼
性
を
高
め
る
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ
に

な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
信
頼
性
は
、
多
様
な
要
因
で

決
ま
っ
て
い
く
が
、
第
一
歩
で
必
要
な
こ

と
は
、「
信
頼
で
き
る
運
営
を
し
て
い
る
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
立
的
な
第
三
者
の
専
門
機
関

が
認
証
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
一
般
の
寄

付
者
や
個
々
の
企
業
だ
け
で
そ
の
信
頼
性

を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
う
し
た
第
三
者
認
証
が
な
け
れ
ば
、

有
名
な
団
体
か
、
知
り
合
い
の
団
体
し
か

応
援
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
私
が
代

表
を
務
め
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

協
会
も
グ
ッ
ド
ギ
ビ
ン
グ
マ
ー
ク
認
証
を

得
た
が
、
そ
の
審
査
プ
ロ
セ
ス
は
大
変
学

び
が
多
か
っ
た
。
そ
の
審
査
過
程
で
組
織

の
運
営
は
進
化
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
運
営
や
意
思
決
定
へ
の

配
慮
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
信
頼
性

も
も
っ
と
高
ま
る
。
こ
の
制
度
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

側
も
、
資
金
支
援
側
も
協
力
し
て
育
て
て

い
く
こ
と
が
、
日
本
社
会
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ

の
信
頼
」
を
築
く
重
要
な
一
歩
に
な
る
。
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と
に
力
を
注
い
で
い
る
点
は
大
き
な
可
能

性
が
あ
る
。
認
証
を
取
っ
て
い
る
非
営
利

法
人
数
は
多
く
な
い
が
、
日
本
の
未
来
を

担
い
そ
う
な
重
要
な
団
体
が
続
々
と
取
得

し
始
め
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
信
頼
性
を
高
め
る
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ
に

な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
信
頼
性
は
、
多
様
な
要
因
で

決
ま
っ
て
い
く
が
、
第
一
歩
で
必
要
な
こ

と
は
、「
信
頼
で
き
る
運
営
を
し
て
い
る
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
立
的
な
第
三
者
の
専
門
機
関

が
認
証
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
一
般
の
寄

付
者
や
個
々
の
企
業
だ
け
で
そ
の
信
頼
性

を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
う
し
た
第
三
者
認
証
が
な
け
れ
ば
、

有
名
な
団
体
か
、
知
り
合
い
の
団
体
し
か

応
援
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
私
が
代

表
を
務
め
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

協
会
も
グ
ッ
ド
ギ
ビ
ン
グ
マ
ー
ク
認
証
を

得
た
が
、
そ
の
審
査
プ
ロ
セ
ス
は
大
変
学

び
が
多
か
っ
た
。
そ
の
審
査
過
程
で
組
織

の
運
営
は
進
化
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
運
営
や
意
思
決
定
へ
の

配
慮
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
信
頼
性

も
も
っ
と
高
ま
る
。
こ
の
制
度
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

側
も
、
資
金
支
援
側
も
協
力
し
て
育
て
て

い
く
こ
と
が
、
日
本
社
会
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ

の
信
頼
」
を
築
く
重
要
な
一
歩
に
な
る
。

文◉細田 衛士
text = Eiji HOSODA論考・サーキュラーエコノミー 30

ほそだ・えいじ　東海大学学長補佐、政治経済学部
経済学科教授。1953 年生まれ。77 年慶応義塾大
学経済学部卒業後、同大学経済学部助手、助教授を
経て、94 年より教授。2001 年から 05 年まで同
大経済学部長を務めた。中央環境審議会委員や環境
省政策評価委員会委員なども歴任。

生かすも殺すも自治体次第
　
先
日
、
あ
る
会
合
で
昔
な
じ
み
の
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
と
隣
り
合
わ
せ
た
。
た

わ
い
も
な
い
会
話
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ

が
、
突
然
話
の
内
容
が
深
刻
化
し
た
。

　
他
県
で
は
新
設
の
産
業
廃
棄
物
処
理
設

備
が
半
年
で
許
可
さ
れ
た
の
だ
が
、
全
く

同
じ
設
備
が
自
分
の
県
で
は
２
年
経
っ

て
も
許
可
が
下
り
な
い
と
い
う
。
こ
の
県

は
、
他
の
県
と
比
べ
て
設
備
の
許
可
に
か

な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
で
有
名
だ
そ

う
だ
。
採
算
が
合
わ
ず
、
設
備
の
許
可
申

請
を
諦
め
る
業
者
も
い
る
と
聞
く
。

　

こ
ん
な
話
も
耳
に
し
た
。
資
源
の
高
度

な
循
環
利
用
を
目
指
し
て
実
証
実
験
を
計

画
し
た
事
業
者
が
、
廃
棄
物
処
理
法
の
壁

に
阻
ま
れ
、
事
業
実
施
ま
で
か
な
り
の
日

数
と
費
用
を
か
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
そ

う
だ
。
自
治
体
担
当
者
は
、
資
源
の
高
度

な
循
環
利
用
な
ど
に
は
一
切
興
味
が
な
く
、

廃
棄
物
処
理
法
を
厳
し
く
運
用
す
る
こ
と

し
か
頭
に
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

国
が
主
導
す
る
産
官
学
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

の
メ
ン
バ
ー
で
さ
え
、
資
源
の
高
度
な
循

環
利
用
を
目
指
し
て
進
め
よ
う
と
す
る
と
、

自
治
体
の
「
厳
格
な
廃
棄
物
処
理
法
の
解

釈
」
と
い
う
壁
に
阻
ま
れ
、
担
当
者
が
各

都
道
府
県
を
駆
け
ず
り
回
る
羽
目
に
な
る

と
い
う
。
そ
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。
自
治

体
は
、
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
資
源
の
高

度
な
循
環
利
用
に
は
興
味
が
な
い
よ
う
だ
。

　

最
初
の
産
廃
業
者
の
嘆
き
の
事
例
だ

が
、
そ
の
県
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
実
現
に
熱
心
な
知
事
が
い
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
行
政
の
現

場
は
資
源
の
高
度
な
循
環
利
用
に
は
無
関

心
な
の
だ
。な
ん
と
ち
ぐ
は
ぐ
な
こ
と
か
。

従
来
型
の
行
政
か
ら
脱
却
を

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現

は
、
２
０
２
４
年
に
国
策
と
し
て
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
資
源
有
効
利
用
促
進
法
も
改

正
さ
れ
、
資
源
の
高
度
な
循
環
利
用
の
具

体
的
方
策
が
明
確
化
さ
れ
た
。
霞
ヶ
関
は

省
庁
横
断
で
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
る
。

　
国
の
動
き
に
応
じ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世

界
も
変
化
が
急
で
、
経
済
と
環
境
・
資
源

の
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
を
目
指
し
た
動
き
が

本
格
化
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｅ
Ｕ
を

は
じ
め
と
す
る
世
界
の
先
進
国
で
は
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
実
現
の
ト
レ
ン
ド

は
あ
ら
が
う
べ
く
も
な
い
。

　

こ
う
し
た
内
外
の
動
き
を
よ
そ
に
し

て
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
実
現
に

後
ろ
向
き
な
自
治
体
が
散
見
さ
れ
る
と
い

う
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
地
域
が
動
か

な
い
限
り
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
実
現
は
困
難
だ
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
治
体
が
廃
棄
物

処
理
法
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
り
、
従

来
型
の
廃
棄
物
行
政
か
ら
先
へ
動
き
出
さ

な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
国
策
に
反
す
る

ば
か
り
か
、
地
域
循
環
共
生
圏
の
発
想
を

否
定
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
廃
棄
物
の
発
生
回
避
、
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
資
源
の
循
環
利
用
は
適

正
処
理
・
処
分
に
先
立
つ
こ
と
は
、
世
界

で
原
則
化
さ
れ
て
い
る
「
廃
棄
物
処
理
の

優
先
順
位
」（
ウ
ェ
イ
ス
ト
・
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
）
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
公
務
員
に
は
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と

い
う
。
①
い
て
ほ
し
い
公
務
員 

②
い
て

も
い
な
く
て
も
良
い
公
務
員 

③
い
て
は

困
る
公
務
員
だ
。
国
策
で
あ
る
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
理
解
し
よ
う
と
も
せ

ず
、廃
棄
物
処
理
法
の
世
界
に
浸
り
込
み
、

漫
然
と
許
可
業
務
を
行
っ
て
い
る
公
務
員

が
い
る
と
し
た
ら
、
ど
う
考
え
て
も
そ
れ

は
③
の
タ
イ
プ
の
公
務
員
で
あ
る
。

　
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
を

阻
害
し
て
い
る
の
は
自
治
体
と
い
う
烙
印

を
押
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
自
治
体
は
そ
れ

を
漫
然
と
受
け
入
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

circular economy
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サステナビリティやSDGsに関する書籍を勉強していく中で、そのオリジンである英国や世界の歴
史、現状を知りたいと思うようになりました。今回の内容はまさに私が最も学習したいと思ってい
た内容でした。研修は、講義、ビデオ、グループワークの配分がとてもよく、理解し易かったです（特
に最後に学んだ現代奴隷制は衝撃を受けました。）また、今後サステナビリティを推進していく上
で、補助資料にある「ステークホルダー・エンゲージメント」や「サステナビリティ戦略の概要図」は
とても役に立ちます。頂いた資料を、仕事はもちろん、自己の成長のためにも活かしていきます。本
当にありがとうございました。

(渡邉　幸子　ウエルシアホールディングス株式会社　総務部SDGs推進担当部長)　

地政学リスクの高まりによるエネルギー・物価高騰やパンデミック後の構造変化、気候危機
と生物多様性の損失により、企業活動の前提は大きく揺らぎ、サステナビリティ経営やSDGs
／ESGへの戦略的対応は不可欠になっています。
米国ではトランプ大統領の動向を背景にESGを巡る規制・投資の議論が揺れる一方、EUでは
EUタクソノミーやCSRD、CSDDDに加え、規制簡素化と競争力強化をめざすオムニバス法案
が進む中、欧州先進企業はサプライチェーン全体の環境・人権・労働課題の解決に向けたサ
ステナビリティ経営を継続・強化しています。
本講習では、英国拠点のサステナビリティ・コンサルタントが、こうした欧米の最新トレンドを
踏まえ、サプライチェーンマネジメント、脱炭素、サーキュラーエコノミー、ネイチャーポジテ
ィブの実現事例を紹介し、サステナビリティを事業へ統合し、価値創造と競争力強化に結び
つける実務ポイントを具体的に解説します。

資格講習受講者の声

第44回　2026年   3月4日(水)・5日(木)   ◆ 場所　 ◆ 東京開催

第45回　2026年   7月9日(木)・10日(金)   ◆ 場所　 ◆ 東京開催

＜プログラム内容＞
●サステナビリティのビジネスのケース
●サステナビリティに関する世界の関連法規
●ステークホルダーの特定とアプローチ
●サステナビリティを事業に統合する方法
●サプライチェーンの人権。労働問題への対応
●気候変動、生物多様性戦略
●グリーン＆SDGウォッシング
●サステナビリティガイドラインと報告書

＜受講のメリット＞
●グローバルリーダーにおけるサステナビリティの
　資格講習です。
●英国の主要団体CMIから資格が付与され、世界で
　認識される資格です。
●内容は、レクチャーとグループワークがバランス
　良く織り交ぜられた2日間の集中プログラムです。
　講師と受講者の双方向のやりとりで進められ、
　効果的に学ぶことができます。
●講習では、グローバルなケーススタディを使用し、
　グループワークを通じて、実際に国内外のおける
　サステナビリティの実践が問われる場面を
　ディスカッションします。

グローバル企業に必須のサステナビリティとは？

ESG

www.sustainavisionltd.com/
www.sustainavision.com/

英国

認定
CMI

開催決定  ！

第44回
第45回

サステナビリティ（ESG）

プラクティショナー資格講習

サステナビリティ（ESG)

プラクティショナー資格講習



　地球上で森林減少が進む中、EU は森林破

壊と無関係な「森林破壊フリー製品」だけを

域内市場で認める EUDR（欧州森林破壊防止

規則）を導入した。対象は、牛、カカオ、コー

ヒー、パーム油、ゴム、大豆、木材だ。

　適用開始日である 2025 年 12 月 30 日が

目前に迫り、企業はトレーサビリティ確保や

IT 基盤、社内体制の整備を急ぐ必要がある。

1 年延期案も議論されたが、欧州委員会は中

規模・大規模企業について適用開始日を維持

した。26 年 6 月 30 日までの 6 カ月間は、

加盟国当局による執行を義務付けない「猶予

期間」を設ける提案を示している。

　一方、マイクロ企業および小規模事業者は

適用開始日を 26 年 12 月 30 日に後ろ倒し

とする案が示され、特に低リスク国に所在す

る事業者には、一度の簡易な宣言で足りる仕

組みの導入が検討されている。

　EUDR は、世界的に進行する森林減少と気

候変動・生物多様性喪失の主因の一つが、農地

拡大を伴う一次産品の生産にあるとの問題意識

から生まれた。従来の EU 木材規則では違法伐

採への対応が中心で、農産物を含む幅広いコモ

ディティ由来の森林破壊・劣化を十分に抑制で

きなかったことが導入の背景にある。

　EU は自らの市場に流入する製品のサプラ

イチェーン全体を通じて森林への負の影響を

減らすべく、より包括的な規制の枠組みとし

て EUDR を位置付けている。

　企業には、生産地の位置情報や生産時期、

関連法令への適合状況を収集・保存し、リス

ク評価と低減措置を行うデューデリジェンス

が求められる。国別のリスク分類を定めた実

施規則では、各国が低・標準・高リスクの 3

区分に分類される。低リスク国から調達する

事業者は、位置情報等の収集は必要だが、リ

スク評価・低減プロセスについて簡素化され

た手続きが認められる。

　ただし、EUDR 不適合の懸念があれば、

デューデリジェンスを実施し、必要に応じて

当局へ報告しなければならない。標準・高

リスク国由来の製品についてはより厳格な

デューデリジェンスと監視の対象となる。実

務面では、膨大なデータを処理する IT システ

ムの整備が課題であり、欧州委員会は適用開

始日を維持しつつ、執行猶予等により段階的

な導入を図ろうとしている。

　日本企業にとって EUDR 対応は単なる負担

ではない。サプライチェーンにトレーサビリ

ティを確立し、森林・人権・コンプライアン

スを一体で管理することは、ガバナンス強化

や顧客からの信頼獲得、脱炭素の要請への備

えにもつながる。早期に自社方針とロードマッ

プを定め、サプライヤーとの対話やデジタル

基盤整備を進める企業ほど、今後の規制や取

引先要求にも柔軟に対応できるだろう。

　EUDR は、日本企業が自らの強みである品

質やきめ細かな対応力を「環境・社会への配慮」

という価値に結び付け、国際市場での競争力

を高めていくための好機である。残された時

間を前向きに活かし、変革の起点として取り

組んでいただきたい。

E
U
D
R
が
競
争
力
を
高
め
る
好
機
に

しもたや・たけし　サステイナビジョン代表
取締役。日本サステイナブル・レストラン協
会代表理事、GSTC アドバイザー、ビジネ
スと人権 NGO 等、欧州と日本の架け橋とし
てサステナビリティを牽引している。農林水
産省サステナブルレストラン推進 WT 座長。

文◎下田屋 毅56欧州CSR最前線
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「
数
奇
な
運
命
だ
な
」

 「
え
え
、李
朝
の
作
風
は
な
ん
と
も
お
お
ら
か
な
の
で

す
。
隙
の
な
い
完
璧
さ
は
求
め
な
い
、
釉ゆ

う

は
げ
や
歪
み
、

キ
ズ
な
ど
の
欠
陥
を
自
然
な
味
わ
い
と
し
て
受
け
入

れ
評
価
す
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。
ま
あ
、
キ
ズ
は
キ
ズ

で
す
か
ら
特
別
な
値
付
け
に
し
て
お
り
ま
す
。
本
来

な
ら
ウ
ン
十
万
は
く
だ
ら
な
い
品
物
で
す
よ
」

　

相
変
わ
ら
ず
口
が
達
者
だ
。
大
皿
も
細
か
い
ヒ
ビ

が
入
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
文
句
を
言
っ
た
ら
、

江
戸
時
代
は
技
術
が
未
熟
で
こ
う
し
た
ヒ
ビ
が
入

る
。
こ
れ
こ
そ
本
物
の
証
、
と
き
た
。
主
の
言
葉
を

信
じ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
は
ど
う
も
キ
ズ
も
の

に
弱
い
。
な
ぜ
か
親
近
感
を
抱
い
て
し
ま
う
の
だ
。

　

店
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
と
年
代
物
の
万
年

筆
が
目
に
と
ま
っ
た
。
か
な
り
高
価
な
本
鼈べ

っ
こ
う甲
の
万

年
筆
で
あ
る
。
沖
縄
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
あ
た
り
の
き

れ
い
な
海
を
泳
い
で
い
た
タ
イ
マ
イ
の
甲
羅
か
ら

と
っ
た
天
然
の
鼈
甲
だ
ろ
う
。
黄
色
と
茶
色
の
独
特

な
色
柄
が
な
ん
と
も
美
し
い
。
黒
い
樹
脂
の
上
に
鼈

甲
を
熱
で
曲
げ
て
何
枚
も
巻
き
付
け
て
い
る
。
今
で

は
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
貴
重
な

も
の
だ
が
、
無
傷
で
新
し
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
最

新
式
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
類
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

鬱
々
と
し
た
気
分
の
ま
ま
路
地
裏
を
さ
ま
よ
っ

て
い
る
。
小
説
家
を
自
称
し
着
流
し
で
恰
好
を
つ
け

て
い
る
が
、
そ
の
実
私
が
出
し
た
本
は
と
い
え
ば
短

編
集
が
一
冊
だ
け
、
そ
れ
も
ま
っ
た
く
売
れ
な
か
っ

た
。
一
向
に
筆
が
進
ま
ず
呻し

ん
ぎ
ん吟
す
る
毎
日
で
机
の
前

で
船
を
漕
ぐ
の
も
日
常
茶
飯
事
。
情
け
な
い
こ
と
だ

が
昼
過
ぎ
に
は
散
歩
に
か
こ
つ
け
て
街
な
か
で
時

間
を
つ
ぶ
す
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

特
に
こ
れ
と
い
っ
た
行
先
は
な
く
、
自
然
に
足
が

向
く
の
は
馴
染
み
の
骨
董
屋
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

あ
こ
ぎ
な
店
主
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
李
朝
青
磁

の
茶
碗
や
伊
万
里
の
大
皿
を
買
わ
さ
れ
て
い
る
。

 

「
李
朝
か
。
五
万
円
と
は
安
い
。
ま
が
い
物
じ
ゃ
な

い
の
か
」。
小
ぶ
り
の
茶
碗
が
ぐ
い
飲
み
に
ぴ
っ
た

り
だ
と
勧
め
た
主
に
ち
ょ
っ
と
か
ら
ん
だ
の
が
運

の
尽
き
だ
っ
た
。

 

「
と
ん
で
も
な
い
。
間
違
い
な
く
本
物
で
す
。
こ
こ

を
見
て
く
だ
さ
い
。
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
欠
け
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
か
。
実
は
失
敗
作
だ
と
い
う
の

で
他
の
わ
れ
茶
碗
と
一
緒
に
一
旦
は
ゴ
ミ
捨
て
場

に
放
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
が
後
で
掘
り
起
こ

し
た
時
に
大
し
た
キ
ズ
で
は
な
い
と
運
よ
く
拾
わ

れ
た
の
で
す
」

呪
い
の
万
年
筆

イラスト・井上文香

フ
ラ
ッ
シ
ュ・フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」の
譜

愛
知
県
生
ま
れ
。
上
智
大
卒
。
新
聞
記
者
、大
学
教
授
を
経
て
作
家
活
動
に
入
る
。
こ
の
短
編
小
説
で
は
、

現
代
の
様
々
な
社
会
的
事
象
に
着
目
、そ
こ
に
う
ご
め
く
群
像
を
通
し
て
、生
き
る
意
味
、生
と
死
を
考

え
る
。著
書
に『
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
憂
い
』『
小
石
と
蒼
穹
』な
ど
。
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そ
こ
へ
店
の
主
が
揉
み
手
で
近
づ
い
て
き
た
。

 

「
気
に
入
り
ま
し
た
か
、
そ
の
万
年
筆
」

 
「
形
は
古
い
け
ど
、
最
近
の
も
の
な
の
？
」

 
「
い
い
物
は
心
を
込
め
て
磨
く
と
ピ
カ
ピ
カ
に

光
っ
て
く
る
の
で
す
よ
」

 

「
日
々
の
努
力
が
大
切
と
い
う
こ
と
だ
な
」

　

怠
惰
な
己
を
反
省
す
る
気
持
ち
が
ち
ら
っ
と
沸

き
起
こ
る
。

 

「
い
い
ペ
ン
は
い
い
作
家
を
つ
く
る
と
申
し
ま

す
。
こ
の
万
年
筆
な
ら
ア
イ
デ
ア
が
泉
の
如
く
湧
い

て
き
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
ど
ん
ど
ん
書
け
ま
す
よ
。

買
っ
て
み
た
ら
。
騙
さ
れ
た
と
思
っ
て
」

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
い
う
言
葉
に
幻
惑
さ
れ
気
が

付
い
た
時
に
は
も
う
万
年
筆
を
手
に
取
っ
て
い
た
。

使
っ
て
み
る
と
確
か
に
筆
が
進
む
。
こ
ち
ら
が
考
え

た
瞬
間
に
万
年
筆
が
勝
手
に
動
く
の
だ
。
不
思
議
な

感
覚
だ
っ
た
が
、
と
に
か
く
筆
任
せ
で
書
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
頼
ま
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
原
稿
も
、

ペ
ン
は
相
手
の
話
し
た
内
容
を
す
っ
か
り
記
憶
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
う
ま
く
ま
と
め
て
く
れ
た
。

　

小
説
は
ど
う
か
。
ま
ず
は
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。
担

当
の
編
集
者
が「
え
っ
、
先
生
、
万
年
筆
の
手
書
き

原
稿
で
す
か
。
い
つ
も
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
ん
で
く

れ
る
の
に
。
会
社
の
女
の
子
に
パ
ソ
コ
ン
で
打
っ
て

も
ら
う
の
、
結
構
大
変
な
の
で
す
よ
。
ま
い
っ
た
な

あ
」と
不
満
た
ら
た
ら
だ
っ
た
。
し
か
し
、
原
稿
を

読
ん
だ
途
端
、
目
の
色
が
変
わ
っ
た
。

 

「
一
体
ど
う
し
た
の
で
す
か
。
い
い
出
来
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
先
生
が
恋
愛
の
大
家
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

失
礼
な
が
ら
、
女
嫌
い
か
と
誤
解
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
な
ら
い
け
る
。
す
ぐ
パ
ソ
コ
ン
で
打
た
せ
ま
す
」

　

こ
の
恋
愛
小
説
は
、
私
の
ア
イ
デ
ア
で
は
最
後
に

男
が
女
を
殺
す
と
い
う
単
純
な
プ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た

が
、
ペ
ン
は
こ
れ
を
書
き
直
し
、
男
が
脅
す
つ
も
り

で
構
え
た
刃
物
に
女
が
体
当
た
り
し
て
相
手
を
殺

人
犯
に
仕
立
て
あ
げ
復
讐
を
果
た
す
と
い
う
手
の

込
ん
だ
恋
愛
ミ
ス
テ
リ
ー
に
な
っ
た
。
こ
の
本
は
私

の
実
質
的
な
デ
ビ
ュ
ー
作
に
な
り
、
気
鋭
の
ミ
ス
テ

リ
ー
作
家
現
る
、
と
時
の
人
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
格
的
な
ミ
ス
テ
リ
ー
を
書
く
時
が
来
た
。
あ
る

芸
術
家
が
殺
さ
れ
る
。
犯
人
は
わ
か
ら
な
い
。
傲
慢

で
敵
が
多
く
人
の
恨
み
を
買
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
捜
査
は
意
外
な
展
開
を
見
せ
、
母
親
の
遺
産

を
め
ぐ
る
相
続
争
い
か
ら
弟
の
犯
行
と
判
明
す
る
。

私
は
ほ
と
ん
ど
何
も
し
な
か
っ
た
。
万
年
筆
が
猛
烈

な
勢
い
で
動
い
て
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
ミ
ス
テ

リ
ー
と
し
て
は
史
上
最
高
の
売
り
上
げ
を
記
録
、
ミ

ス
テ
リ
ー
部
門
の
大
き
な
賞
を
受
賞
し
た
。
新
聞
で

は「
意
外
性
の
中
に
妙
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
」と

評
さ
れ
た
が
、
私
は
う
れ
し
く
な
か
っ
た
。
自
分
の

作
品
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
。
知
ら

な
い
人
か
ら
で
あ
る
。
小
説
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ

た
、
ぜ
ひ
お
会
い
し
た
い
と
あ
る
。

　

品
の
い
い
若
い
女
性
だ
っ
た
。

 

「
私
の
父
は
三
年
前
何
者
か
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。
犯

人
は
捕
ま
っ
て
い
な
い
け
ど
、
風
呂
場
に
倒
れ
て
い

た
こ
と
や
鉈な

た

の
よ
う
な
も
の
で
撲
殺
さ
れ
た
こ
と

な
ど
犯
行
の
状
況
が
あ
な
た
の
小
説
に
そ
っ
く
り

な
の
」

　

私
は
恐
ろ
し
く
な
っ
て
体
が
震
え
た
。
女
性
は
さ

ら
に
続
け
た
。

 

「
犯
人
は
不
明
で
す
が
、
小
説
と
同
じ
く
被
害
者
の

弟
が
怪
し
い
と
に
ら
ん
で
い
ま
す
。
彼
は
温
厚
で
、

殺
人
を
犯
す
よ
う
な
人
に
は
見
え
な
い
わ
。
だ
か
ら

誰
も
疑
っ
て
い
な
い
の
。
で
も
、
実
は
お
金
に
は
非

常
に
執
着
心
が
強
い
男
な
の
で
す
」

　

ふ
と
思
い
つ
い
て
例
の
万
年
筆
を
持
っ
て
き
て

見
せ
た
。女
性
は
驚
き
、叫
ん
だ
。「
ま
あ
、父
が
使
っ

て
い
た
物
よ
。
ど
う
し
て
こ
こ
に
あ
る
の
」。

　

す
ぐ
に
骨
董
屋
を
訪
ね
、
店
主
を
問
い
詰
め
た
。

 

「
試
作
段
階
な
の
で
黙
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
あ

の
万
年
筆
は
Ａ
Ｉ
搭
載
型
で
書
き
手
の
意
向
を
汲

ん
で
自
動
的
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
能
力
が
あ
る
の

で
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
知
り
合
い
の
科
学
者
が
た
ま
た

ま
手
に
入
れ
た
古
い
万
年
筆
を
コ
ピ
ー
し
た
と
聞

き
ま
し
た
」

　

不
思
議
な
こ
と
だ
。
殺
さ
れ
た
元
々
の
万
年
筆
の

持
ち
主
の
怨
念
ま
で
も
Ａ
Ｉ
は
取
り
込
ん
だ
の
だ

ろ
う
か
。
ま
も
な
く
弟
は
兄
殺
し
の
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
た
。
私
に
と
っ
て
残
念
な
の
は
、
そ
れ
か
ら
万
年

筆
が
ま
る
で
憑
き
物
が
落
ち
た
か
の
よ
う
に
何
も

書
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。（
完
）

flash fiction
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2025年10月15日［水］～2026年2月18日［水］下期
（中級編）

◆サステナビリティ/ESG実務担当者として必要な実践的知識やノウハウを伝授します
見知の営経ナテスサ度程るあ、どな層営経/職理管、者当担GSE/ナテスサの上以年２後任着に主 ◆

がある方や上期受講者が対象です

実施日 時　間 テーマ 講師名 ※敬称略

10月15日
［水］

第１回

1 10:20～11:40 企業のDEI推進：社内での施策の進め方 前田 京子 ダイバーシティ推進コンサルタント/
株式会社NTTデータグループ 人事本部 DEI推進室

2 13:00～14:20 ESG情報発信とIR戦略 荒井 勝 NPO法人
日本サステナブル投資フォーラム 会長

3 14:35～15:55 企業事例： 不二製油グループのサステナビリティ
経営～パーム油のサステナブル調達～ 泉 晶子 不二製油株式会社 経営企画本部

サステナビリティ推進部 部長

4 16:10～17:30 脱炭素と企業戦略 加藤 茂夫 公益財団法人 自然エネルギー財団 上級顧問/
気候変動イニシアティブ 共同代表

11月19日
［水］

第２回

1 10:20～11:40 企業事例： ブリヂストンの
サステナビリティビジネスモデル 稲継 明宏 株式会社ブリヂストン グローバル

サステナビリティ戦略統括部門 統括部門長

2 13:00～14:20 サーキュラーエコノミーと
プラスチック資源循環促進法 細田 衛士 東海大学 学長補佐 政治経済学部経済学科教授

3 14:35～15:55 ワークショップ： サスレポ/統合報告書の
相互チェック 森　摂 株式会社オルタナ 代表取締役

4 16:10～17:30 企業事例： りそなアセットマネジメントの
スチュワードシップ戦略 松原 稔 りそなアセットマネジメント株式会社

常務執行役員 責任投資部担当

12月17日
［水］

第３回

1 10:20～11:40 企業事例： 三菱地所グループの
サステナビリティ経営 吾田 鉄司 三菱地所株式会社 サステナビリティ推進部長

2 13:00～14:20 野心的な長期目標をどう設定するか 後藤 敏彦 NPO法人日本サステナブル投資フォーラム
理事・最高顧問 

3 14:35～15:55 企業事例： SOMPOホールディングスの
サステナ経営戦略

市川アダム
博康

SOMPOホールディングス株式会社
サステナブル経営推進部長

4 16:10～17:30 ワークショップ：マイパーパスの作り方 富岡 洋平 株式会社 THINK AND DIALOGUE
代表取締役社長

2026年

1月21日
［水］

第４回

1 10:20～11:40 企業とNGO/NPOのエンゲージメント
とは何か 潮崎 真惟子 特定非営利活動法人フェアトレード・ラベル・ジャパン

事務局長/株式会社オルタナ オルタナ総研フェロー

2 13:00～14:20 人的資本経営とガバナンス 大喜多 一範 株式会社Future Vision 代表取締役/株式会社オルタナ オルタナ総研フェロー

3 14:35～15:55 ワークショップ： 
自社における人権課題の洗い出し 森　摂 株式会社オルタナ 代表取締役

4 16:10～17:30

2月18日
［水］

第５回

1 10:20～11:40 国際NGOの活動を知る サム・
アネスリー

一般社団法人グリーンピース・ジャパン
事務局長

2 13:00～14:20 サステナ経営検定2級試験の
過去問演習と解説 木村 則昭 株式会社オルタナ オルタナ総研フェロー

3 14:35～15:55 サステナ経営時代のESG情報開示と
アンケート対策 室井 孝之 株式会社オルタナ

オルタナ総研 フェロー

4 16:10～17:30 企業事例： 日立製作所のサステナ経営戦略 増田 典生 株式会社日立製作所 サステナビリティ推進本部 主管/
一般社団法人ESG情報開示研究会 共同代表理事

全てのカリキュラム終了後の2026年5月（予定）、サステナ経営検定２級試験をご受験頂けます（テキスト［PDF］・受験料無料）
第１回は10：00から開会式、第５回は17：30～18：15まで修了式を行います
毎回、朝会（10:10～10:20）／ミニプレゼン＝NGO/NPO紹介（12:40～13:00）があります

サステナ経営塾 第 期 のご案内
都内会場／オンライン

講師・プログラムは予告なく変更する場合があります。最新の情報はサステナ経営塾オフィシャルサイトでお知らせします。

コクヨの経営戦略としてのインクルーシブデザイン
ダイバーシティをイノベーションの源泉に 井田 幸男 コクヨ株式会社 CSV本部 

サステナビリティ推進室 理事
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2 級 3級

１級・４級☞株式会社オルタナ kentei@alterna.co.jp
２級・３級☞サステナ経営検定お問い合わせセンター csr@kentei-uketsuke.com

問い合
わせ先

特割

詳 細 https://csr-kentei.alterna.co.jp

共 催 株式会社オルタナ
一般社団法人サステナ経営協会

推 薦 一般社団法人 日本経営士会

スマホの方☞

自宅や職場、海外からも受験できます

（受験級により開始時間が異なる場合があります）

サステナ経営検定４級［SDGsの基礎］は、SDGs（持続可
能な開発目標）の理解度をチェックできるオンライン
テストです。オンライン形式で、受験期間の２週間
以内なら何度でも合格するまで受験できます。

試験実施回数：毎月（申込は前月1～15日）
試験実施日：毎月1～15日／試験形式：オンライン
問題形式：選択式／試験時間：30分
出題数：20問／合格基準：16問以上（正解率80％以上）

受験料（税込）：［一般］2,300円／［一般特割］1,860円
［学生］1,400円／［特割学生］1,150円

特別協力団体割引制度： サステナ経営検定を社内告知頂く
だけで１級受験料が2,200円、２級が1,100円、３級が
605円、４級が330円安くなる仕組みです。 詳しくは ➡

サステナブル経営/CSR検定

※いずれも合格ライン

２級［ESGとサステナブル経営］
２級受験の目的　より深いサステナビリティリテラシー

　と実践的スキルを身に付けること

試験時間 100分 問題数 25問（選択式）＋記述式２問

出題範囲　サステナ経営検定２級公式テキスト「2026年
版」を中心に出題します。

合格時の称号： サステナ経営アドバイザー

受験料（税込み）
◆一　　般 ：　　11,400円／◆一般特割 ：　10,300円
◆学　　生 ：　　 6,600円／◆学生特割    ：　  5,700円

受験想定者　サステナビリティをより深く学習される方。
３級合格者が望ましい（最新の２級テキスト購入をお勧めします）

３級［サステナビリティとSDGs］
３級受験の目的　サステナビリティの基本的なリテラ

　シー（理解力）を身に付けること

試験時間 70分 問題数 40問（選択式）

出題範囲　サステナ経営検定３級公式テキスト「2026年
版」を中心に出題します。

合格時の称号： サステナ経営リーダー

受験料（税込み）
◆一　　般 ：　　7,000円／◆一般特割 ：　　6,450円
◆学　　生 ：　　4,870円／◆学生特割 ：　　4,200円

受験想定者　すべての社会人、学生（最新の３級テキスト購入を
お勧めします）

SDGsの基礎
毎月実施

4級

第22回
試験

第16回
試験

2026年5月24日（日）
午前：オンライン実施

昨今、SDGsやESGという言葉が定着し、サステナブル経
営が急速に浸透。社会課題の解決が企業・組織・地域の命題
となり、価値創造にも不可欠です。本検定は手軽な4級から
基本的な理解を問う3級、より深い理解を問う2級、経営レ
ベルまで踏み込んだ1級とステップアップできるので個人お
よび組織の目標設定、結果指標にも活用できます。

申し込みは、2026年1月15日（木）から

サステナ経営検定２級と３級の累計受験者推移
（2025年４月時点）

（人）
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２級公式テキスト
編著：サステナ経営検定委員会
　　  オルタナ編集部

A4変形／140ページ
定価：6600円（税込）

３級公式テキスト
編著：サステナ経営検定委員会
　　  オルタナ編集部

A5判／122ページ
定価：2530円（税込）

４級公式テキスト
編著：サステナ経営検定委員会
　　  オルタナ編集部

A5判／20ページ
定価：495円（税込）

サステナ経営検定 ２級、３級、４級公式テキスト

【お問合せ】オルタナ編集部 　Email：info@alterna.co.jp　※アマゾンやオルタナ公式オンラインショップ、書店（直販）でも取り扱っています

2022年３月／定価900円

戦争と平和と資本主義
保阪 正康／小宮山 宏／高岡 浩三
澤上 篤人／藻谷 浩介／佐藤 暁子
／高村 ゆかり／大西 連／大沢 真知
子

［トップ・インタビュー］
フィンエアー
ボルボ・カー・ジャパン

Vol.68 2022年６月／定価900円

第１特集
アウトサイド・イン
さらに進化・深化
第２特集
ドイツ「脱炭素」貫く
水素・メタンも緑化

［トップ・インタビュー］
東急電鉄／ヤマト運輸
亀田製菓

Vol.69 2022年9月／定価900円

第１特集
外形のガバナンス
内面のガバナンス
第２特集
温室効果ガス算定
変わる「スコープ３」

［トップ・インタビュー］
日本マイクロソフト／商工中金
デル・テクノロジーズ
グローバルエナジーハーベスト

Vol.70

2022年12月／定価900円

第１特集
サステナビリティ
2023メガトレンド
第２特集
IPCC報告書

「1.5℃」の未来予測
［トップ・インタビュー］
日立製作所／アウディ ジャパン
ポール・ポールマン

Vol.71 2023年３月／定価900円

第１特集
ウォッシュ監視
国連も行政も
第２特集
最大のリスクは
社員からの不信任

［トップ・インタビュー］
ライオン／カルティエ ジャパン
ロッテ

Vol.72 2023年６月／定価900円

第１特集
DEIは競争力の源泉
第２特集
責任果たせぬなら
プライムから去れ
池田賢志（金融庁CSFO）
インタビュー

［トップ・インタビュー］
味の素／ANA／小林製薬

Vol.73

2023年９月／定価900円

第１特集
サステナ経営
完全マニュアル

［トップ・インタビュー］
NEC／ローソン
J.フロント リテイリング
サステナブル★
セレクション2023

Vol.74 2023年12月／定価900円

第１特集
サステナ2024メガトレンド
第２特集
反ESGは一時的
リスクを直視せよ
本田桂子（コロンビア大学
国際公共政策大学院客員教授）

［トップ・インタビュー］
ユニリーバ・ジャパン／JTB
コクヨ

Vol.75 2024年3月／定価900円

第１特集
ジェンダードイノベーション
第２特集
揺れる脱炭素政策
表現の自由も問う

［トップ・インタビュー］
セイコーエプソン
ヤマトHD
日本マクドナルド

Vol.76

2024年6月／定価1100円

第１特集
米大統領選の行方とESG
第2特集
脱炭素に流れ込む
巨額投資マネー
[トップ・インタビュー]
リクシル
ブッキング・ドットコム
サントリーHD

Vol.77 2024年12月／定価1100円

第１特集
サステナ2025メガトレンド
第2特集
JERA相場操縦
不当な「利益」得る
[トップ・インタビュー]
富士通
ドール
シェルター

Vol.792024年9月／定価1100円

第１特集
日本のGXはガラパゴス
第2特集
２０３０年には
原発稼働不可能に
[トップ・インタビュー]
ユニ・チャーム
ボルボ・カー・ジャパン
I-ne（アイエヌイー）

Vol.78

2025年3月／定価1100円

第１特集
人的資本経営
7つの誤解
第2特集
トランプに屈せず
DEIの旗掲げる
[トップ・インタビュー]
王子ホールディングス
Sansan／石坂産業

Vol.80 2025年6月／定価1100円

第１特集
反ESGでも
変わらないもの
第2特集
スコープ３算定
一次データ活用へ
[トップ・インタビュー]
ピジョン／レゾナックHD／ブリヂ
ストン

Vol.81 2025年6月／定価1100円

第１特集
自国第一主義の相克
軋むグローバリゼーション
第2特集
史上最悪「40℃の夏」
国際社会どう克服
[トップ・インタビュー]
ヤンマー／戸田建設／イケア・ジャパン

Vol.82

JAN. 2026 NO.83 56



2021年９月／定価900円

第１特集
2035年のモビリティ
第２特集
ガバナンス、
伝統企業ほど弱い 

［トップ・インタビュー］
日産自動車／ユニリーバ・ジャパン
／積水ハウス

Vol.66 2021年12月／定価900円

サステナビリティ
２０２２メガトレンド
パーパス トップの肉筆

［トップ・インタビュー］
P＆Gジャパン／三井物産／レオス・
キャピタルワークス

Vol.672021年６月／定価900円

第１特集
ビジネスと民主主義 
ＥＳＧの「Ｓ」が問われる
［トップ・インタビュー］ 
帝国ホテル／ローソン／スターバック
ス コーヒー ジャパン

Vol.65

１号〜８号 １部 350円／９号〜19号 １部 500円／20号〜53号 １部 700円
54号〜59号 １部 800円／60号〜76号１部 900円／77号以降１部 1100円　※価格はすべて税抜BACK NUMBERS

2017年12月／定価700円

第１特集
戦略的寄付で課題解決に挑む 
２０２０年、寄付３兆円規模へ

［オルタナ・パーソン］ 
村上 世彰（投資家） 
寄付も投資も社会変革への意思

Vol.51

2018年９月／定価800円

第１特集
ストローは序章 
世界同時「脱プラ」の衝撃

［オルタナ・パーソン］ 
日色 保・ジョンソン・エンド・ジョンソン
社長 

「クレドー」は経営の暴走を許さない

Vol.54

2019年6月／定価800円

第１特集
ＧＡＦＡの社会的責任 
ガバナンス不全、制度的な革新を

［トップ・インタビュー］ 
味の素・西井孝明社長 
ＡＳＶで企業価値を高める

Vol.57

2020年3月／定価900円

第１特集
循環経済はＲよりもＲ 
全国の自治体、脱PET続 と々

［トップ・インタビュー］ 
アディダスジャパン／ニールズヤード 
レメディーズ／ロート製薬

Vol.60

2020年12月／定価900円

第１特集
ＤＸとＳＸ 
サステナブル・トランスフォーメーション

［トップ・インタビュー］ 
日本ロレアル／消費者庁／メルカリ

Vol.63

2017年9月／定価700円

第１特集
ミレニアル世代を 
動かす６つの法則

［ＭｅからＷｅへ］ 

［オルタナ・パーソン］ 
原田 曜平・博報堂ブランドデザイン
若者研究所リーダー 
若者の心つかめぬ企業に未来ない

Vol.50

2018年６月／定価700円

第１特集
企業とＮＧＯの 
パワーバランス 
We Mean Businessとは？

［オルタナ・パーソン］
筒井 隆司・ＷＷＦジャパン事務局長
ＮＧＯとの連携は企業の生存競争

Vol.53

2019年3月／定価800円

第１特集
SDGsビジネス戦略 

「アウトサイド・イン」は昭和と海外に
学べ

［オルタナ・パーソン］ 
坂本 龍一（音楽家） 

「個人も企業も反自然的な存在」

Vol.56

2019年12月／定価800円

第１特集
動物福祉のリスクと機会 
なぜ動物福祉が企業に重要なのか

［トップ・インタビュー］ 
積水ハウス／ソニー／フォルクスワー
ゲン

Vol.59

2020年9月／定価900円

第１特集
エシカル消費 
SDGsが牽引 
 
サステナブル★セレクション★
２０２０

［トップ・インタビュー］ 
ダノンジャパン／星野リゾート／環境
事務次官

Vol.62

2018年3月／定価700円

第１特集
「グッド・ライフ」は 
ブランド選別の新基準 
第２回グリーン・オーシャン大賞 

新浪 剛史・サントリーホールディング
ス社長 
持続可能性を高めトレード・オンへ

Vol.52

2018年12月／定価800円

第１特集
SDGsウォッシュ 
回避への９行動 
英ＬＵＳＨのリジェネレーション戦略

［オルタナ・パーソン］ 
本田 英一・日本生活協同組合連合
会・代表理事会長 

「地域と事業の未来、SDGsで創る」

Vol.55

2019年9月／定価800円

第１特集
SDG時代の地域金融 
アウトサイドイン 全国の先進事例

［トップ・インタビュー］ 
花王／米インターフェイス／ストライプ
インターナショナル

Vol.58

2020年6月／定価900円

第１特集
新型コロナと持続可能性 
各国で格差拡大、社会の沸点下が
る

［トップ・インタビュー］ 
ハリウッド化粧品／ボーダレス・ジャパ
ン／ニューヨークマガジン

Vol.61

2021年3月／定価900円

第１特集
グリーンな脱炭素 
グレーな脱炭素 
大増税せずに炭素税は可能

［トップ・インタビュー］ 
セブン＆アイ・ホールディングス／キリ
ンホールディングス／トヨタ自動車

Vol.64
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お問い合わせは、下記までお願い致します。
株式会社オルタナ      広告やオルタナ総研に関するお問い合わせはcsr@alterna.co.jpまで

84

83

次号予告

ウェルビーイングと
人的資本経営

タイトル・内容は予告なしに変更する場合があります

オルタナは、「Yahoo!ニュース」の雑誌コーナーに
ページを持ち、さまざまなニュースを配信しています。

第１特集

【編集後記】

2026年
4月

発売予定

January  2026

森 摂
竹村眞一／小林光／藻谷浩介
財部明郎／岡田千尋／佐藤暁子／井出留美
原田勝広／井田徹治／町田徹
御代田有希
吉田広子／池田真隆／北村佳代子
岩下慶一／長濱慎
谷崎テトラ／関口威人
栗岡理子／瀬戸内千代
羽生のり子（パリ）
萩原哲郎／松田大輔／舛田さくら
松前ひかり
金子愛子／坂本雛梨／井上知春

寺町幸枝／古市裕子（ニューヨーク）／有馬めぐむ（アテ
ネ）／岩澤里美（チューリヒ）／川崎陽子（ブリュッセル）／
クローディアー真理（ニュージーランド）／ニールセン北村
朋子（デンマーク）／栗田路子（ブリュッセル）／靴家さちこ

（ヘルシンキ）／斎藤淳子（北京）／シュピッツナーゲル典子
（ハイデルベルグ）／田口 理穂（ハノーバー）／田中聖香
（デュッセルドルフ）／原美和子（韓国）／冨久岡 ナヲ（ロン
ドン）／プラド夏樹（パリ）／三島直美（バンクーバー）／矢
作ルンドベリ智恵子（ストックホルム）
高橋慎一／福地波宇郎／川畑嘉文／廣瀬真也
藤井元詞
西英一
カワセ印刷株式会社

代 表
客員論説委員

論 説 委 員

輪 番 編 集 長
副 編 集 長
編 集 委 員

編 集 部
経 営 企 画 室
オルタナ総研

編 集 記 者

写 真
デ ザ イ ン
表 紙 ロ ゴ
印 刷

オルタナオンライン　www.alterna.co.jp

今号の制作期間中、東南アジアで豪雨
災害が発生しました。適応策としての

「気候レジリエンス」の重要性は高まる
一方で、排出削減といった緩和策も忘
れてはなりません。
� 輪番編集長 吉田広子

Gmail に要約機能があります。熱量が
高い長文メールも 3 行程度の文章に。
便利ですが、要約に頼り過ぎると、ロ
ジカルに説明できない、その人の「思い」
を見落とすことも。
� 輪番編集長　池田真隆

大変遅ればせながら、我が家の電力が
再エネに切り換わりましたことをご報
告します。罪悪感がなくなるだけで、
なんて心がすっきりするのでしょう。
� 輪番編集長　北村佳代子

オルタナが「戦争は健全な資本主義を
壊す」という特集を組んで 3 年、今も
各地で戦火が絶えません。ビジネス界
からの「平和」を求める声が、さらに
高まることを祈ります。
� 副編集長　長濱慎

１歳の娘が、３歳の娘を追っかけてちょ
ろちょろと歩きます。そんな二人も
2050 年には 26 歳と 28 歳。25 年後、
ESG は揺り戻しの揺り戻しを経て、ど
こに行きついているのでしょうか。
� 編集部  松田大輔

東京都のアフォーダブル住宅ファンド。
このほど運営事業者候補が選定されま
した。しかし「子育て世帯」だけでは
不十分。次なる布石であることを願い
ます。�
� 編集部　萩原哲郎

幼稚園行事「りんご狩り」により中止
になること３年目。野生動物と人間の
関わりについて、改めて考えを巡らせ
る北海道暮らしです。
� 編集アシスタント　舛田さくら

サステナ経営塾の卒業生と集う機会が
ありました。会社や立場が違っても、
サステナビリティを共通のテーマに、
前向きに語り合えることが嬉しく、心
強いです。
� オルタナ総研事務局長　金子愛子

作家・町田そのこさんのイベントに参
加し、「社会に対する怒りを抱えながら
書いている。でも人の人生を描く以上、
希望を感じられる作品にしたい」と語っ
ていたのが印象的でした。
� オルタナ総研ディレクター　坂本雛梨

COP30 の開催国ブラジルはアサイー
生産 9 割の地。大量生産の影もある中、
持続性を支えるアグロフォレストリー
に期待します。
� オルタナ総研アシスタント・
� ディレクター　井上知春

高校時代の同級生達と草津温泉へ行き
ました。湯畑ライトアップや凄い人出
に驚きましたが、和やかな雰囲気は以
前と変わらず、地域の方が一丸となり
伝統を守る姿に感謝します。
� 経営企画室　松前ひかり

徳島県を訪れ、漁業関係者から伊勢海
老の漁獲量が年々減少と聞きました。
伊勢海老は千葉県など北の方で漁獲量
が増加傾向なのは温暖化と関係してい
るのでしょうか。� 顧問　松永健一
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サステナ経営をともに学び、ともに高める

オルタナ編集部ダイレクトLINE/Slack/MLでESG 最新情報をどこよりも早く共有できます
サステナブル・ビジネス・リーグ

これまでの主な有料記事
 □ トランプ2.0 時代の温暖化対策とは

□ トランプ「反DEI」に屈しない企業たち
□ 企業ネットゼロ基準改定、そのポイントは
□ 人的資本経営は「経営職」を育てよう
□ パーパスはなぜ組織に浸透しないのか

□ トランプ新政権と環境政策の行方
□ 環境省がウェルビーイングを掲げた狙い
□ 独占禁止法とESG/ 反 ESG
□ ソフトバンクのESG社内浸透戦略
□ リコー、40年に再エネ100％の勝算

これまでの主なセミナー

※法人会員の登録人数は原則50人まで ※法人会員は別途、入会金11,000円を申し付けます

料金プラン
法人会員の年会費  （税込み）  

Aタイプ［年商     50 億円未満］ 22,000 円

Bタイプ［年商   100 億円未満］ 33,000 円

Cタイプ［年商1000 億円未満］ 55,000 円

Dタイプ［年商 5000 億円未満］ 99,000 円

Eタイプ［年商 5000 億円以上］ 198,000 円

法人プレミアム会員／月会費（税込み）

14,740 円

個人会員の年会費 ／年間一括払い（税込み） 9,900 円 

個人会員の月会費 ／毎月払い（税込み） 990 円

紙版プレミアム個人会員 ／ 年間一括払い（税込み）

（Ａ）330,000 円／（Ｂ）550,000 円／（Ｃ）1,100,000 円

S B L 会員向けサービス
SBLサービス内容

❶編集部ESG速報

❷有料記事／バックナンバー（PDF）

❸ランチタイムセッション（「サステナへえ会議」など）

❹SBL セミナー オンライン参加 

❻広報支援（メルマガ8.8万人）

❺SBL セミナー アーカイブ視聴

❼オルタナ本誌送付（年 4冊）

❽オルタナ記事の社内共有

❾サステナ経営勉強会（カスタマイズ）

10グリーンウォッシュ炎上時初動対応

11月例MTG（サステナトピックをテーマに）

12統合報告書やサステナビリティレポートの作成支援
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2025年 9月現在

法人会員企業（一部）
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ＲＳＰＯの拡大
鍵は小規模農家に
――RSPO 年次総会 2025レポート

　
「
世
界
的
に
パ
ー
ム
油
の
需
要

は
増
え
続
け
て
い
る
。
一
方
で
、

最
大
生
産
地
の
一
つ
で
あ
る
ボ
ル

ネ
オ
で
は
、
森
林
破
壊
が
進
み
、

野
生
生
物
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
。
生
産
者
も
消
費
者
も
現

在
の
あ
り
方
に
は
課
題
を
感
じ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

の
認
知
度
を
高
め
、
環
境
と
人
権

に
配
慮
し
た
生
産
と
普
及
を
広
げ

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
だ
」

　

サ
ラ
ヤ
の
廣
岡
竜
也
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
本
部
広
報
宣
伝
統

括
部
統
括
部
長
は
力
を
込
め
る
。

生
態
系
を
守
り 

生
産
量
を
増
や
す

　

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
採
れ
る
パ
ー

ム
油
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
や
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
の
加
工
食
品
は

も
ち
ろ
ん
、
石
け
ん
・
洗
剤
や
洗

剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、化
粧
品
な
ど
、

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
使

わ
れ
て
い
る
。

　

パ
ー
ム
油
は
世
界
で
最
も
多
く

消
費
さ
れ
る
植
物
油
脂
で
、
植
物

油
の
総
生
産
・
消
費
量
の
約
３
分

の
１
を
占
め
る
。
そ
の
理
由
は
、

消費から世界を変える 22

　RSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）は
2025 年 11 月、マレーシア・クアラルンプールで年次
総会を開いた。議論の中心になったのは、小規模農家支
援と RSPO 認証の拡大だ。日本に籍を置く企業として
初めて RSPO に加盟したサラヤ（大阪市）も総会に出
席し、活動のプレゼンや小規模農家との対話を進めた。

圧
倒
的
に
高
い
生
産

効
率
に
あ
る
（
図
参

照
）。
他
の
主
要
な
植

物
油
に
比
べ
、
1
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
た
り
の

年
間
生
産
量
は
お
よ

そ
５
倍
も
高
い
。

　

世
界
の
供
給
量
の

約
９
割
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
が
占
め
て
い

る
。
人
口
増
加
に
よ

る
食
品
産
業
の
拡

大
や
バ
イ
オ
燃
料

需
要
の
増
加
に
よ
っ

て
、
パ
ー
ム
油
の
需

要
は
２
０
５
０
年
ま

で
に
現
在
の
お
よ

そ
２
倍
に
あ
た
る

１
億
５
千
万
㌧
に
達

す
る
見
込
み
だ
。

　

一
方
で
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

開
発
に
よ
る
森
林
破
壊
、
泥
炭
地

開
発
に
よ
る
C
O
2
排
出
、
人

権
問
題
な
ど
の
課
題
も
長
年
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
国
際
社
会
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
よ
る
監
視
は
年
々
強
ま
っ
て

お
り
、
パ
ー
ム
油
産
業
は
今
ま
さ

に
「
転
換
点
」
に
あ
る
。

　
「
パ
ー
ム
油
を
別
の
作
物
に
置

き
換
え
る
べ
き
だ
と
い
う
声
も
あ

る
が
、
そ
れ
で
は
現
実
的
な
解
決

に
は
な
ら
な
い
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
以

上
に
ほ
か
の
作
物
の
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
拡
大
す
る
可
能
性
も
あ

サラヤが支援するワイルドアジア
は、RSPOエクセレンス賞コミュ
ニケーション部門に選ばれた

パ
ー
ム
油
（
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
）

ひ
ま
わ
り
油

（
キ
ャ
ノ
ー
ラ
）

 

な
た
ね
油

大
豆
油

パーム油が最も生産効率が良い

約 3t/ha

約 0.7t/ha 約 0.7t/ha

約 0.4t/ha

1ヘクタールあたりの世界の年間平均生産量（出
典：FAOSTAT統計を基にオルタナ編集部作成）サラヤが取り組む「命のサイクル」
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り
、
食
糧
と
の
競
合
と
い
う
問
題

も
生
じ
る
。
今
す
べ
き
こ
と
は
、

パ
ー
ム
油
産
業
を
持
続
可
能
な
形

で
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
は
な

い
か
」（
廣
岡
統
括
部
長
）

　

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
04
年
、
ユ
ニ
リ
ー

バ
や
W
W
F
（
世
界
自
然
保
護

基
金
）
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
設

立
し
た
。
パ
ー
ム
油
の
生
産
・
流

通
・
消
費
に
か
か
わ
る
企
業
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
金
融
機
関
な
ど
が
参
加
す

る
国
際
的
な
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
組
織
だ
。

サ
ラ
ヤ
は
05
年
、
日
本
に
籍
を

置
く
企
業
と
し
て
初
め
て
Ｒ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
に
加
盟
。
10
年
に
は
世
界
初
の

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
パ
ー
ム
油
を
使
用

し
た
商
品
を
販
売
し
た
。
現
在
、

家
庭
用
商
品
で
パ
ー
ム
油
を
使
用

し
て
い
る
も
の
は
１
０
０
％
Ｒ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
認
証
マ
ー
ク
を
取
得
す
る
な

ど
、
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

　

現
在
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
会
員
数
は

６
千
社
・
団
体
を
超
え
、
認
証
取

得
済
み
の
パ
ー
ム
油
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
面
積
は
約
５
０
１
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油

の
推
定
生
産
量
は
約
１
３
４
２
万

㌧
（
パ
ー
ム
油
生
産
全
体
の
約
２

割
）
に
達
し
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｄ
・

ク
ル
ー
ズ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
総
会
の
開

会
式
で
「
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
原
生
林
の
年
間
減
少
率

が
そ
れ
ぞ
れ
64
％
、
65
％
減
少
し

た
。
森
林
保
全
へ
の
取
り
組
み
が

着
実
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。

小
規
模
農
家
が

生
産
の
４
割
担
う

　

こ
の
よ
う
に
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
着
実

に
進
展
し
て
い
る
も
の
の
、
森
林

破
壊
は
依
然
と
し
て
続
き
、
多
く

の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
小
規

模
農
家
だ
。
パ
ー
ム
油
生
産
の
約

４
割
を
小
規
模
農
家
が
担
い
、
そ

の
数
は
世
界
で
３
０
０
万
人
以
上

に
上
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

パ
ー
ム
油
を
生
産
す
る
大
規
模

な
生
産
者
は
資
本
力
や
技
術
を
活

か
し
、
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
生

産
に
取
り
組
み
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
に
加

盟
す
る
例
が
増
え
て
き
た
。

　

し
か
し
、
小
規
模
農
家
に
と
っ

て
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
認
証
取
得
は
容
易

で
は
な
い
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
外
に

い
る
た
め
、
支
援
を
受
け
に
く
く
、

収
益
の
チ
ャ
ン
ス
も
少
な
い
。
Ｒ

Ｓ
Ｐ
Ｏ
総
会
で
も
、
小
規
模
農
家

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
需
要
減
少
や
、
政

府
の
開
発
予
算
削
減
、
貿
易
関
係

の
混
乱
な
ど
、
小
規
模
農
家
が
直

面
す
る
課
題
が
話
題
と
な
っ
た
。

　

小
規
模
農
家
が
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証

を
取
得
す
る
上
で
障
壁
は
何
か
。

サ
ラ
ヤ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
小
規
模

農
家
の
支
援
を
行
う Fortasbi

（
フ
ォ
ル
タ
ス
ビ
、
本
部
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ボ
ゴ
ー
ル
）
の
ル
カ
イ

ヤ
・
ラ
フ
ィ
ク
事
務
局
長
は
、「
資

金
だ
け
で
な
く
、
認
証
制
度
の
理

解
と
い
う
カ
ベ
も
あ
る
」と
話
す
。

　
「
認
証
を
取
得
す
る
に
は
、
ま

ず
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
基
準
を
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
内
容
は
非
常
に
専
門
的
で
、
人

権
や
環
境
に
関
す
る
知
識
も
求
め

ら
れ
る
。
小
規
模
農
家
が
基
準
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
」
と
続

け
る
。

サラヤでボルネオの環境保
全プロジェクトを担当する
中西宣夫調査員

RSPO総 会 の 会 場 で「顔
の見える」洗剤づくりをプ
レゼンした

ワイルドアジアの創設
者であるレザ・アズミ・
ディレクター

サラヤで持続可能
なパーム油の調達
を担当する吉川慎
一SCM本部副本部
長。小規模農家との
対話を進める

ESG review
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再
生
型
農
業
で 

収
益
性
を
上
げ
る

　

サ
ラ
ヤ
は
こ
う
し
た
小
規
模
農

家
が
抱
え
る
課
題
に
着
目
し
、
17

年
か
ら
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
取
得
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
社
会
的

企
業
ワ
イ
ル
ド
ア
ジ
ア
（
本
部

マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
）
だ
。
同
団
体
は
小
規
模
農
家

を
グ
ル
ー
プ
化
し
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認

証
取
得
を
支
援
す
る
。
こ
れ
ま
で

に
３
カ
国
で
約
４
千
人
の
小
規
模

農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
お
よ
そ

２
８
０
０
人
が
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
を

取
得
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ワ
イ
ル
ド
ア
ジ
ア

は
、
認
証
取
得
を
支
援
す
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、
土
壌
の
健
康
を
回
復

し
、
農
地
環
境
を
根
本
か
ら
改
善

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
リ
ジ
ェ
ネ

ラ
テ
ィ
ブ
（
再
生
型
）
農
業
の
普

及
も
進
め
る
。

　
「
土
壌
や
微
生
物
の
生
態
を
改

善
す
る
こ
と
で
、
農
家
は
害
虫
や

病
気
に
強
い
樹
木
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
分
、
高
価
な
化

学
肥
料
や
農
薬
へ
の
依
存
も
減
ら

せ
る
。
そ
の
結
果
、収
量
は
増
え
、

生
産
コ
ス
ト
は
下
が
り
、
農
業
の

収
益
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
」

　

ワ
イ
ル
ド
ア
ジ
ア
の
創
設
者
で

あ
る
レ
ザ
・
ア
ズ
ミ
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
が
、
こ
う
説
明
す
る
。

　

さ
ら
に
、
農
家
は
カ
カ
オ
や

コ
ー
ヒ
ー
、
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を
間

作
（
イ
ン
タ
ー
ク
ロ
ッ
プ
）
と
し

て
栽
培
す
る
方
法
を
学
び
、
収
入

源
の
多
様
化
も
図
る
。
同
団
体
に

よ
る
と
、
生
産
効
率
は
60
％
向
上

し
た
と
い
う
。

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
油 

買
っ
て
支
援
し
て

　

サ
ラ
ヤ
は
こ
れ
ま
で
、
パ
ー
ム

油
を
巡
る
問
題
の
啓
発
や
Ｒ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
認
証
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
き

た
。

　

04
年
に
ボ
ル
ネ
オ
の
環
境
保
全

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。「
サ
ラ

ヤ
単
独
で
は
、
こ
の
大
き
な
問
題

を
解
決
で
き
な
い
。
消
費
者
の
協

力
も
必
要
だ
」（
廣
岡
統
括
部
長
）

と
の
思
い
か
ら
、
07
年
に
は
ヤ
シ

ノ
ミ
洗
剤
の
売
上
の
1
％
（
メ
ー

カ
ー
出
荷
額
）
を
ボ
ル
ネ
オ
の
環

境
保
全
活
動
に
寄
付
す
る
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。

　

レ
ザ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
「
サ

ラ
ヤ
は
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で

特
別
だ
。
多
く
の
企
業
が
実
現
で

き
て
い
な
い
、
現
地
と
の
深
い
関

係
性
を
持
っ
て
い
る
。
消
費
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
工
夫

し
、
製
品
を
通
じ
て
ス
ト
ー
リ
ー

を
伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
パ
ー
ム
油
の
持
続
可
能
性
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
は
な
い
か
」
と

期
待
す
る
。

　

フ
ォ
ル
タ
ス
ビ
の
ラ
フ
ィ
ク
事

務
局
長
は
、
サ
ラ
ヤ
の
取
り
組
み

を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
業
界
全
体

と
し
て
は
市
場
の
後
押
し
が
十
分

と
は
言
え
な
い
現
状
に
懸
念
を
示

す
。

　
「
今
、
私
が
最
も
心
配
し
て
い

る
の
は
『
市
場
』
だ
。
私
た
ち
は

持
続
可
能
性
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
市
場
は
そ
の
努
力
を

十
分
に
評
価
し
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。
小
規
模
農
家
は
認
証
を

取
得
し
、
多
く
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

RSPO年次総会には、各国か
らさまざまなステークホル
ダーが集まった

小規模農家の現状を語るフォ
ルタスビのルカイヤ・ラフィ
ク事務局長（左）

発
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
買
い
手
が
つ
か
な
い
。
市
場

が
支
え
な
け
れ
ば
、
将
来
、
小
規

模
農
家
は
認
証
取
得
を
続
け
よ
う

と
し
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

　
「
現
在
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
依
存
し
て
お
り
、

日
本
企
業
を
は
じ
め
も
っ
と
多
く

の
企
業
が
購
入
し
て
支
援
し
て
ほ

し
い
。
消
費
者
も
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
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　総会に登壇したインドネシアのアリフ・ハヴァス・オグロ

セノ外務副大臣は、持続可能な農産物に関する国際協力の強

化を呼びかけ、「環境」「社会」「経済発展」のバランスの重要

性を強調した。

　背景には、インドネシアのパーム油輸出に影響を与える欧

州森林破壊防止規則（EUDR）がある。EUDR は、森林破壊

に関わる農産物や製品の EU 市場への流通を禁止する規制だ。

特に、小規模農家はトレーサビリティの確保が難しく、規制

の影響を受けやすいことが懸念されている。

　オグロセノ外務副大臣は「世界は地域や貿易圏、国境によっ

て形作られている。持続可能性は普遍的であり、基準も同様

であるべきだ。誰もが参加することで、持続可能性はより確

かなものになる」と訴えた。

インドネシア副外相が国際協力呼びかけ

ESG review

ラ
ル
）」
に
参
画
。
ワ
イ
ル
ド
ア

ジ
ア
は
、
農
園
か
ら
精
油
所
、
精

製
所
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構

築
し
、「
顔
の
見
え
る
パ
ー
ム
油
」

を
実
現
し
た
。

　

し
か
し
、「
日
本
へ
届
け
る

に
は
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ

た
」（
サ
ラ
ヤ
の
中
西
宣
夫
調
査

員
）
と
い
う
。
そ
こ
で
三
井
物
産

が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
加

わ
り
、
サ
ラ
ヤ
は
マ
レ
ー
シ
ア
の

農
家
・
ム
ハ
ラ
ム
さ
ん
が
生
産
し

た
油
を
調
達
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
ム
ハ
ラ
ム
さ
ん
の
農
園
は
、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も

と
で
持
続
可
能
な
方
法
で
生
産
を

行
っ
て
い
る
。　

　
「
よ
う
や
く
、
生
産
者
と
日
本

の
消
費
者
を
直
接
つ
な
ぐ
仕
組
み

が
で
き
た
。
量
は
ま
だ
多
く
な
い

が
、
こ
の
『
つ
な
が
り
』
に
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
。
少
し
ず
つ
増

え
て
お
り
、買
い
手
が
広
が
れ
ば
、

さ
ら
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
生

み
出
せ
る
は
ず
」（
中
西
調
査
員
）

　

レ
ザ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
「
サ

ラ
ヤ
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン

（
最
初
の
挑
戦
者
）
だ
。
パ
ー
ム

油
利
用
者
と
し
て
は
小
規
模
な
立

場
だ
が
、
持
続
可
能
性
の
考
え
方

を
広
め
、
大
手
企
業
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。
日
本
企
業
は
一
般

的
に
『
誰
か
を
追
い
か
け
る
』
傾

向
が
あ
る
が
、
サ
ラ
ヤ
は
率
先
し

て
行
動
し
た
」
と
評
価
す
る
。

　

中
西
調
査
員
は
「
将
来
的
に
は

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
農
家
の
顔
写
真

を
載
せ
た
い
。
サ
ラ
ヤ
は
ス
パ
イ

ラ
ル
を
支
援
し
、
よ
り
多
く
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
総
会
で 

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

　

サ
ラ
ヤ
の
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
評
価
を
高
め
て

い
る
。
総
会
で
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の

普
及
拡
大
に
向
け
た
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
日
本
か
ら
は
サ
ラ
ヤ
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
受

賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

エ
ク
セ
レ
ン
ス
賞
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
部
門
に
は
、
前
段
で
登
場

し
た
ワ
イ
ル
ド
ア
ジ
ア
が
選
ば
れ

た
。

　

廣
岡
統
括
部
長
は
「
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

エ
ク
セ
レ
ン
ス
賞
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
部
門
の
最
終
候
補
に
、

我
々
の
よ
う
な
日
本
の
中
小
企
業

が
選
ば
れ
た
こ
と
は
大
変
名
誉
な

こ
と
だ
と
思
う
」
と
語
る
。

　
「
05
年
の
加
盟
か
ら
20
年
。
日

本
の
商
品
者
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
評
価
さ
れ
た
結
果

で
、
賞
を
受
賞
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
だ
が
、
共
に
活
動
す
る

ワ
イ
ル
ド
ア
ジ
ア
が
受
賞
し
た
こ

と
で
、
あ
る
意
味
で
は
サ
ラ
ヤ
と

し
て
も
一
定
の
評
価
を
得
た
と
前

向
き
に
考
え
た
い
」

　
「
今
回
の
総
会
で
も
今
後
は『
小

規
模
農
家
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
と
改
め
て
感
じ
た
。
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

に
つ
い
て
は
、
色
々
な
意
見
が
あ

り
課
題
が
あ
る
こ
と
は
我
々
も
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
課

題
を
少
し
ず
つ
で
も
解
決
し
な
が

ら
進
ん
で
い
く
と
い
う
点
で
、
組

織
と
し
て
も
取
り
組
み
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
今
回
の

総
会
は
、
意
義
深
い
も
の
だ
っ
た

と
思
う
」（
廣
岡
統
括
部
長
）

ロ
ゴ
が
つ
い
た
商
品
を
購
入
す
る

こ
と
で
、
小
規
模
農
家
を
支
援
で

き
る
」
と
呼
び
掛
け
た
。

顔
の
見
え
る
洗
剤 

日
本
に
届
け
た
い

　

サ
ラ
ヤ
は
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
総
会
で
、

「
顔
の
見
え
る
」
洗
剤
づ
く
り
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
さ
ら
な

る
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
調
達

と
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
普
及
拡
大
に
向
け

て
、
生
産
者
の
思
い
や
背
景
を
よ

り
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
狙
い

が
あ
る
。

　

サ
ラ
ヤ
は
22
年
、
ワ
イ
ル
ド
ア

ジ
ア
が
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｌ
（
ス
パ
イ
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